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			ぼくは異世界で付与魔法と召喚魔法を天秤にかける⑥

			横塚 司

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			第１２５話　世界のおしまいの日

			第１２６話　浮遊要塞の偵察

			第１２７話　幻狼王シャ・ラウ

			第１２８話　使い魔という生き方

			第１２９話　忍者の隠し部屋

			第１３０話　日常の陰で行われていた忍者の戦い

			第１３１話　グラウンドの下

			第１３２話　ノートＰＣを手に入れろ

			第１３３話　巨獣襲来

			第１３４話　触手の壁を越えろ

			第１３５話　鬼将登場

			第１３６話　幻狼王の意地

			第１３７話　転移

			第１３８話　攻勢作戦の戦況

			第１３９話　リーンの使い魔による偵察

			第１４０話　雷鳴轟く荒野

			第１４１話　２体の神兵級１

			第１４２話　２体の神兵級２

			第１４３話　２体の神兵級３

			第１４４話　２体の神兵級４

			第１４５話　ガル・ヤースの嵐の寺院１

			第１４６話　ガル・ヤースの嵐の寺院２

			第１４７話　ガル・ヤースの嵐の寺院３

			第１４８話　ガル・ヤースの嵐の寺院４

			第１４９話　ガル・ヤースの嵐の寺院５

			第１５０話　死霊使い

			第１５１話　召喚者たちの軍団戦

			第１５２話　全員レベルアップ

			第１５３話　各国の精鋭戦士

			番外編　志木縁子に天秤はいらない３

		

	
		
			第１２５話　世界のおしまいの日

			　

			　ぼくは仲間と共に無数のオークと戦っていた。

			　いくら使い魔を召喚しても、敵の数に圧倒される。

			　押し寄せてくるモンスターから、必死で身をかわす。

			　これは、夢だ。ぼくはぼんやりと、現実逃避するように心の片隅でそう考える。

			　次の瞬間、錆びた剣がぼくの左肩を切り裂く。

			　ぼくは悲鳴をあげ、よろめく。

			「カズさん！」

			　そばで戦っていたアリスが悲鳴のように叫び、すぐ応援にかけつけてくれる。

			　だが彼女は、肩を押さえて苦痛に呻(うめ)くぼくを見て、驚愕する。

			「か、カズさん……っ」

			　ぼくが愛する少女は、喘ぐような声を出す。

			　いったい、どうしたんだ。動きを止めちゃ、危ないじゃないか。敵はまだいるんだぞ。

			　アリスの視線は、ぼくの左肩に釘づけだった。

			　肩の傷を見ていた。なんだ、とぼくは自らの左肩を覗きこんで……。

			　傷口が、真っ青に染まっていることに気づく。

			　そう、青だ。

			　ぼくの血は青かった。

			「なん、で」

			　呆然と、呟(つぶや)く。

			　立ちつくすぼくの後ろで、ルシアが「なるほど」と冷静にうなずいた。

			「ランク９になったからでしょう」

			　淡々と、そう告げる。

			「それが、どうして」

			「ランク９とはもはや、ひとの領域を超えた存在。この世界において、もはや比類なき存在。ゆえに……あなたはモンスターになったのです」

			　背後を振りむく。たまきが立っていた。

			　傷だらけの彼女もまた、青い血を流していた。

			「参ったなあ」

			　たまきは困ったように笑う。

			「カズさん、わたしの血も、青いよ」

			　そうか、とぼくはうなずく。なんだか身体が、重い。

			「たまき、きみも剣術がランク９になったからか」

			「そうみたい。でも、仕方がないね」

			「ええ、仕方のないことです」

			　ルシアはナイフを取り出すと、己の腕を切り裂いた。青い血が流れる。

			「これで、お揃いですね」

			「ルシア、きみは」

			「じつはわたくし、ドッペルゲンガーだったんです」

			　だから、とルシアは無表情にぼくを見る。

			「あまり、笑わないでしょう」

			　そうだったのか、とぼくはうなずく。なら、仕方がないな。いままでのあれもこれもが、急にすべて納得できたような気がした。

			「じゃあ、ミア、きみも……」

			「ん」

			　ミアもまた、己の腕を切り裂き、青い血が流れるさまを見せた。

			「あまり表情が変わらないのは、わたしがモンスターだったせいでした」

			「オタク知識は？」

			「モンスターだって、アニメくらい見るよ？」

			　あ、そうなんだ？　ぼくは首をかしげ、アリスの方に向き直る。

			「アリス、きみは……」

			「あ、あの、カズさん！　わたし、すぐランク９になりますから！　青い血になりますから！　だから、待っていてください！」

			　アリスは慌てた様子で槍(やり)を振りまわし、周囲のオークたちを薙(な)ぎ払う。

			　必死になって戦っている。

			　そんな様子を見て、ぼくたちは笑う。

			　ああ、それにしても、身体が重い。モンスターの身体というのは、こんなにも……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　身体が、重い。なんだか暑苦しい。

			　眠りから醒める。

			　ああ……やっぱり夢、だよな。なんだか、ひどい悪夢だった。

			　というか、なんでモンスターがアニメ見るんだよ。てんで意味がわからないぞ、いい加減にしろ、ミア！

			　夢のなかの彼女にツッコんでも仕方がないか。

			　それにしても、やはりまだ、身体が重い。ぼんやりした感覚のなかで、ぼくはまずいな、と思う。

			　体調がよろしくないのは、困る。今日は、ぼくたち全員の運命を決める日だ。学校のみんなを、大陸を、この世界すべてを賭けた決戦が行われる。

			　そのいっぽう、ぼくたち５人は、学校の山に取り残されてしまった。

			　リーンさんたちの主力と合流する手段もない。

			　山は、浮遊要塞と鬼将ザガーラズィナー率いるオーガの部隊に占(せん)拠(きよ)されてしまった。

			　浮遊要塞の戦力とまともに戦っても、勝ち目は薄い。そんな状況で、指揮を執るぼくが体調を崩したというのは、最悪だ。

			　これじゃ、足手まといになってしまう。皆に、申し訳がたたない。

			　おそるおそる、薄目を開ける。

			　すぐそばにミアの顔があった。

			　ぼくの上に乗っかって、ミアが寝ていた。

			「お前が超重力の原因か！」

			　シーツに包まれたミアの身体を転がして、起き上がる。

			　小柄な少女は、潰れたカエルのような声をあげた。

			　左右を見れば、部屋にはぼくとミアのふたりきりだった。鉄格子の窓から朝日が差しこんでいるから、すでに皆、起きているのだろう。

			　ミアは「んー」と眠たい声を出して、ぼくにまたのしかかってくる。ほっぺたをぼくの胸に擦りつけてくる。

			「おまえ、起きてるだろ」

			「ばれたか」

			　ミアは顔をあげて、わずかに口の端を吊り上げた。両手を伸ばしてぼくの首にしがみつく。密着するも、体操着ごしの胸もとは、哀しいほどに平坦であった。

			「おかしい……カズっちが欲情してくれない」

			「朝っぱらから、なにいってやがる」

			「昨日の夜は、アリスちんとお楽しみでしたね」

			　ぼくはこれみよがしの舌打ちをした。

			「ん。クラスの風紀委員として許せんことである」

			「いつからきみが風紀委員になった」

			「わりとマジで、１学期の始めから」

			　誰だこんなの風紀委員にしたやつ。

			　いやまあこういうのは押しつけ合いなんだろうけど。んでもって、彼女に風紀委員を押しつけたひとたちは、もうみんな、死んでしまったのだろうけど。

			「立候補しました」

			「そのこころは」

			「持ち物検査の情報とか、流れてくるから」

			　ははは、こやつめ。

			　普段から、どれだけアウトなもの学校に持ち込んでいやがった。

			「ん。マジな話、ここでわたしのこと、押し倒しちゃわない？」

			「あのなあ」

			「明日の朝日が拝めるかどうか、わからない、よ？」

			　ミアはぼくの後ろ首に手をまわしたまま、無表情に見上げてくる。

			　少女の身体が、震えていた。

			　ミア、きみは……。

			　細い少女の腕に、少しだけちからがこもる。彼女の怯(おび)えが、伝わってくる。

			　ああ、そりゃ、そうだ。

			　こんな切羽詰まった状況、ミアだって怖くないはずがない。それくらいのこと、理解しているべきだった。

			「だいじょうぶだ」

			　ぼくは、ミアの頭をそっと撫(な)でて、笑ってみせた。

			　なるべく自信ありげに。不安もなにもかも、吹き飛ばしてしまえとばかりに。

			「ぼくは死ぬつもりなんてない。きみを死なせるつもりもない」

			「勝てると……本当に、思ってる？」

			「思ってる。だからミア、きみも、勝てると思え。勝つ気でついてこい」

			　ミアは、じーっ、とぼくを見つめたすえ……。

			「ん。わかった」

			　小柄な少女は、意を決したようにうなずく。

			　少し、ほっとした。彼女が後ろ向きなままでは戦いに支障が出るし、なにより……。

			「じゃ、約束。勝ったら、今夜。わたしとふたりきりの時間、つくる」

			「あー」

			「……嫌？」

			　ぼくは、天井を見上げた。

			「これは、ご褒(ほう)美(び)。わたしががんばるための、元気が欲しい」

			「わかったよ。約束する。……だから、後ろ向きな考えはやめろよ」

			　やわらかい髪をゆっくりと撫(な)でる。

			　ミアは目を細めて「ん」とうなずいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ところで、とぼくはナイフを用意する。手の甲を薄皮１枚、そっと切ってみた。

			　赤い血が出た。

			「ああ、よかった」

			　ものすごく安(あん)堵(ど)するぼくを見て、ミアがきょとんと首をかしげる。

			「契約の儀式の続き？」

			「気にするな、たいしたことじゃない」

			　ミアはまだ、不審そうにぼくを見上げている。

			「いやほんと、たいしたことじゃないんだ」

			　ちょっと夢を見ただけで、ついでに超重力のせいで寝起きが最悪だっただけで……。

			　ってやっぱミアが悪いんじゃないか！

			「えー、なんでカズっちがわたしを睨(にら)む？」

			　ミアが少し慌てた様子になる。こういう彼女は、ちょっと珍しい。

			　階段を駆け上がる足音がする。

			　ドアが勢いよく開いた。たまきが元気に飛び込んでくる。

			「カズさんおはよう！　おなかすいたから、そろそろ宴会出して！　って、あれ、ナイフなんて持って、どうしたの」

			「あ、たまき。ちょっとお願いがあるんだが」

			「え、なに、カズさん目が据わってるよ！　なんでナイフもって近づいてくるの！　ちょっ、ちょっと怖いよっ」

			　たまきがじりじりと後ずさる。

			　ぼくは、はっと我に返った。

			「あー、いや、違うんだ。ちょっとぼくの血がさ。赤いから」

			「え、あ、うん。そうだね。血は赤いよね」

			「カズっち……寝ぼけてる？」

			　なぜか、ミアの視線が冷たい。

		

	
		
			第１２６話　浮遊要塞の偵察

			　

			　この異世界に飛ばされてから４日目の朝が来た。

			　サモン・フィーストによる宴会料理が、隠れ家の１階のテーブルに並べられる。

			　この魔法で出現させることができる料理は、いくつかのレパートリーから組みあわせて選択することができた。山菜が多めだったり、海産物が多かったり、肉料理中心だったり、野菜ばっかりだったり、お菓子ばっかりだったりとさまざまだ。

			　どれを出すか、と皆に相談してみたところ、ルシアが「お菓子」といいだした。

			　丁重に無視して、今朝は海産物系で攻めることにする。

			　刺身のような生の魚料理はない。魚は蒸したものや焼いたものが中心で、貝や海藻をふんだんに使っている。

			　香辛料がきいているおかげだろうか、食べ始めると手がとまらないほどおいしかった。

			　たっぷりと朝食を腹に詰め込んだあと、出発の準備にかかる。

			　といっても、この隠れ家は放置でいいし、持ち込んだ荷物もほとんどない。準備というのはつまり、どう動くか、その方針の決定ということで……。

			「まず、情報が必要だ」

			　ぼくはいつものようにカラスを召喚し、リモート・ビューイングで使い魔の視界を得た。

			　使い魔のカラスが、朝焼けの大空に舞い上がる。

			　ぼくが偵(てい)察(さつ)をしている間、少女たちは雑談に興じていた。アリスが、昨夜のことで問い詰められている。

			「ん。それで、カズっちの態度はどうだった？　積極的な感じ？　それとも……」

			「い、いえ、そんなのじゃないです！　わ、わたしは別になにも……」

			　アリスは必死でごまかそうとする。うわずった声で断固拒否の姿勢を貫(つらぬ)く。

			　しかし彼女は、とても素直な性格だった。

			　そしてミアは、老獪な話術の持ち主である。

			　急ごしらえの砦(とりで)が、巧みな攻め手によって崩(ほう)落(らく)していく。

			　やっぱりアリスに隠し事は無理だったよ……。

			　たまきが「でも、よかった。アリスが結ばれてくれて」とかいってる。

			　おまえはお姑さんですか。

			　いや、たまきは心から、アリスとぼくの幸せを願っている。そのついでに自分も幸せになれたらいいなと思っているのも、もちろん知っているけれど。

			「ん。カズっち、アリスちんはこういってるけど、実際のところどうなのよ？」

			「あ、あのね、カズさん。わたしも、その、次の機会には……」

			　ぼくは『任務に集中するため』両手で耳を塞いだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　森の上空を舞うカラスの視界のなかで、山の表側、つまり学校がおおきくなってきた。

			　無残に崩れた校舎。その周囲を我がもの顔で徘(はい)徊(かい)するモンスターたちの姿。

			　オーガの姿が多いものの、オークもちらほら見える。

			　でかい蜂は発見できなかった。早朝だし、森のどこかに隠れているのかもしれない。

			　浮遊要塞は、中等部の50メートルほどの上空に静止している。

			　浮遊要塞が山に姿を現したとき、育(いく)芸(げい)館(かん)の付近に50人もいたから、あれがぼくたちの本部だと思って、未だ警戒しているのか。だとしたら……。

			　ぼくは、ふと気づく。

			「ひょっとして、ドッペルゲンガーはオーガたちと合流していない？　オーガたちに、ぼくたちの情報は伝わっていないのか？」

			　この点はとても重要なところだ。

			　ドッペルゲンガーたちは、オーガと合流するため、皆から離れたのではないか。その目的を果たす前に、ミアとたまきが彼らを見つけて……。

			　ミアたちは、ドッペルゲンガーが変装した生徒に対して、「いまから自分たちはワープで光の民という現地民の住み処に逃げる」と伝えたそうだ。

			　ドッペルゲンガーとしては、こちらの情報をより重要だと認識したのだろう。だから、味方であるオーガたちに己の持つ情報を伝えるより、連中の一部を世界樹のもとに忍び込ませ、その上で転移装置を破壊しぼくたちを孤立させることを優先した。

			　いや、そう決めつけることは早計か。

			「みんなはどう思う？」

			　いつまでも続く猥談をやめさせ、皆の意見を聞く。

			　一連の会話に無関心を貫(つらぬ)いていたルシアが「一理ありますが、わたくしたちの情報がまったく伝わっていないと考えるのは、あまりに楽観的すぎるかと」といった。

			「ん。昨日、シバに変装して生き残りを扇動していたドッペルゲンガーがいたはず。わたしたちの倒したドッペルゲンガーが、シバに変装していた可能性はあるけど」

			　ドッペルゲンガーのはっきりした能力は判明していない。

			　その存在が判明したのは昨日の夕方。戦闘したのも、ただいちどきりである。

			　彼らは自由自在に姿を変えることができたのだろうか。だとしたら、その本来の姿かたちはどうなっているのだろう。

			　このモンスターには、謎(なぞ)が多い。ドッペルゲンガーという名称だって、とっさにミアがつけたものだ。ぼくたちが知るそれとは、本質がぜんぜん違う可能性もある。

			「どっかの有名ＲＰＧだと、ヤマタノオロチやボストロルが卑弥呼や王様に変身してた」

			　ミアがいう。なるほど、ボスオーガみたいな魔法使い系の変種がいる可能性か。ラーの鏡とか、どこかで手に入らないかなあ。

			　いやまあ、ドラクエの話はいいんだ。

			　使い魔のカラスが、滑(かつ)空(くう)しながらあちこち見てまわっている。生き残っている高等部男子の姿は発見できなかった。まだ朝も早いから、どこかで寝ているのかもしれないけど。

			　でもなあ、昨日、あれだけのオーガが降りてきたし……。

			　普通に考えたら、全滅しているよな。

			　ざまあみろ、とまでは思わないけれど、彼らの場合、自業自得すぎて欠片も同情できない。

			　カラスはひととおり地上を見てまわったあと、翼をはためかせて上昇する。

			　浮遊要塞へ。この敵拠点の偵(てい)察(さつ)こそ、今回の最優先事項だ。いっきに高度を上昇させ、いちど、浮遊要塞の上空に出る。

			　島の様子が一望できた。緑豊かな広葉樹林が広がっている。木々の間隔は密で、折り重なった樹冠に遮(さえぎ)られ、あまり地面付近の様子がわからない。

			　それでも森のあちこちで動きまわるオーガの姿は発見できた。

			　見張りなのか、島の縁で外を向いて立っているオーガの姿もある。

			　できれば、この偵(てい)察(さつ)でザガーラズィナーの姿まで発見できればよかったのだけれど。

			　さすがにそうそう、ボスの姿までは拝めないか。

			　島のどこかに城でもあればそこに乗り込めとは命令してあるんだけど、残念ながら、ぱっと見てわかる城や砦(とりで)のような場所はない。

			　居城があるとしても、隠されているのだろうか。

			　あるいはそもそも、城なんてものに価値を見出していないのか。

			　モンスターが権勢を誇(ほこ)るために豪(ごう)奢(しや)な居城をつくる意味とか、ちょっとなさげだしなあ。

			　そもそもモンスターとは、召喚された使い魔っぽいナニカらしい。

			　そんななか、ザガーラズィナーは、魔王と専従契約っぽいナニカを結んだ存在らしい。

			　らしい、ばっかりだ。わからないことが多すぎるな。

			　とりあえず、わからないことがわかった、というのも情報のひとつだ。

			　いまのところは、これくらいで満足するとしよう。

			　ところで、なんだけど。さっきから、あんまり考えないようにしていたんだけど。

			　森のなかをのっし、のっしと歩いている、あの象よりでかい生き物はなんなんだろう。

			　恐竜。ぼくの脳裏をよぎったのは、そんな単語だった。

			　爬虫類のような鱗(うろこ)が全身を覆(おお)う、４足歩行の巨大生物だ。全長は、10メートルを超えるだろう。キリンのように高い首が、樹冠の隙間から時折、にょっきりと突き出る。双(そう)眸(ぼう)が赤く爛(らん)々(らん)と輝いていることから、モンスターなのは間違いない。

			　そんなやつが、少なくとも２体、森のなかを我がもの顔で歩きまわっている。

			　こいつがなんなのか、あとでルシアに聞いてみよう。

			　カラスはおおきく旋回し、浮遊要塞から離れるべく山の方に向き直り……。

			　遠くからこの山に近づいてくる鳥がいることに、ぼくは気づく。

			　鷹(たか)だった。その鷹(たか)は、とても自然にぼくのカラスの方を見る。その瞳(ひとみ)の奥を覗きこんで……ああ、そうか。

			　これは、リーンさんの使い魔だ。リーンさんが新たに送り出してくれた、助け船だ。

			　よかった。あとは上手くあの鷹(たか)を誘導して……。

			　と安(あん)堵(ど)の息をついた、その瞬間。

			　下から放たれた一筋の光線が、鷹(たか)を撃ち貫(つらぬ)いた。

			「え……？」

			　次の瞬間、ぼくの視界はおおきく揺れた。カラスが落下していく。

			　その視界の隅で、１体のオーガが、その指を上空に突き上げているさまをぼくは見る。

			　オーガの肌は、どす黒く染まっていた。一本角で、身の丈はほかと変わらぬ３メートル程度か。だがその全身から発する威(い)圧(あつ)感(かん)は、遠隔地から見ているぼくが震えあがってしまうほどだった。

			　ちょっと距離がありすぎて、表情までは確認できない。

			　それでも理解できてしまうことがある。

			　強さの桁が違うのだ。

			　なんだか漫画みたいな表現になるけれど、そのオーガのまとうオーラが、目に見えるような気がする。そこだけ、空気の質が違うというか……。

			　とにかく、あいつはヤバいものだ。尋常じゃなくヤバいものだ。

			　ダメだ。こいつがいる限り、リーンさんの使い魔が何匹来ても、山には近づけない。

			　カラスが地面に墜ちる前に、ぼくはリンクを切る。荒い息をついて、床に倒れこむ。

			「カズさん！」

			　アリスが慌てて駆け寄ってきて、ぼくの身体を支える。

			「だいじょうぶ。ちょっと、びっくりしただけだ」

			　たまきがコップに水を入れて持ってきてくれる。ぼくはそれをいっきに飲み干し、口もとをぬぐう。心配そうにしている皆を見渡し、うなずく。

			「ザガーラズィナーが、いた」

			　端的に、事実だけを伝える。

		

	
		
			[image: 022.jpg]
		

	
		
			第１２７話　幻狼王シャ・ラウ

			　

			　学校跡地の様子、浮遊要塞。リーンさんの鷹(たか)、そして鬼将ザガーラズィナー。

			　ぼくが観察した限りのことを、皆に伝える。

			　鷹(たか)とカラスは、ともに漆黒のオーガによって殺された。あいつをどうにかしない限り、リーンさんの使い魔は、ぼくたちのもとに辿りつけない。

			「リーンさんの鷹(たか)とカズさんのカラスが使い魔だって見抜かれたんでしょうか」

			　アリスがかわいらしく小首をかしげる。

			「うーん、どうだろう。その可能性もある、くらいに思っておいた方がいいかな」

			　ひょっとして、戯れに鳥を撃っただけ、ということもある。

			　いや、ないか。連続して２体の使い魔が撃墜されたのだ、少なくともなにかに違和感を覚えての行動だろう。

			　敵は優秀かつ有能である前提で動くべきだ。

			　もし無能であれば、取り越し苦労で済むのだから。

			「リーンは、きっとまた、使い魔を出してくれます。おそらく、ほかの地点に向かっていた鷹(たか)をこちらにまわしてくれるでしょう」

			　ルシアがいう。いつもあまり表情が変わらなくて、それはいまも同じなんだけど、なんだかちょっとだけ自信があるというか、誇(ほこ)らしげに見えた。

			　リーンさんとルシア、ふたりの間には強い絆があるようだ。

			「ん。なら問題は、まだ山に偵(てい)察(さつ)を飛ばす戦力がいるって悟られたこと」

			「そうだな。とはいえ、やるべきことは変わらない。ゲリラ戦だ」

			「臨機応変に動きながら、山の表側に展開するオーガを殲(せん)滅(めつ)していくのですね」

			　ルシアの言葉に、ぼくはうなずく。１か所にじっと留まっての拠点防御など、もってのほかだ。戦力的に劣勢なのはもちろんだが、それ以上に浮遊要塞の要塞砲が怖い。

			　グレーター・ニンジャなら要塞砲をリフレクションとかできたかもしれないけど、ぼくにはそんな卓(たく)越(えつ)した察知能力も、反射神経もない。

			　というか普通の人間には、ビーム砲を見てから反応とか無理ゲーである。せいぜい、動きまわって当たらないよう祈るくらいだ。

			　常に敵を引きずりまわし、こちらのペースに持っていく。

			　あるいは、こちらの存在を気づかせないようにスナイプし続ける。それしかない。

			「その上で、結(ゆう)城(き)先輩のメモの情報が正しいかどうかを確認する。真偽をたしかめて、もしそれらが使えるようなら使う。ダメなようなら、改めて白い部屋で協議かな」

			「そうですね。いまの時点でそれ以上のことを考えても仕方がないでしょう」

			　皆が、うなずく。

			　ぼくたちは荷物をまとめて、一夜限りのアジトを出る。

			　まだ朝日が昇ったばかりだ。焦っても仕方がない。

			　

			　なお、恐竜のようなモンスターについてルシアに訊ねたところ……。

			「ドワグ・アグナムでしょう。神兵級のモンスターで、大地の魔法を操ると聞きます」

			　という返答がきた。

			「ザガーラズィナーが、ドワグ・アグナムをペットにしているという話は初耳ですが……」

			　というか、神兵級モンスターをペットにするとか、どんだけインフレしてるんだよ、このオーガのボスは！

			　

			◆　◆　◆

			　

			　今回、ぼくが召喚する使い魔は、２体。

			　インヴィジブル・スカウトと、昨夜、専従契約を果たしたばかりの幻狼王シャ・ラウだ。

			　幻狼王シャ・ラウの召喚は、ランク９の使い魔扱いで行われる。ＭＰ消費は81だ。

			　呼びかけに応えて現れたのは、普通のグレイウルフよりはるかに大柄な……いや馬よりもおおきな、銀の毛並みを持つ狼だった。

			　大狼の蒼(あお)い穏やかな双(そう)眸(ぼう)に、ぼくは吸い込まれそうな感覚を覚えてしまう。

			『契約に従い参上いたした。主よ、なんなりとご命令を』

			　シャ・ラウは、ぼくの頭のなかに直接、声を飛ばしてくる。

			　テレパシーのようなもので、これは彼の特殊なちからのひとつであるという。

			　昨日もこれで会話した。このテレパシーは、アリスたちにも聞こえるようだ。

			「わあ、もふもふ！」

			　昨日と同様、ミアが今日も、いのいちばんに幻狼王に飛びつく。偉大なる狼はあえて避けず、彼女が銀の毛並みを撫(な)でるに任せた。王は下々の者に寛大なのである。

			「シャ・ラウ。相談なんだが、きみの背にぼくたち５人を全員、乗せられるだろうか」

			『可能だ、主。しかしながら、そのまま戦いを行う場合、鞍が必要となるだろう』

			　あ、そうか。振り落とされちゃうもんな。

			　そもそもぼくたちのなかで、騎乗経験があるひとなんて……。

			「わたくしは、鞍がなくとも騎乗し戦闘を行う訓練を受けております」

			　ルシアが手をあげた。彼女は生まれが生まれだけに、そういう訓練も受けてきている。

			　でもなあ、ルシアひとりがシャ・ラウの上でも仕方がない。

			「このオプションは保留にしよう。みんな徒歩で、ひとまずインヴィジブル・スカウトを先行させて、用心しながら学校に戻ろう」

			　遭(そう)遇(ぐう)したモンスターが逃げ帰り、ぼくたちの位置情報が敵軍に伝わる、という展開がいちばん困る。見敵必殺を心掛けたいところだ。

			　だからこそ、インヴィジブル・スカウトにがんばってもらう。ここはＭＰ64を費やす価値があると判断した。

			　皆に基本的な付(ふ)与(よ)魔法をかけ、出発する。

			　幻狼王シャ・ラウは、ぼくの横をのっそりのっそりと歩いていた。ミアがしきりに、シャ・ラウの豊かな毛並みを撫(な)でている。

			「乗ってみたいか」

			「ん。でも、いまはいい。あんまりおちゃらけていられない」

			「きみって、状況認識はしっかりしてるんだよな」

			「ウザキャラは狙ってるけど、ヘイト取るのはノーサンキュー」

			「ときどき、きみの言葉がよくわからなくなるよ……」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　さて、幻狼王シャ・ラウのちからだが、純粋な戦闘力としてはランク７の武器スキル持ちとほぼ互角であるようだ。

			　これは昨夜行ったアリスとの模擬戦から判断して、ほぼ間違いないだろう。

			　もっとも、アリスは巧みな位置取りで、この模擬戦に辛勝していたが。

			　このとき勝ったアリスは、ぼくを振り返って、なんだかとても嬉しそうに笑った。

			　ほめてほめて、といっているようだった。光の民のように尻尾(しつぽ)があれば、全力でパタパタ振っていたんじゃないかと思う。

			　どっちが犬だかわからなくて、ぼくは思わず笑ってしまった。

			　そうしたら、シャ・ラウに『愛する女に対して、馬鹿にするような態度はいかがなものかと思う』と諭された。

			　幻狼王、やりおるわ。こいつ絶対、リア充だぜ。

			　シャ・ラウの能力は白兵戦だけではない。彼の自己申告によれば、使い魔になる前の彼は、じつに７０００種類もの魔法を使いこなすことができたという。

			　もっとも、ぼくに呼び出されたいまでは、もっと限定的な魔法、せいぜい１００種類程度しか使えないらしいけど……。

			　そう、召喚魔法がランク９でも、シャ・ラウの能力には制限が加わっているのだ。

			　これ以上となると、やはり強化召喚までとるしかないのか。そのあたり、次に白い部屋にいったときに調べてみたいところである。

			　１００種類でも多すぎるので、どんな感じの系統が得意か、ざっくり教えてもらった。

			　彼がもともと得意なものは、肉体強化系統と幻術系統。これらはいまも実用レベルで使用できるという。特に幻術には、ぼくたちがどんなスキルを伸ばしても手に入らない魔法がいくつかあるらしい。

			　たとえば自分のみせかけの姿を変化させる魔法。

			　ドッペルゲンガーの場合、肉体そのものが変化していたけれど、シャ・ラウのディスガイズ・イメージという魔法では実際の姿かたちは変化しない。

			　つまりシャ・ラウの姿をかわいい子犬に見せることはできるが、実際に触ってみればそこにいるのは大柄な狼に変わりないということだ。

			　以前の彼は、ドッペルゲンガーのような完全変身魔法も使えていたという。

			　ほかに便利そうなものというと、森のなか限定の魔法で、森を迷路のようにして、入る者を惑わすメイズという魔法もある。

			　うーん、これが昨日あればアラクネたちとの戦いが有利になったかもなあ。

			　自身の幻(げん)影(えい)を生み出し、分身したように見せるシャドウミラーという魔法もある。自己インヴィジビリティ魔法とともに使うのが効果的であるらしい。

			　そういった小技を駆使すれば、やりかた次第でアリス以上の戦果を上げることもできるだろう。

			　雷系の攻撃魔法も使えるという。ただ、自分で肉弾戦をした方が強いとのことだ。

			　アリスのもうひとつのスキルである治(ち)療(りよう)魔法も、多少は使用できるらしい。ただしこちらは、戦闘中にがっつり傷を癒(い)やすようなものではなく、数分かけてゆっくりと傷を塞ぐタイプだとか。

			　そんな程度でも、治(ち)療(りよう)魔法はあればあるだけ嬉しいところだ。万一、アリスとルシアが倒れたときの保険にもなるしね。

			　生活系魔法ともいうべき便利系が多数存在するのだが、それらは割愛。

			　濡れた毛皮を乾燥させたり、まとわりつくダニを撲滅したりと便利らしいが、いまのところぼくたちの役には立たないだろう。

			　魔法とは別に、彼の五感は人間よりはるかに優れているという。もともと狼は聴覚と嗅覚が優れているというが、シャ・ラウはそれに加えて超視覚も備えている。

			『超視覚とは、いわばマナの流れを見る目だ。マナの揺らぎを知ることで、インヴィジビリティなどによって姿を隠している者を探知することが可能なのだ』

			　レジェンド・アラクネがインヴィジブル・スカウトの接近を見破ったのは、そういう理由か。いまさらのように、敵の能力がひとつ判明した。

			　もっとはやく知りたかったなあ。

		

	
		
			第１２８話　使い魔という生き方

			　

			「シャ・ラウ。きみみたいに超視覚を持つ者は、結構多いのかな」

			『なにをもって多(た)寡(か)を判断するか次第だが、上位の生命体であれば五感以外の特殊な感知手段を保持しているものである。さもなくば、同格の存在を相手にするとき、著(いちじる)しく不利となり、生存競争に勝ち抜くことが困難であるからだ』

			　ああ、そりゃそうか。そうなるとぼくたち人間って、めちゃくちゃ不利だな……。

			　現状、ぼくだけはシー・インヴィジビリティで透明化を見破れるけど、ほかのひとは透明看破の手段を持っていないし。

			「そういう高度な戦いの常識とか、もっといろいろ教えて欲しい」

			『いまのわれでは立ち入ることのできぬ領域の話となる。主とその仲間たちよ、未だあなたがたには、その領域に足を踏み入れるほどのちからがない』

			「でも、その準備はしておかなきゃ。ぼくたちは、この先とことんまで強くなっていかなきゃいけない。そうじゃなきゃ、今日を生き延びることもできない」

			　シャ・ラウはゆっくりと歩きながらしばし瞑目し、ただ『そうか』といった。

			　彼は、ぼくたちが想像もできなかった戦いの話をしてくれた。

			　敵のサーチ魔法に対応するカウンター魔法の常識。

			　致命的な効果をもたらす即死魔法と、それの対策。

			　麻(ま)痺(ひ)、石化といった即死に匹敵する能力を持つモンスターのこと。

			　とてもためになる話だった。そんな途方もない敵、会いたくないけど、会いたくないで思考停止してちゃダメなんだろうなあ。

			『ところで、インヴィジブル・スカウトが戻ってくるようだ』

			　シャ・ラウはさりげなく、ぼくたちよりずっと優れた五感を持っているところを見せつける。彼のいう通り、それから10秒ほどで、優秀な偵(てい)察(さつ)役からの報告が入った。

			「敵だ。オーガが３、オークが７。たいした戦力じゃないけど、必ず全滅させるぞ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦闘は、目論見通りに進んだ。

			　シャ・ラウがいちどおおまわりしてモンスターの背後にまわり、先制攻撃を見舞う。背中から飛びかかってきた巨大な狼に、敵はひどく慌てた。

			　オークたちは、狼狽してめちゃくちゃに武器を振りまわす。オーガは果敢に迎撃するも、混乱して上手く戦えていない。そのうち、オークから率先して逃走を開始した。

			　逃げたオークは、アリスとたまきが手際よく仕留めていく。ふたりが討ち漏らしたオークを、ミアとルシアが攻撃魔法で始末する。

			　シャ・ラウはその間に、オーガたちを相手にした。オーガより優れた体(たい)躯(く)でもって、この巨人たちを圧倒する。ひるんだオーガの肩を鋭い牙で食い破り、首を爪で切り裂く。

			　３体のオーガのうち１体が倒れたところで、アリスがレベルアップする。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋にて、ぼくたちは再度、作戦を確認した。そのあと……。

			「カズさん」

			　ルシアが真剣な顔で僕を見つめる。

			「お菓子を出してください！」

			　鬼気迫るそのありさまに、ぼくは圧倒されてしまう。

			「わ、わかったから、落ちついて……」

			　サモン・フィーストをお茶会バージョンにして、使用する。

			　テーブルいっぱいにケーキやらクッキーやらが並んだ状態で、宴会セットが召喚された。淹れたての紅茶が、やわらかそうな湯気を出している。

			　ルシアは満足するまで食べた。アリスとたまきとミアも、共にお菓子を楽しんだ。

			　ぼくはそんな光景を見ているだけで胸やけしそうだった。やー、だって朝ごはんを食べたばっかりだよ？　みんな、どうしてそんなにお腹に入るのさ？

			「だって、カズさん。この部屋でいくら食べても太らないんですよ？」

			　アリスが真面目な顔でそういった。

			「ぼくは、アリスが太っても愛し続けると誓おう」

			「そんな心配しなくていいです！」

			　怒られた。まあいいや、もう気が済むまで食べてくれ。どうせ、この部屋ではＭＰなんて実質、無限にあるようなものなんだ。

			　彼女たちは、気が済むまで食べた。ミアとたまきに至っては、お腹を押さえて呻(うめ)く。

			「う、うーん、苦しいよう」

			「ん。もう、ダメ」

			　おまえら、ノリだけで腹に詰め込めるだけ詰め込んだだろ。

			　これ、絶対間違った白い部屋の使い方だ。

			「じゃあ、アリス。きみは槍(そう)術(じゆつ)をランク８にするんだな」

			「はい。その方が、お役に立てると思います」

			　実際のところ、治(ち)療(りよう)魔法を上げて安全性を高めて欲しい気もするけど……。

			　彼女の決意は固いようだ。なら、その意志に従おう。

			　敵には複数の神兵級がいるわけだし、攻撃力はいくらあってもいい。

			　それに、アリスは戦闘のセンスが図抜けている。

			　

			　アリス：レベル26　槍(そう)術(じゆつ)７→８／治(ち)療(りよう)魔法５　スキルポイント９→１

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋から戻る。

			　直後、生き残ったオーガが逃げようと背を向けたところにシャ・ラウが飛びかかり、引きずり倒してトドメを刺す。これで、敵は全滅だ。

			　専従契約を結んだこの使い魔は、初戦でさっそく、その見事な能力を見せつけてくれた。

			　こりゃ、素晴らしい逸材ですわ。ドラフト１位候補、12球団競合ですわ。

			　なんてことを考えていると、ぼくたちのもとに戻ってきたシャ・ラウが怪訝な様子で鼻をひくつかせる。

			『主よ、不思議なのだが……』

			「うん、なんだ」

			『彼女たちが、一瞬だけ、満腹したという臭いを発していたのはなぜだろうか』

			　嗅覚でそんなことまでわかるんかい。

			「白い部屋で起こった出来事は、こちらの世界では反映されないはずなんだけど……こっちに戻った瞬間は、頭のなかがまだ切り替わってない、のかな」

			　というか、いままでは一瞬のタイムラグもなく白い部屋とこちらの世界の行き来が行われて、脳内麻薬的なものもそれに準じているものだと思っていたけど……。

			　少し違うのかな。このあたりの仕様がよくわからないや。

			『奇妙なものなのだな、その白い部屋というのは』

			　シャ・ラウは感嘆した様子で呟(つぶや)く。

			『やはり、尋常ではない存在が用意した場所なのだろうか。気になるところだ』

			　それはぼくも思う。白い部屋なんてものをつくって、ぼくたちにスキルなんてものを与えた存在は、いったいなにものなのだろう。

			　その存在は、ぼくたちになにをさせようとしているのだろう。

			「シャ・ラウ。きみは、世界の終わりの予言を待っていた、といったよね」

			『そうだ、主よ』

			　それは、彼がぼくと専従契約を結んだときのことだ。

			　彼は、ぼくを見て、こうして呼び出されるときを待っていたのだと告げた。

			　長い長い年月、使い魔となって待ち続けたのは、ただこのときのためだったと。

			『遠い昔、いまや誰ともわからぬ偉大な存在が、囁いたのだ。われの真の主は、世界の終末を予言されたときにこそ現れると』

			「そんな曖(あい)昧(まい)なことで……」

			『ずっと渇きを覚えていた。なにかを待ち続けていた。いま、それが満たされた』

			　昨夜、ぼくたちはそんなやりとりを交わした。

			　シャ・ラウになにかを囁き、誘導した存在……。

			　気になる。というか、気味が悪い。

			　懸念がある。

			　この世界に来てからずっと、ぼくたちは誰かに人形のように糸で操られているのではないか。

			　どこかで誰かが、ぼくたちの苦闘を見ながら笑っているのではないか。

			　そんな風に考えると、たまらなく嫌な気分になる。

			『あまり深くは考えぬことだ。ときが来れば、おのずと真実は明らかになるだろう』

			　そう願いたいものだと思う。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　森のなかを進む。山の裏側から、学校のある表側へ。

			　次に出会ったのは、オーガだけの集団だった。

			　普通のオーガが５体。１部隊の半分ということは、分かれて偵(てい)察(さつ)していたのだろうか。

			　こいつらを発見してきたインヴィジブル・スカウトによると、周囲にほかのオーガはいないとのことである。

			　遠慮なく強襲することにした。

			　今度はたまきとアリスが突っ込み、逃げる敵をシャ・ラウが足止めする。ルシアとミアが、そこに追い打ちをかける。

			　４体を倒したところで、ぼくがレベルアップする。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋に到着してすぐ。

			　そういえば、とミアがミアベンダーに駆け寄る。

			「ん。やっぱり。陳列が増えてる」

			　あー、ベンダーのラインナップか。あんまりチェックしてなかったもんなあ。

			　ぼくたちは、改めてミアベンダーで売っているアイテムをひとつひとつ調べてみた。増えていたアイテムのなかに、重要そうなものがひとつ、さらっと混じっている。

			　スキルだ。その名も、使い魔覚醒。

			「この特殊能力……露骨に専従契約用か」

			「トークン２０００個。魔力解放と同じ必要数」

			　現在、ぼくたちが持っているトークンは１６００個とちょっと。

			　まだ少し足りないとはいえ、オーガたちを倒していけば充分、購入は視野に入るだろう。

			　シャ・ラウは、いまのぼくの召喚では能力が制限される、といっていたから……。

			　Ｑ＆Ａしてみた。

			　回答は以下の通り。

			　

			・使い魔覚醒は、使用することで使い魔の本来のちからを引き出す特殊能力である。

			　通常の召喚生物や、専従契約でも弱い使い魔の場合、意味がないということだ。

			　現在のところ能力を著(いちじる)しく制限されているシャ・ラウにぴったりな能力である。

			　

			・使い魔覚醒を使用する代償として、使(し)役(えき)者は使い魔の維持ＭＰを任意の倍率に上昇させることが可能となり、維持ＭＰを上昇させた分だけ、使い魔の能力は本来のものに近づく。

			　いまシャ・ラウはＭＰ81で呼び出しているけど、追加で81とか１６２とか２４３を消費することで、いま以上の能力を引き出せる、と……。

			　ＭＰ消費がきついな。いつも以上のちからを引き出すんだから、仕方がないけど。

			　

			・使い魔覚醒を用いた場合の持続時間は、使用者のレベルにつき10秒。

			　これまたキツい時間制限だ。ぼくはいま、レベル31になったばっかりだから、３００秒間、つまり約５分の間、シャ・ラウの覚醒状態を維持することができるわけだ。

			　

			・使い魔覚醒の持続時間が切れたあと、覚醒した使い魔は強制送(そう)還(かん)される。

			　オーバーヒートしちゃうのか。総合的にいって、ものすごくリスクが高いんだな、これ。

			　

			「でも買えるようになったら、即座に買うべき」

			　ミアがビシリといった。いつになく気合がこもっている。

			「いいのか。ルシアも持っている魔力解放をきみが覚えるのも手だぞ」

			「風魔法も地魔法も、ルシアの火魔法ほどの火力がない。敵がインフレしていく以上、火力の底上げは急務。ならリミッター解除の方が有望な選択肢」

			　リミッター解除いうな。

			　いや、いってることは一理あるというか、たしかに彼女のいう通りなんだけども。

			　どれくらいの底上げがあるか次第だけど、ぼくたちの決戦戦力を上昇させるという意味では、かつてなく有望な選択肢だろう。

		

	
		
			第１２９話　忍者の隠し部屋

			　

			　そうなると、早急にトークンを集める必要がある。

			「結城先輩のメモにあった、トークンの隠し場所ってところにいってみるか」

			　彼は、いざというときのためにモンスターがドロップする宝石を隠していたのである。

			　まさかこんな事態に陥(おちい)ることまで想定していたわけじゃないだろうが……。ひょっとしたら彼は、高等部の生き残りが自分の旗のもとに集うことなんて、はなから信じていなかったのではないだろうか。

			「兄は、ほとんどのひとを信用してないよ？」

			　以前、ミアは平然とそういっていた。たぶん、そういうミア自身も、そうなのだろう。

			　ぼくは……ミアに信用、されているのかな。

			　これまでの彼女の態度を見れば、信用されていると考えていいと思うんだけど……。

			　ああ、ネガティブになる。こういうとこ、ぼくのダメなところだな。

			　首を振って、白い部屋を出るため、ＰＣのキーを叩く。

			　

			　　和(かず)久(ひさ)：レベル31　付(ふ)与(よ)魔法５／召喚魔法９　スキルポイント２

			　

			◆　◆　◆

			　

			　もとの場所に戻ったあと、残りのオーガ１体をさくっと片づける。

			　宝石を回収。数えてみたら、現在、持っている宝石は、トークン換算で１６３６だった。

			　あと４００弱で特殊能力、使い魔覚醒を購入できる、か……。

			　メモによれば、高等部の南東、アスファルトで舗(ほ)装(そう)された大型トラックも通れる山道から標識を目印として少し森に入ったところに廃屋があるという。その廃屋の地下が、忍者部の隠し部屋となっているのだ。

			　いちど山を下り、東側からおおまわりして、その廃屋に向かう。

			　途中で、遭(そう)遇(ぐう)戦。１体だけで彷徨っていたオークを倒すと、ルシアがレベルアップする。

			　スキルポイントは貯めたままで、すぐもとの場所に戻った。

			　

			　ルシア：レベル20　火魔法８　スキルポイント４

			　

			　その後もオーガ３体の部隊と２回、オーガ４体の部隊と１回、遭(そう)遇(ぐう)した。途中でたまきとミアがレベルアップする。

			　白い部屋にて、ぼくたちはたまきのスキルポイントの使い道を相談する。

			「さすがに、そろそろスキルポイントを使うか？」

			　現在、たまきのスキルポイントは６点だ。

			「たまき、スキルポイントの使い道は、きみが最終的に決めて欲しい」

			「え、わたし？　カズさんが決めてよ。わたし、カズさんが行けっていえば、どんな怖いところにでも突撃してみせるわ」

			　うぬ、こやつめ、かわいいことをいいよるわ。

			　じゃーおまえ死ねっていわれたら死ぬのかよー？

			　とか聞いたら、即座に「死ぬわ」っていいそうな顔して、無邪気に笑ってやがる。

			　仕方がないなあ。ぼくは肩をすくめる。

			「わかった、たまきの気持ちは受け止めるから、迂(う)闊(かつ)なことするんじゃないぞ。ぼくをかばって倒れるとか、そういうのも禁止だからな」

			　昨日の時点でＱ＆Ａをした結果、スキルの組み合わせによって出現する派生スキルはすべて判明していた。

			　剣術と運動を両方ともランク９とした場合、自在剣術。

			　剣術と治(ち)療(りよう)魔法の場合、聖剣術。

			　偵(てい)察(さつ)と剣術の場合、暗殺剣。

			　このあたりが実用的なところだろう。ちなみに剣術と水魔法だと、順当に水剣術となる。

			　水魔法は現在、うちのパーティだと誰も取得していない唯一の魔法系統だ。でも、いろいろ相談したすえ、当座これはいらないんじゃないかという結論になっていた。

			　第１に、水中で戦うような予定がない。

			　もしそういった特殊な場所に赴(おもむ)く場合、ほかの人の手を借りる方がスマートだろう。当然それは、光の民と合流できてからの話になってしまうけれど。

			　場合によっては、ルシアに水魔法を取ってもらう手もある。

			　ルシアのもうひとつのスキルについても悩むところだけれど、彼女はまず火魔法を最速でランク９にしてもらわないといけない。

			　で、このままたまきの肉体スキルを伸ばした場合、派生スキルは重剣術になる。

			　アリスと合わせて治(ち)療(りよう)魔法の使い手が２枚いる、というのはたしかに魅力的だ。でもふたりとも前衛である必要はないし、万一を考えてもあまりリスクの分散になっていない。

			　残るは肉体か、運動か。重剣術か、自在剣術か。

			「ん。たまきちんは脳筋」

			　ミアは、ぼくが遠慮していわなかったことをあっさりいってのけた。

			「たしかにわたし、難しいことよりガッと殴っていく方が得意かも？」

			　えへらと笑うたまき。こいつやっぱ、大物だよ……。

			　うん、決めた。

			「たまき。きみは肉体スキルを伸ばしてくれ。重剣術を目指すんだ」

			「うん、わかったわ！　任せて！」

			　かくしてたまきは肉体スキルにスキルポイントを振りこむ。

			　いっきにランク３だ。

			　ミアは最速で風魔法をランク９にするため、スキルポイントを温存である。

			　

			　たまき：レベル26　剣術９／肉体１→３　スキルポイント６→１

			　　ミア：レベル26　地魔法４／風魔法８　スキルポイント６

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋からもとの場所に戻り、残るオーガたちを掃(そう)討(とう)した。

			　インヴィジブル・スカウトの案内のもと、前進する。

			　少し山を降りたからか、オーガの姿がめっきり減った。かわりに雑(ざ)魚(こ)オークが１体、２体でいることが増える。

			　このへんをうろついてるオークって、脱走兵なんじゃないかなあ。

			　まあ脱走兵だろうとなんだろうと、逃がすわけにはいかない。まめに始末していく。

			　オークを７体ほど始末したところで、石柱の前に出た。

			　ぼくが２日目の夜に見たときと同じく、高さ２メートル半ほどの四角い石の柱だ。目の高さに、蛇が何匹ものたくったような奇妙な赤い文様が描かれている。

			　この文様が文字であって、リード・ランゲージをかけると『座標固定、空間捜査、範囲限定』と読めることは、２日目の夜に確認している。だが肝心の、なぜこんなものが存在するかということになると、なにひとつとしてわかっていないのが現状だ。

			「これが、昨日おっしゃっていた……」

			　ルシアは言葉を切り、石柱をじっと見つめた。赤い文様に触れ、目を閉じて、口のなかでぶつぶつとなにごとか唱える。ため息をつき、目をあけて、手を離す。

			「なにか、わかったか？」

			「ここに記されている術式が、極めて古いものであるということだけは」

			「古い？」

			　どういうことだ。それは、これをつくった存在のヒントになりうるのだろうか。

			「マナの強い働きから考えて、古きもの、神々の時代の遺産……そういったものであるとわたくしは考えます」

			「神々の時代……ああ、そうか。古いってことは、この世界ではそういうことなんだな」

			　ぼくたちの常識でいえば、古いものというのはおおむね粗悪品で、弱くて、使いものにならないというイメージだ。

			　石炭の時代とか、中世とか、もっと遡ると石器時代とか。無論、技術の失伝なんかもあって、すべてがすべて時代遅れというわけじゃないけれど。

			　でもこの世界においては、ずっとずっと昔、神々がいて、もっと強力な魔法があった。

			　ファンタジー世界の感覚って、厄(やつ)介(かい)というか、不思議というか……そういう感覚に慣れなきゃいけないのも、たいへんだな。

			「シャ・ラウは、なにかわかるか」

			『このまわりにオークが集まっていたということだが……この石柱から発するマナに惹(ひ)き寄せられたのだろう』

			「明かりに集まる蛾みたいな感じ？」

			　幻狼王の言葉に、ミアが適切かつ台無しな例えを口にする。

			「オークって、マナを感じ取ったりできるのか」

			『おそらくだが、無意識なのだろう。ある種のモンスターは、己の源たるマナのちからに対して、ときに反射的な対応をする』

			　マナを垂れ流すのはおいしそうな匂い、ってことかな。

			　シャ・ラウは『存在の格によっても異なるが、基本的に本能で動くモンスターほどそういった反応をする』と答えた。

			　オークは野獣同様ってことだろうか？　むしろ獣より馬鹿っぽかったけど。

			「ルシア。これを壊すとなにかあるとか、そういうのはわかるかな」

			「なにひとつ、安全を保障できません」

			「制御とか、もうちょい調べるとかは……」

			　ルシアは首を振った。

			「リーンであれば、可能かもしれません」

			「ま、いまは調査に時間をかけているわけにもいかないか」

			　ぼくたちは、結城先輩の隠れ家たる廃屋を目指すことにする。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから20分ほどのち。さらにオーガ３体とオーク８体を倒した先で、ぼくたちはいまにも崩れそうな廃屋を発見する。

			　これが忍者の隠れ家か……。

			　その地下、メモに示された通りの手順で罠(わな)を解除した先に小部屋があった。

			　整理整頓が行き届き、湿気もほとんどない地下室だ。懐中電灯で地下室を照らす。

			　ちいさな丸テーブルの上には、宝石が入った袋と共にメモ用紙が挟んであった。メモには「もしこれを見るのがカズ殿であれば、ゴメンネ♡」とある。

			　ゴメンネ、って……なんだ？　ぼくはメモから顔をあげ、周囲を見渡す。

			　そして、理解する。

			「ああ……そういうことか」

			　ため息をつき、首を振る。思わず苦笑い。ほんとにもう……このひとには、敵わないな。

			「あの……カズさん、どうしたんですか」

			　アリスが不思議そうに訊ねてくる。

			　きょとんとするのも無理もない。でもこれ、どう説明したものか……。

			　壁に背広がかかっている。カツラもある。そのほか、さまざまな変装道具がある。

			「なんで、変装道具？　カズっち、兄がこれでなにをしていたか、知っているの？」

			　ミアが不思議そうな顔をする。

			「うん、まあ、だいたいは」

			「わたしが兄を殴るべきこと？」

			「どう……なんだろう。まあ、あとで話すよ。白い部屋ででも」

			　これ、いまここで話すには、ちょっと長すぎる。ぼくは肩をすくめ、必要なものだけを小部屋からかき集めた。

			　無論、テーブルの上の宝石もだ。全部でトークン５００個分、ぴったりだった。

		

	
		
			第１３０話　日常の陰で行われていた忍者の戦い

			　

			　廃屋を出て、インヴィジブル・スカウトを偵(てい)察(さつ)に向かわせる。

			　すぐにオーク２体とアーチャー・オークの小部隊を発見してきた。

			　そちらに向かい、殲(せん)滅(めつ)する。

			　アリスがレベルアップした。白い部屋へ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「さて、カズっち。知っていることを洗いざらい、しゃべってもらおうじゃないかい」

			　ミアが胸を張り、顎を思い切りそらして、ジト目で睨(にら)んでくる。

			　うん、尋問ごっこをやりたかったんだね。わかります。

			　でもさ……。

			「ぼくが気づいたことって、つまりきみのお兄さんの犯罪的な行動なんだけど」

			「ごめんなさい。生意気いいました」

			　秒速で土下座するミア。

			「是非、おみ足で踏んでください」

			「たまき、踏んじまえ」

			「任せて、カズさん！」

			　たまきが、ふざけてミアの体操着の背中に靴の跡をつける。どうせこの部屋を出たら消えるのだから、遠慮する必要はないだろう。

			「おらおらー、ミアちゃん、どう、気持ちいい？」

			「ああー、踏まれるの気持ちいいんじゃー」

			「それで、カズさん。なにがわかったんですか」

			　たまきとミアのふざけあいを苦笑いで眺めつつ、アリスが訊ねてくる。

			　ぼくは、なんでもないことのように軽い調子で、本当にいつもの調子で、笑った。

			「どこから説明したものかな。結論からいうとね。ぼくはどうやら、結城先輩にそそのかされて、ずっと彼の掌の上だったみたいだ」

			「ええと……カズさん、それはいつの話、ですか」

			「この１か月くらい、かな。ひょっとしたら、シバを殺すって決意も、あのひとに誘導されたものだったのかもしれない」

			　床に這いつくばっていたミアが「え？」と顔をあげた。

			「いままで、たいしたことないと思っていたからはしょっていたんだけどさ。シバに対する復讐は、そのすべてをぼくひとりのちからでやったってわけじゃないんだ。たまにこの学校に来てくれていたセールスマンのひとに話を聞いてもらって……そのひとに、いくつか知識をもらった。ガソリンとかも、彼に、こっそりね。あのひとの協力がなければ、すべてを秘密のうちに、ってわけにはいかなかったと思う」

			　いままでの話の流れから、少なくともミアとアリスは話の展開を理解したようだ。

			　たまき？　いや彼女はぽかんとしているけど、いつものことである。

			　ルシアは仕方がない。なにせ、サラリーマンがなにかもわからないだろうから。

			「カズさん、じゃあ、そのサラリーマンのひとが……結城先輩だったんですか」

			「あの地下室に背広、あっただろ。それとカツラ。あれは結城先輩の変装道具なんだと思う。気づいたんだけど、昨日も一昨日(おととい)も、ぼくはあのひとの素顔を見てないんだよね」

			　ミアが起き上がり、「あ、そか」と手を叩いた。

			「どーして昨日、会ったとき、メンポしてるのかと思ったら」

			　メンポいうな。

			　うん、でも、そうなんだ。結城先輩は、ぼくと会っている間ずっと、覆面をしていた。

			「最初に出会ったときは偶然だったかもしれない。そのあとは、多少、変装していたとしても、さすがに顔を見たらバレるかもしれないって考えたんだと思う。だからぼくの前では、けっして素顔を晒(さら)さなかった」

			「うわー、あの覆面にそんな理由あったのね。さすが忍者だわ」

			　たまきが感嘆の声をあげる。なにがさすがなのかわからないけど、うん、わかってしまえば単純なことだった。

			「うう、カズっち、兄がたいへんにご迷惑を」

			「それは違う、ミア。これっぽっちも迷惑じゃなかった。どのみちぼくは、シバを殺す覚悟を決める必要があった。そうじゃなきゃ、逆に殺されていた。結果として、その準備のおかげで、レベル１になった。巡り巡って、いまがある」

			　そう、結城先輩は、たしかにぼくの思考を誘導した。たまたま学校にきた部外者を装い、完全にまいっていたぼくの話を聞いてくれた。ちょっとだけ助言と手助けをしてくれた。

			　いまになって考えれば、結城先輩は、シバがとてもとても邪魔だったのだろう。彼によって構築される狭量な派(は)閥(ばつ)を壊滅させたかったのだろう。

			　そのためにぼくを利用した。そんなことをすればぼくが破滅することを確信していながら、そそのかした。

			　ひどいことだ、とは思う。たいした人でなしだ。外道のすることだ。

			　でもぼくは、どのみちあのとき、進退きわまっていた。

			　進むも地(じ)獄(ごく)、退くも地(じ)獄(ごく)の状況で、結城先輩のとった行動は、結果的にぼくにとっておおきな光となった。

			　なら、いいではないか。ウィン・ウィンの関係だったのだ。ただそれに、鈍感なぼくが気づいていなかったというだけである。

			「カズっちって大物？」

			「現実的なだけだよ。そうじゃなきゃ、生き残ってこられなかった」

			「ん、そだね。でも、兄のやったことは非道すぎだけど」

			　ミアは、ぐっと拳(こぶし)を握った。

			「次にあったとき、ぼっこぼこにする」

			「殺さない程度にな」

			「だからさ、カズっち。さっさとこんなところ脱出しないと」

			「それももちろんだ。具体的なことは、これから話し合おう」

			　ぼくたちは、忍者の隠れ家から持ち出した数々の品を白い部屋の床に並べる。ライター、マッチ、保存食の類(たぐい)はともかく、なんでこんなものがあるんだというものがいくつか。

			　そのうちのひとつ、粘土のようなものを見て、ルシア以外の全員がため息をつく。

			　これがなにかは、メモに書き記されていた。扱い方も解説されていた。素人(しろうと)でもカンタン！　という書きだしで始まる結城先輩の説明文は、たしかにとてもわかりやすかった。

			「Ｃ－４……プラスチック爆弾……。うちの兄は、どこからこんなものを。というか、どういう意図でこんなもの……」

			　いちばんうつろな目をしているのが、ミアだった。

			　うん、仕方ないよね。身内がガチでテロリストまがいの装備を調えていたんだもんね。

			　ぼくも脱力してるもの。

			　結城先輩とミアが似ているとかいってたけど、あれ、訂正。

			　彼は、どこかが決定的にオカシイ。

			「このプラスチック爆弾、メモによると、いちおう燃料としても使えるってあるけど」

			「ん。燃料として使うために、わざわざ違法な手段でこんなもの手に入れない。第一、遠隔式信管もセットって時点で、起爆する気まんまん」

			「ですよねー」

			　まだきょとんとしているルシアに、これがどんなものか説明する。

			「遅延性の火魔法……つまりエクスプロージョン・ボックスですね」

			「あ、うん。もうちょっと利便性は上がるけど、威力は……どっちが上なんだろうなあ」

			「カズっち、なんでわたしの方を見ている？」

			「ミアならこれについて、もっと具体的なこと知らないかなと」

			　残念ながら、と小柄な少女は首を振る。

			「ただの中１にどんな軍事知識を期待している？」

			「これだけ桃色知識満載な中１も珍しいだろう」

			「思春期ゆえ」

			　それはいいわけになっているのだろうか。

			「ひょっとして、これ、ぼくに渡すために手に入れたとかなのかなあ」

			「その可能性も充分にある」

			　シバを爆破する。それはそれで魅力的な提案だったかもしれない。

			　なんかもう、入手経路については考えないようにするとして……。

			「現状、たいした使い道は思い浮かばないけどね。魔法の方が効率も利便性も優れてる」

			「エクスプロージョン・ボックスより応用性がきく、かな？」

			「そうだな。それくらいのものだと考えておこうか」

			　現代兵器も、いまのぼくたちにとっては、所(しよ)詮(せん)その程度のものだ。マシンガンがあったって、同じような反応だろう。

			　ぼくたち以外が使うなら、また話は別だろうが……。

			「あとの問題は、このＵＳＢメモリだよな……」

			　機密、というシールが貼られたＵＳＢメモリ。

			　なにが問題かって、この中身をみる方法がないことである。この部屋のノートＰＣは古いものらしくて、ＵＳＢスロットがない。

			「育(いく)芸(げい)館(かん)が爆破されちゃったの、困りましたね」

			　アリスがため息をつく。志(し)木(き)さんたちが世界樹に逃げるとき、数台はノートＰＣを持ち出しているはずだが……。

			　どこかで調達するしかないだろうか。

			「ミア、きみのパソコンは」

			「わたしのノートＰＣは育(いく)芸(げい)館(かん)に……」

			　そりゃそうだよな、女子寮に残しておく意味はないし。

			　その育(いく)芸(げい)館(かん)は、要塞砲で破壊されてしまった。きっと、ＰＣも粉々だろう。

			「高等部の男子寮か女子寮を調べる？　あるいは、本校舎の校長室に兄が置いていっていれば……」

			「本校舎、爆破されちゃいましたね……」

			「う、そだった。じゃ、寮か。オーガたちの巣窟になっていないといいけど」

			「望み薄だろ」

			　ぬう、とミアが呻(うめ)く。

			「諦(あきら)める？」

			「それも手のひとつではある、が」

			　わざわざ結城先輩が用意したものだ。ぼくたちにとって助けとなる情報が入っている可能性は、それなりにある。

			「のーとぴーしー、というのが、この白い部屋にあるあれだというのはわかりましたが……あれでは、ダメなのですか」

			「あのＰＣは調べてみたけど、古すぎてＵＳＢスロットとかなかったから」

			「ええと……合う鍵(かぎ)がない、ということですか」

			　まあ、そんな感じだ。多少、苦戦しつつ、ルシアにイメージを伝える。

			「でしたら、インヴィジブル・スカウトを使い偵(てい)察(さつ)を行うのはいかがでしょう」

			　ルシアはそう提案してきた。

			　ぼくが視野を共有して、インヴィジブル・スカウトが全部の部屋を覗いて、いちど帰還させたあと具体的な指示を出す感じかなあ。

			　ノートＰＣを手に入れたとしても、バッテリーがあがっていないかって問題も出てくる。そっちは、地下室の予備電源を使えばいいかな。

			　おおまかな方針については、こんなところか。あとは……。

			「ん。高等部の地下にあるっていう、広い空間のこと」

			　昨日、彼女がお兄さんから受け取ったメモにあった話だ。

			　メモには、高等部のグラウンド、昨日ぼくたちがオーガ部隊を迎撃したあたりの地下に、妙に広い空間があることが示唆されていた。

			　生徒には知らされていなかった地下室。結城先輩はそこを調べるよう、指示を出している。入り口についても記されていた。

			「時間がない。並行して調査するべき。わたしとアリスちんがいってくる」

			「インヴィジか？　でも、ふたりじゃ危険な目にあったとき……」

			「だから、慎重なアリスちんを選んだ」

			　ああ、そうかー、なるほどなー。

			　たまきがきょとんとしていた。アリスは、苦笑いだ。

			「え、でもわたしの方が戦いになったら強いよ？　治(ち)療(りよう)魔法、そんなに必要？」

			「たまき。ぼくはきみのことが大好きだぞ」

			「わっ、なになに、カズさんいきなり！」

			　たまきは照れている。ぼくはいたたまれなくなって、そんなかわいい彼女の頭を撫(な)でた。アホの子の少女は、嬉しそうに目を細める。

			「ちょろかわいい」

			　ミアが余計なことを呟(つぶや)いた。

			　アリスのスキルポイントは貯めることにして、もとの場所に戻る。

			　

			　アリス：レベル27　槍(そう)術(じゆつ)８／治(ち)療(りよう)魔法５　スキルポイント３

		

	
		
			第１３１話　グラウンドの下

			　

			　アリス、ミアとは、一時的に別行動をとることになった。

			　ぼく、たまき、ルシアのチームは、廃屋に戻る。そこがいちばん、安全そうだったからだ。

			　ここから使い魔とリモート・ビューイングによるいつものコンボで偵(てい)察(さつ)を行うのである。

			　この魔法を使うとき、ぼくの視覚は完全に使い魔のものに置き換わり、無防備となってしまう。安全な場所で腰を落ち着けることは必須条件だった。

			　今回、リモート・ビューイングの対象とするのは、いつものカラスではなくインヴィジブル・スカウトである。

			　幻狼王シャ・ラウは、いちど送(そう)還(かん)した。屋内は狭すぎるし、外では目立つ。

			　たまきとルシアが見守るなか廃屋の１階の床に腰をおろし、インヴィジブル・スカウトにいろいろな指示を出して送り出す。

			　透明なモンスターが廃屋を飛び出した。森のなかを駆け抜ける。

			　高等部には、いまオーガの姿も、オークの姿もない。

			　撤収したんだろうか。

			　そうかもしれない。ここに生き残りの生徒はいないと、とうの昔に悟ったのだろう。ならば、無駄に兵士を置く必要はない。

			　いや、そうみせかけて、どこかに潜(ひそ)み、ぼくたちが迂(う)闊(かつ)に近づいてくるところを待ち構えているのかもしれない。

			　ミアとアリスは上手くやっているといいが……。

			　透明状態のインヴィジブル・スカウトは、まず本校舎から少し離れた特別教室棟に、割れた窓から侵入する。

			　ぼくの教えた地図の通りに廊下を歩く。

			　まず電算室を覗いた。

			　なにもなかった。やはりすべて、事前に持ち去られたのだろう。

			　結城先輩たちのグループが持っていったのか、その前に男子寮あたりのグループが持っていったのか。はっきりとはわからないけれど、そりゃ電気さえ使えるならそれなりの利用価値があるわけだものなあ。

			　インヴィジブル・スカウトは、ほかにも有力そうな場所を覗いていく。

			　視聴覚室、総合学習室……。

			　無論、彼女にパソコンという概(がい)念(ねん)がわかるはずもないから、ゆっくりと視界を動かすだけだ。機材の山や戸棚などがあれば、そのなかも覗くよう指示を出している。

			「どう、カズさん」

			「ぜんぜんダメだ」

			　仕方がないか、とため息をつく。

			　いや、まだ別の棟がある。

			　インヴィジブル・スカウトは特別教室棟を出て、少し離れた第１男子寮に潜入した。一昨日(おととい)までは、ここをシバたちが占(せん)拠(きよ)していた。本命は、ここだ。

			　結論からいえば、あった。

			　寮の１室に、ＵＳＢポートのあるノートＰＣが存在した。

			　というか、ぼくの部屋である。いじめられていたぼくは、自分のＰＣを誰にもわからないだろう場所に隠しておいたのだ。

			　インヴィジブル・スカウトは、棚の裏にあるそれをそっと取り出した。これでいいのだろうか、と首をひねっている様子が、ちょっとかわいい。

			　そのまま持ち帰れとは指示していない。たぶんバッテリーがあがっているだろうし、そうなると電源をとる必要があるからだ。

			　廃屋の地下の発電機を使うにしても、ケーブルはほかの場所に隠してあるから、これの回収は必須条件だ。

			　インヴィジブル・スカウトは、建物の外に出て周囲を見渡す。

			　なにげなく、頭上を見やった。

			「これは……っ」

			　ぼくは思わず、拳(こぶし)を握る。

			　浮遊要塞からなにかが降りてきていた。

			　ゆっくりと、木の葉のように舞いながら降りるそれは、だいぶ距離があったけれど……。

			　なんだかとても、でかい。

			　まさか、と思う。いや、間違いない。

			　浮遊要塞の森で見た恐竜型モンスター、ドワグ・アグナムだ。

			　ぼくは生(なま)唾(つば)を飲み込む。

			　

			　神兵級モンスターが降りてきたか……。

			　だいぶ遠いけれど、あれはぼくたちの存在に気づいて、追い立てるために投入するのか？　いや、単に食事後の適度な運動のため、とかかもしれないけど……。ほら、犬の散歩みたいな。

			　勘弁して欲しいなあ。

			　と、とりあえず、いまはアレの存在を頭から追い出そう。

			　インヴィジブル・スカウトの注意がほかに向く。10体以上からなるオーガが、森の縁を整然と行軍している様子が見えたのだ。

			　向こうはこちらに気づいていない。無論、インヴィジブル・スカウトは透明だから当然ではあるのだが、なにせメイジ・オーガの魔法はまだその全貌がわかっていない。

			　魔法使い型モンスターがシー・インヴィジビリティを持っていてもおかしくないだろう。

			　だからあらかじめ指示をしていた通り、インヴィジブル・スカウトは建物の陰に隠れてオーガ部隊をやりすごす。あーもー、見ているこっちが緊張するよ……。

			　なんとか、見つからなかったようだ。ほっとひと息。

			「カズさん、結構たいへんっぽい？」

			　肩にたまきの手が乗る。

			　ドキドキしていた心臓の鼓動が、少し落ちついた。彼女の呑(のん)気(き)な声には癒(い)やされる。

			「ノートＰＣは見つかった。ミアが帰ってきたら、みんなで取りにいこう」

			「そっか、よかった！」

			　たまきの笑い声。

			　いやほんと、彼女が笑っているだけで、ぼくは冷静になれる気がする。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　インヴィジブル・スカウトが帰還する。

			　ほどなくして、ミアとアリスも戻ってきた。敵とはいちども戦わなかったようだ。幸いなことである。

			　山の奥の方はともかく、高等部に近い場所であまり行方不明の兵士を出したくない。今後の活動に影響が出てしまう。

			　それでも、やむを得ない場合は始末するしかないけれど……。

			　なるべく経験値を稼いでレベルアップしたい、というのもあって、このあたりの塩梅がなかなか厳しい。

			　うーん、敵ボスと要塞砲の存在さえなければ、暴れられるんだけどなあ。

			　で、アリスたちの報告は、というと……。

			「たしかに、高等部のグラウンドには地下がありました。地下室といいますか……おおきなホールです」

			「シェルターっぽい感じ。ただ、壁いちめんに文字が書いてある。わたしたちには、読めない文字」

			　ミアはデジカメをとりだし、画面を見せた。手際がいいなあ。

			　なんて余裕をかませたのは、そこまでだった。

			　デジカメの画面を、ぼくは食い入るように見つめる。

			「座標固定、空間捜査、範囲限定……」

			　それはさきほど、石柱で見た文字と同じだった。

			　いや、それに加えて、もうひとつ単語が追加されていた。

			「相反回路設定？」

			　意味はよくわからない。ただ、その４種類の単語が延々と壁面をループしていることだけは理解する。

			　それ以上のことは、実際、その場にいってみないとわからないだろう。

			「どういうことなんだ、これは」

			「さっぱり」

			　ミアは肩をすくめてみせる。

			「てきとーなこといっていい？」

			「あ、ああ、きみのゲーム脳でなにか思いつくことがあれば、頼む」

			　なぜかミアは、えっへんと胸を張った。そうか、ゲーム脳って褒(ほ)め言葉だったか……。

			「ん。たとえば異世界転移の原因は日本政府。異世界転移装置を学校の地下に設置して、山ひとつまるごと送り込んだ」

			「なんのために」

			「さあ？　だからほんと適当」

			　結局のところ、そんなことする動機が見つからないよなー。

			　もともと異世界の情報があったとして、送り込むなら軍隊だろう。

			「あ、そだ。異世界転移の実験の影響とか」

			「それ、絶対いま思いついたな」

			「本来は自衛隊を戦国時代に送り込むつもりが、間違えてわたしたちの山が……」

			「いろいろ無理があるな」

			「まったく。自衛隊より読売ジャイアンツを送り込んだ方が強い」

			　なにいってるかわからないけど、たぶんアニメかゲームの話なんだろう。

			「いままでわたしたちは、神さまっぽいなにかに召喚されてこっちに来たと思っていた。それ以外の可能性もちょびっと浮上。そこだけ着目しておく」

			　ミアの話は２点に集約される。

			　なんらかの地球上の組織、あるいは個人が、ぼくたちの山を転移させたのか。

			　それとも、こちら側の世界の誰かが、ぼくたちの山を呼んだのか。

			　どちらにしても、勝手なことをしてくれると怒りしか湧かない。

			　ぼくたちは、理由すらわからず戦いの渦中に叩きこまれている。なにをどうすれば正解かもわからず、戦闘を繰り返している。

			　本当に魔王軍を倒せばそれでいいのかすら、わからない。

			　手探り状態のいま、こういったブレインストーミング的な意見交換はとても貴重だった。なにがきっかけに真実が明らかになるか、わかったものじゃないのだ。

			「ところで、この地下室の壁、普通のコンクリだったのか」

			「はい、そうです。ええと……わたし、そういうのに詳しくないですけど、そうだと思います」

			　アリスは自信なさそうだが、そんなこといったらぼくたちの誰も、コンクリートのよしあしなんてわからない。

			　結城先輩なら、そういうこともわかるかなあ。

			「あと、ざっと見た限り、兄のメモにあった通りの物が運び込まれてた」

			「そうか……。んー、どうしようか。ノートＰＣと地下室、どっちを優先するか」

			「先にノートＰＣがいいと思う。兄のＵＳＢメモリが気になる」

			「そう、だな」

			　こうなった以上、結城先輩がどこまで謎(なぞ)に迫っていたのか、知っておくべきだろう。

			　その結果、鬼が出るか、蛇が出るか。

			　なんにしても、真実から目をそむけるという選択肢は、ぼくたちには存在しない。

			　真実がなんであれ、すべてを正面から受け止めるほかないのだから。

		

	
		
			第１３２話　ノートＰＣを手に入れろ

			　

			　ぼくたち５人は、インヴィジブル・スカウトに先導され、用心しながら高等部へ向かった。

			　用心といっても、オーガの部隊がいれば、そのつど全力かつ速攻で粉(ふん)砕(さい)していく方針である。

			　少しでも敵戦力を削りたいし、やりすごしたあとに敵部隊がまわれ右した場合、挟み撃ちにあう危険があるからだ。

			　こちらは少数だ。常にイニシアチブをとって戦う必要がある。

			　インヴィジブル・スカウトが、高等部周辺を巡回している部隊をふたつ発見してきた。

			　お互いにそこそこ距離があるから、素早く倒せばもう片方に気づかれる恐れはないだろう。

			　よって、両方とも殲(せん)滅(めつ)しておく。

			　合計でメイジ１体、オーガ11体、オーク13体、ジャイアント・ワスプ２体を倒した。

			　さきほどレベルアップしたばかりのアリス以外の全員が、１レベルずつ上昇する。

			　スキルポイントは温存だ。ついでに、ぼくがミアベンダーから特殊能力をひとつ取得する。

			　使い魔覚醒。

			　トークン２０００個分を使って、残りは４４１個分。

			　だいぶ懐がさみしくなったが……この新たな能力に期待しよう。

			「できれば、この切り札、実験してみたいけど……」

			「ん。この白い部屋にシャ・ラウを呼べないの、ネックすぎる」

			　ミアの言葉の通りだった。

			　うーん、なんで専従契約した使い魔は白い部屋に呼べないのかなあ。なにか特殊な制約が存在するんだろうか。

			　

			　　和久：レベル32　付(ふ)与(よ)魔法５／召喚魔法９　スキルポイント４

			　たまき：レベル27　剣術９／肉体３　スキルポイント３

			　　ミア：レベル27　地魔法４／風魔法８　スキルポイント８

			　ルシア：レベル21　火魔法８　スキルポイント６

			　

			◆　◆　◆

			　

			　森から出る前に、ディフレクション・スペル＋グレーター・インヴィジビリティで全員を透明化する。

			　本校舎の周辺でオークとオーガの混成部隊がうろうろしていた。

			　まだだいぶ距離がある。

			「走れ！」

			　合図で、透明になった一同が駆け出す。

			　サイレント・フィールドで音を消すべきなんだろうが、そうするとぼく以外、互いの位置がわからなくなる。万一、交戦状態に陥(おちい)った場合、同士打ちの危険性すら存在する。

			　同士打ちだけは避けたかった。肉体的なダメージより、精神的に辛くなると思うのだ。

			　そのためなら、ここで音を出す程度のリスクは許容する。

			　いっきに第１男子寮まで辿り着いた。

			　幸いにして、オーガたちには気づかれなかったようだ。ちょうど玄関に駆けこんだタイミングで、透明化状態が切れる。

			「インヴィジブル・スカウトは入り口で見張りを頼む。みんなはついてきてくれ」

			　男子寮の廊下を歩く。

			　ここに立ち入るのは、数日ぶりだ。あのころとは、なにもかもが変わってしまった。

			　ぼくの部屋に辿りつく。ルームメイトは、きっと死んだのだろう。

			　彼はぼくのいじめに加担こそしていなかったけど、見て見ぬふりをしていた。ざまあみろとまでは思わないが、特別な感慨もわかない。

			　正直、いまさらどうでもよかった。

			　隠してあったノートＰＣを回収する。予想通り、バッテリーはカラだった。

			　電源コードと共に、バッグにしまう。

			「カズっちの部屋だ！　さあ、エロ本を探せ！」

			「あいあいさー！　ミアちゃん、まずどこを開けるべきかな、引き出しかな？」

			「ま、待ってください、そんなことしちゃ……ああっ、たまきちゃんまで、もうっ！」

			　なんか騒いでいるやつらがいるが、無視だ。

			　ルシアは、よほど寮の１室というのが珍しいのか、きょとんとして大騒ぎするアリスたちを眺めている。

			「むう、エロ本がない。そか、そのノートＰＣのなかに……」

			「黙秘権を行使します」

			「いまさら恥ずかしがることはないよ？　それとも、特殊な趣味がおありで？」

			　ミアは無表情のまま「ごげっごげっごげっ」と不気味に笑った。

			「それ、どんな笑い方だよ」

			「主にドリームランド界隈で流行」

			「ほんとにＳＡＮ値が削られそうだから、やめてくれ。馬鹿やってないで、さっさと撤収するぞ。こんなところでオーガたちに見つかったら厄(やつ)介(かい)だ」

			　ぼくは肩をすくめる。

			「ん。ほかの部屋も漁らない？　なにか、いいものあるかも」

			「そうしたいのはやまやまだけど、たぶん、もう結城先輩たちが漁ったあとだろうからなあ」

			「あ、そか」

			　そう、この第１男子寮は、あちこちの部屋が開け放たれ、乱雑に調査された形跡があった。少しでも使えるものがあれば、と考えるのは、皆、同じだ。いまさらぼくたちが調べても、得るものは少ないに違いない。

			「いまはさっさと廃屋の地下まで戻るべきだよ。発電機を動かして、ＵＳＢメモリの中身を調べて……」

			　ぼくは、これから指折り数えて、これからやるべきことを整理する。

			　指を３つまで折った、まさにそのときだった。

			　建物全体が、激しく揺れる。壁面がきしんだ音を立てる。

			「地震……か？」

			　誰かが床に転がった。

			　慌てて振り返ると、ルシアがバタバタと暴れていた。顔が真っ青だ。

			　あー、大陸だと地震にひどく耐性がないひともいるって聞くけど……。

			　そりゃ、大陸のど真ん中だとそういうもんか。なんか過呼吸になってる。

			　気の毒なほど慌てている彼女は、普段の落ちつきぷりとはまったく別人のようで、なんだかちょっと面白い。

			　笑っている場合じゃないんだけど。

			「も、申し訳ありません。天地がひっくりかえったようで、か、神の怒りが……」

			「そうじゃないよ。ただの地震だから。こんな程度、うちの国じゃ日常茶飯事で……」

			　って、待て。地震？　いまこの山も、大陸のどこかに転移しているのだ。

			　じゃあ、これは、なんだ。

			　背筋に冷たいものが走る。ぼくは唾を飲み込む。

			「カズっち、外」

			　ミアが窓から外に顔を出して、慌てた。

			「来てる」

			「なにが」

			「恐竜」

			　ぼくは窓に駆け寄って、外の光景を見た。

			　４足歩行の巨大な爬虫類が、ものすごい勢いで迫ってくる。

			「ドワグ・アグナムってやつか」

			　恐竜は、まっすぐ一直線に、こっちを目指している。

			　まさか……気づかれたのか？　でも、なんで。

			　いや、いまは詮索などあとまわしでいい。ここで迎撃するのは、あまりにも不利だ。

			　振り返れば、アリスとたまきがルシアの左右にまわり、両側から抱え起こしていた。

			「ミア、インヴィジで森のなかまで撤収だ。ディフレクション・スペル」

			「ん。グレーター・インヴィジビリティ」

			　全員の姿が消える。ぼくたちは三々五々に窓から飛び出し、森へと走った。寮の入り口にいたインヴィジブル・スカウトも、ぼくたちについてくる。

			「まずい。追跡されてる」

			　後ろを振り返ったミアが呟(つぶや)く。見れば、彼女のいう通り、ドワグ・アグナムはぴたりとぼくたちに照準を定めて距離を詰めてきた。

			　これは……まさか。

			「ドワグ・アグナムは地魔法を使うっていってたな。震動探知みたいなやつ、あるんじゃないか」

			「たぶん、それ。ランク５に、ヴァイヴレーション・センスがある、から」

			　ぼくは全員に合図し、いちど立ち止まらせた。

			「ミア、いくぞ。ディフレクション・スペル」

			「ん。フライ」

			　全員が宙に浮いた。よし、これで……。

			「あ、まだこっち見てる」

			　ミアがぼそっと呟(つぶや)く。

			　ちっ、無理か……。

			　本格的にシー・インヴィジビリティのような魔法を使っているのか。

			　あるいはもともと透明化状態を見破る視力の持ち主かもしれない。なにせ、モンスターなのだ。常人とは違う能力を備えていてもおかしくはない。

			　幻狼王シャ・ラウも、そういった超感覚を持っているといっていた。もっとも、シャ・ラウのそれは、これほど遠距離の対象を発見できるものではなかったはず。

			　ドワグ・アグナム。こいつはそれだけ上位の存在なのか。

			　あるいはそういった能力に特化している可能性すらあるが……。

			　どのみち、ここで戦うことは愚策。できれば森のなかに逃げ込みたい。

			　恐竜型のモンスターが、おおきく口をあける。

			　まずい、なにか、来る。いや、相手が地属性を得意とするなら……。

			「ミア、守りをかためろ！　ディフレクション・スペル」

			「レジスト・アース」

			　透明化したままのぼくたちを、ミアの展開した緑のオーラが包む。

			　次の瞬間、ドワグ・アグナムの口から漆黒のブレスが放たれた。

			「リフレクション」

			　ぼくはかろうじて、自分にきたそれを弾き返す。

			　たまきは白い剣の一(いつ)閃(せん)でブレスを薙(な)ぎ払い、アリスは高度の関係でブレスの範囲外だ。

			　だがミアとルシアは、その黒い渦に呑みこまれてしまう。

			　絹(きぬ)を裂くような悲鳴があがった。血しぶきが舞う。

			「気をつけて、カズさん！　これ、金属の欠片！」

			　たまきが叫ぶ。

			「無数の金属片にマナをまとわせて、ブレスとして飛ばしているのか……っ」

			　ミアとルシアは、あちこち怪(け)我(が)をしていたが、意識を飛ばしてはいなかった。額や手足から血を流して、ルシアは左手がへんな方向に曲がっているけど、許容範囲内だ。

			　いや、普通ならもうヤバいって話ではあるんだけど……。

			　あれ、アリスが治(ち)療(りよう)魔法を使わないぞ。どうした。皆の怪(け)我(が)に気づいてない……のか？

			　あ、そうか。まだぼくたちの透明化が解けてない。シー・インヴィジビリティを持ってるぼくしか、周囲の状況がわからないのだ。

			「アリス、ミアとルシアが怪(け)我(が)をしている。急いで」

			「は、はい！　エリア・ヒール」

			　アリスから放たれた治(ち)癒(ゆ)のオーラが、ぼくたちを包む。

			　暖かい光だった。ミアとルシアはともに「んっ」と呻(うめ)くような声をあげる。アリスの魔法によって、傷が回復していっているのだ。

			　ほっとひと安心というところである。

			　いや、ぜんぜん、ひと安心ではないのだが……。

			「カズさん、来るわ！」

			　たまきが、すっとぼくの脇を飛んで、敵の前に立ちふさがる。

			　ドワグ・アグナムが地面を蹴って、突進してくる。

			　その巨体が、ふわりと宙に浮いた。

			「こいつ、飛べるのかよ！」

			　ちょうどそのタイミングで、ぼくたちの透明化が切れる。

			　たまきは不敵に笑い、「さあ、かかってきなさい」と叫んだ。

			　ええい、もう仕方がない。

			「なし崩し的だけど、やるしかないか」

			「任せてっ」

			　ぼくたちは交戦を決意する。

		

	
		
			第１３３話　巨獣襲来

			　

			　こういった偶発的な戦闘は、あまり好ましくない。

			　とはいえドワグ・アグナムがどんな探知手段でぼくたちを探し当てたかわからない以上、いまここでさっさとこいつを始末しなければ、どこまでも追跡されかねなかった。

			「さっさと潰すぞ」

			　あまり時間をかけていては、敵に囲まれかねない。しかもオーガたちには、切り札の要塞砲がある。

			　地上に降りてきたドワグ・アグナムとて、１体であるまい。

			　ザガーラズィナーがこちらに興味を持って襲ってくるかもしれない、という懸念すら存在した。

			　神兵級すら従える、魔王の片腕。消耗した状態で、そんなやつと戦うのは……ちょっと考えたくない事態だ。

			　とりあえず、この戦い。敵に見られているということを前提に、行動する。

			　ディフレクション・スペルで全体化したヘイストをかけたあと……。

			「たまき、アリス、いっきにいけ。ミア、全力だ。ルシアのちからはセーブ」

			　ルシアだけが持つ特殊能力、魔力解放。

			　これだけは、ギリギリまで隠す。

			　こちらの切り札だし、なによりとんでもない爆発は、目立ちすぎる。

			　その上で速攻をかけるには、ミアのからめ手が不可欠だった。

			　初手でミアに期待するのは、足止めだ。

			「ストーム・バインド」

			　全長10メートルを超える恐竜型モンスターの全身に、重くぬめる空気の渦が巻きつく。風魔法のランク８、ストーム・バインドは、普通に使う場合、最強クラスの拘(こう)束(そく)魔法だ。

			　いくら神兵級といえども、こいつにかかれば……。

			　ドワグ・アグナムが耳を聾する咆(ほう)哮(こう)をあげる。空気が、ビリビリと震える。

			　くそ、解呪の咆(ほう)哮(こう)か……。

			　と思ったが、ドワグ・アグナムの周囲を取り巻く空気の渦には変化がない。

			　かわりに、一拍置いて地面が爆発する。

			　盛大に土砂が巻きあがった。上空から突っ込んでいくところだったアリスとたまきの姿が、土煙に包み込まれる。

			　ふたりの悲鳴は、咆(ほう)哮(こう)と土砂の轟(ごう)音(おん)でかき消えた。

			「いまのは迎撃の地魔法か」

			　いや、こんな魔法、ぼくたちが知っている地魔法にはないけど……。

			　モンスター専用の魔法なんだろうか。なんにしろ、手のうちが読めない。

			　というか、こんな巨体していて魔法型かよこいつ！

			「煙で向こう側が見えません。これでは攻撃が……っ」

			　ルシアが呻(うめ)く。

			　派手に土煙があがったせいで、視界が遮(さえぎ)られてしまっていた。いま下手に攻撃魔法を使えば、アリスやたまきが被害にあう可能性もある。

			　初手は完全にしてやられた。でも、これくらいで……。

			「ミア、煙を吹き飛ばせ。アリスたちに当たっても構わない」

			「テンペスト」

			　魔法の暴風が吹き荒れる。

			　土煙が一掃された。その向こう側にいたアリスとたまきも、わずかに体勢を崩しているが……許容範囲だ。

			「いまだ、ふたりとも突っ込め！」

			「はい、カズさん！」

			「わかったわ！」

			　ふたりの少女は、テンペストによって巻きあがった風を背中に受けて加速し、裂(れつ)帛(ぱく)の気合いのもと、ドワグ・アグナムに打ちかかる。

			　アリスの刺(し)突(とつ)が、胸部の分厚い外骨格にヒビを入れる。たまきの一(いつ)閃(せん)が、その首をわずかに切り裂く。

			　青い血が、しぶきとなって舞う。巨大モンスターは、おおきく身を震わせる。

			　その身体が、わずかに縮んだように見えた。

			　次の瞬間。ドワグ・アグナムの全身が爆発する。

			　いや、違う。外骨格の隙間から、無数の触手のようなものが飛びだしたのだ。

			　げぇ、気持ち悪い！

			「わっ、きゃあっ」

			「くっ、来るなあっ！」

			　触手は、不意をつかれたアリスとたまきの腕に、脚に巻きつく。骨の折れる音が、遠くこちらまで聞こえてくる。

			　ふたりが苦(く)悶(もん)の声をあげた。

			　まずい、あの触手、細いくせにめちゃくちゃパワーがある。このままじゃ、骨折どころじゃない。ふたりの四肢が引きちぎられる。

			「ミア、ルシア、触手を！」

			「はい。フレイム・アロー」

			「ん。ライトニング・アロー」

			　ふたりの放った炎と雷の矢が、アリスとたまきを拘(こう)束(そく)する触手を撃ち貫(つらぬ)いた。

			　前衛のふたりは、拘(こう)束(そく)から脱出し、よろめきながら後退する。

			「エリア・ヒール」

			　アリスが範囲回復魔法を使う。だが、さすがに折れた骨を繋ぐには、多少の時間がかかるだろう。

			　そうはさせじと、拘(こう)束(そく)されたままのドワグ・アグナムは、さらに多数の触手を伸ばしてくる。

			「サモン・ファミリア：幻狼王シャ・ラウ」

			　ぼくはいちど送(そう)還(かん)していた銀の大狼を呼び出した。急いで定番の付(ふ)与(よ)魔法をかけたあと、ドワグ・アグナムの触手の迎撃にまわす。

			「頼む、シャ・ラウ。アリスとたまきを」

			『任されたぞ、主よ』

			　シャ・ラウは雄々しく地面に降り立つと、その全身から無数の雷撃を放った。

			　数百の雷が、数十の触手を迎撃する。彼我の空間で、派手に火花が散った。

			　だが、さすがに敵は神兵級。無数の触手を相手にしては、シャ・ラウの魔法攻撃もいささか劣勢だ。

			　何本かの触手が、幻狼王の雷による迎撃網から抜け出て……。

			「その程度ならっ」

			　まだ足を引きずっているたまきが、飛ぶ。シャ・ラウの１歩前に出て、肉体ランク３の膂力に任せ、片手で白い剣を振るう。

			　剣から伸びた白刃のビームが、迫る触手群を焼き払った。

			　だがその一撃のあと、たまきは、空中でがっくりと膝をつく。

			「あいたたた……っ」

			「た、たまきちゃん、無理はしないでください！」

			「やー、ここは無理をするところだわ。アリスは下がってなさい」

			　男前なことをいうたまき。

			　その闘志は頼もしいけど、いまは堪えて欲しい。

			「敵は仮にも神兵級だ。中途半端は周囲も危険にさらすぞ！」

			「で、でも……うう、わかったわ、カズさん」

			　たまきは、うぐー、と呻(うめ)きながら、シャ・ラウの後ろに隠れる。

			　きみってほんと、天然で萌えキャラアピールするよなあ。いや、いいんだけど。

			　アリスが連続してエリア・ヒールを放っている。ここでＭＰを惜しんではいられないということだ。

			　彼女は完全に正しい。いまは戦線維持が重要だ。

			「シャ・ラウ。もう少し時間を稼げるか」

			『やってみよう』

			「頼む。……ヘイスト」

			　加速魔法がかかった幻狼王は、その巨体に似合わぬ敏捷さで、赤い輝きを曳いて飛びだした。

			　残像を生み、触手たちを翻弄するステップで距離を詰めると、至近距離から連続して雷撃を放つ。

			　無数の触手が、次々と焼け墜ちていく。だが触手は、恐竜型モンスターの全身から次々と生えてくる。

			　きりがない。

			「エレクトリック・スタン」

			「フレイム・ジャベリン」

			　ミアが麻(ま)痺(ひ)の雷で瞬間的に敵の動きを止める。ルシアが炎の槍(やり)を撃ち込み、その頭部に命中させ、ひるませる。

			　少しずつダメージを与えていっているような気はするのだけれど……。

			　ドワグ・アグナムは、その巨体相応のタフさを発揮し、いっそう触手の数を増やして対抗してきた。

			　うお、こいつもしかして、対多数の相手が得意なタイプか？

			　だとしたら……。

			「アリス、下がれ！　ぼくたちの護(ご)衛(えい)にまわって！」

			「で、でも」

			「オーガがこっちに気づいた。もうすぐやってくる」

			　実際、オーガの部隊がこちらに接近してきている。本当は使い魔を新たに呼び出し、迎撃させようと思っていたのだが……。

			　ドワグ・アグナムが対多数を得意とするなら、向こうの得意な土俵に上がることもない。

			　その恐竜型モンスターは、おおきく身を震わせ、ついに拘(こう)束(そく)から脱出する。といっても、これはストーム・バインドが時間とともに拘(こう)束(そく)力の減(げん)衰(すい)を起こしたせいでもあった。

			　予定通りだ、これは問題ない。

			「ん。もいっちょ、ストーム・バインド」

			　動き出した大型モンスターを、ミアが再度、拘(こう)束(そく)する。

			　相変わらず容(よう)赦(しや)がない。

			「ハメ殺しは狩りの基本」

			「まったくだな」

			　もっともこいつの場合、油断すると触手をこっちまで伸ばしてきかねないので、油断は禁物なのだが。

			　いまのところ、シャ・ラウとたまきが２段構えの防衛体制で触手群の相手をしてくれている。この陣形が機能してくれているうちは、問題ないだろう。

			　アリスはいちどこちらに駆け戻ったあと、ぼくのヘイストを受け、オーガの群れに単騎、切り込んでいった。

			　縦横無尽に暴れまわる。

			　アリスがオーガを２体、切り伏せたところで、ルシアがレベルアップした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋にて。

			　ぼくたちは改めて、今後の方針を確認する。

			　まずは、ドワグ・アグナムをすみやかに退治すること。その間、オーガの群れはアリスが抑えること。

			　問題は、かなりタフそうなこの恐竜型モンスターをどう倒すかである。

			「いい考えがあるわ！　わたしがばーっと突っ込んでいって、ずばしゃーっ！　ってやっつけちゃうの！」

			「たまき、こっちに来て」

			「え、なになに、カズさん」

			　撫(な)でてもらえるのかとノコノコ寄ってきたたまきのこめかみを、両の拳(こぶし)でグリグリする。

			　わきゃあ、と可愛らしい悲鳴をあげるたまき。

		

	
		
			[image: 088.jpg]
		

	
		
			「愛の鞭(むち)ですね……」

			　アリスまでが、呆れた様子だった。

			　やむなしである。痛くなければ覚えませぬ。

			「考えなしの突撃はダメ、絶対。きみを心配していっているんだからね」

			「はぁい……」

			「だいたい、さっき触手に捕まって骨を折られたばっかりだろう」

			「あ、あれは油断したから！　次はだいじょうぶだわ！　絶対！」

			　どこに絶対があるというのか。

			　アホの子以外のぼくたち全員が、ジト目になる。

			「ん。おそろしいほど反省の色がない」

			　ああ、まったくこのチームは、呼吸がぴったりでなによりなことだ。

		

	
		
			第１３４話　触手の壁を越えろ

			　

			　さてドワグ・アグナムの触手だが……。

			　実質的に、数十かそれ以上の敵と同時に戦っているようなものだ。まともに戦えば、数に呑みこまれる。

			　だからまともに戦わない。

			　そのためには、まず前線を縮小する必要があった。アリスに退いてもらったのは、そのためだ。

			「あとは、ミア。きみが頼りだぞ」

			「ん。やってみる」

			　打ち合わせを終え、ぼくたちはもとの場所に戻る。

			　いまさらルシアが火魔法以外のスキルをかじっても仕方がないので、スキルポイントは温存だ。

			　

			　ルシア：レベル22　火魔法８　スキルポイント８

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦場に戻ったぼくたちは、即座に動き出す。

			「ファイア・ストーム」

			　ルシアが、ストーム・バインドで拘(こう)束(そく)されたまま触手を伸ばすドワグ・アグナムに対してファイア・ストームを放つ。

			　地(じ)獄(ごく)のような炎の嵐が、触手たちの伸長を押しとどめる。

			「たまき、いまだ、きみも下がれ」

			「うん、わかった！」

			　この隙に近接戦闘を敢行していたたまきが身をひるがえす。空を飛び、ぼくたちのもとまで戻ってくる。

			　シャ・ラウは、足止めとしてなおも電撃を放ち続けていた。幸いにして、巨体のわりに俊敏な幻狼王は、未だ触手に捕まることもなく、これを引きずりまわすことができている。

			　なにげに彼の最大の武器って、その機動力かもしれないなあ。４つ足なだけはある。

			　そんなことを考えながら、ぼくは戻ってきたたまきに念のためとヘイストをかけなおす。

			　続いてルシアが、火魔法ランク８のハイレジスト・ファイアをかける。

			　ミアも、風魔法ランク８のハイレジスト・ウィンドをかける。

			　レジスト系の最上位は、該当属性の魔法攻撃に対する抵抗を大幅に増幅させる。これで、たまきが接近戦をしている間も、遠慮なく火魔法や風魔法を放てるというものだった。

			「じゃあ、いってくるわ」

			「待て、待て、まだだ」

			　血気にはやるたまきの手をつかむ。ルシアが彼女に、火魔法ランク６のシマーをかける。

			　対象の周囲に陽炎のような虚像を生み出す魔法だ。高速で動くほど、多くの虚像が生み出される。

			　簡単にいえば、分身の術である。

			　分身体に直接的な攻撃力はないのだが、敵は神兵級といっても、本来のフィールドではないであろう宙に浮いての戦いである。多少の牽(けん)制(せい)にはなるだろう。

			　続いて、ミアが風魔法ランク６のブラーをかける。これもシマーと似たようなものだが、全身がぶれて見える魔法だ。

			　少しでもたまきの本体を狙われにくくさせるための方策である。

			　あえて、グレーター・インヴィジビリティはかけない。どのみち本体のすぐ近くまでいってしまえば、全周囲知覚系の特殊能力で探知されてしまうだろうからである。

			　だがシャ・ラウによれば、それによって居場所の探知はされても、シマーやブラーによる微妙なブレは、瞬時の対応が難しいとのことであった。

			　幻狼王シャ・ラウから全周囲知覚系の情報をいろいろ聞き出した結果、グレーター・インヴィジビリティに対してのシマーやブラーの優位が理解できた。これらは、敵の認識をちょっとだけ惑わせるのだ。戦場では、そのちょっとだけが重要なのだと。

			　そういう情報を手に入れられたという意味でも、彼との専従契約はおおきかったといえる。

			　最後に、ミアがウィンド・ウォークをかけた。たまきのように剛剣の使い手の場合、たとえ空中であってもしっかりと踏ん張れる足場があった方がいいだろう、という判断だ。

			「いけっ！」

			「うん、いってきます！」

			　ぼくに背中を押され、赤い光輝とシマーの残像を生んで、たまきが宙を駆ける。斜め上から、ドワグ・アグナムに対して空中を駆け下りていく。

			　標的たる巨獣は、未だシャ・ラウの牽(けん)制(せい)と炎に渦巻かれ、たまきの突進に気づいていない。

			　って、え？　気づいてない？

			「そうか、あいつの探知方法は熱探知か！」

			　いまさらながらに、気づく。

			　爬虫類の変種のようなあいつのことだ、おそらくは、赤外線視覚のようなものを持っているのだろう。ところがいま、ドワグ・アグナムの周囲は、ルシアの放った炎の壁で囲まれている。

			　ああもう、ぼくの馬鹿、気づくのが遅いよ！

			　結果的に、チャンスではあった。たまきは炎の壁にためらうことなく飛び込み、触手群の妨害を抜けて本体の外皮に斬(ざん)撃(げき)を見舞う。

			　白刃がきらめき、分厚い表皮がおおきく切り裂かれる。

			　青い体液が宙を舞う。ドワグ・アグナムは、悲鳴のような叫びをあげ、激しく悶(もだ)える。

			　よし、効いている！　さすが、たまき。ランク９のアタッカーは伊達じゃない。

			　メキシュ・グラウ戦やレジェンド・アラクネ戦と違って、ぼくたちにはいま、ランク９の剣士がいるのだ。少なくとも純粋な技量面では、神兵級と互角に戦える駒がある。

			　ぼくたち支援役がやるべきことは、その駒を相手のすぐ横まで運んでやることだ。

			　それが、できた。

			　ならばあとは……。

			「いっきに突き崩せ。ルシア、攻撃魔法だ。ミアは……」

			「ん。エレクトリック・スタン」

			　ぼくが命じる前に、ミアはランク７のエレクトリック・スタンでドワグ・アグナムの身体を一瞬だけ硬直させる。

			　わずかな隙が生まれた。たまきが、そこを突く。

			「いっくわよーっ」

			　裂(れつ)帛(ぱく)の気合のもと、痛烈な一撃を見舞う。

			　ダメ押しとばかりにルシアが火魔法ランク８、インシネレートを発動させる。彼女の掌からほとばしった業火が、たまきごと巨獣の全身を包み込み、全身を焼き焦がす。

			「ちょっ、熱いわっ！」

			　たまきが悲鳴をあげる。ありゃ、ハイレジストがかかってても、ランク８攻撃魔法は厳しいか。

			　まあ、でも……。

			「この怒りは、全部っ！　こいつにぶつけるーっ！」

			　インシネレートによって、触手の群れが溶けかける。触手たちが、ちからなく垂れさがる。

			　その一瞬の隙をつき、たまきの振るった刃が巨獣の長い首に傷をつけた。

			　真っぷたつ、というほどではないが、動脈をおおきくえぐったのだろう。青い血がシャワーのようにほとばしる。

			　ドワグ・アグナムは、その巨体を激しく悶(もだ)えさせ、めちゃくちゃに暴れまわった。

			　ここでようやく、巨獣の拘(こう)束(そく)が解けた。ドワグ・アグナムは、炎から逃げるように下向し、アスファルトの上に着地する。

			「いまだ、ミア！」

			「ほい、ストーン・バインド」

			　魔法によって粘着質になったアスファルトが、ぴたりと巨獣の足の裏に張りつく。４本の脚のうち、２本までもがアスファルトから剥(は)がれなくなる。

			　ドワグ・アグナムはすぐ異常に気づき、身をゆすってアスファルトごと身体を持ち上げようとするも……。

			　それもまた、おおきな隙となる。

			「いくわっ！　カズさん、見ててね！」

			　たまきがドワグ・アグナムに襲いかかる。キリンのように長い首の上にある頭部に、斬(ざん)撃(げき)を見舞う。

			　鼻の頭あたりを削り取ったようで、巨獣は頭を左右に振ってたまきの身を振り飛ばす。

			「こんにゃろーっ」

			　吹っ飛んだたまきは、しかしすぐ空中を足場にして制動する。

			　宙を蹴って、突進。今度は長い首筋に一撃を入れる。

			　１対１なら、互角か、あるいはドワグ・アグナムがその巨体によって優位をとっていただろう。だがぼくたちの援護が、そして地の利が、神兵級との戦闘経験が、立場を逆転させていた。

			　そう、今日のぼくたちは、昨日よりずっと強くなっている。

			　いっぽうオーガ10体とメイジ１体の群れに突っ込んだアリスだが、こちらは果敢に切り込んだ序盤とはうってかわり、いささか苦戦を強いられていた。

			　おおかたは、メイジのせいだ。メイジの指示で生き残りたちが包囲網を敷き、連携して斬りかかってきている。

			　長い槍(やり)を持つアリスといえど、リーチは剣を手にしたオーガの方が長い。その巨躯を生かし、さらに互いをカバーして切り込まれると、いかなアリスであってもいささか辛いものがある。

			　もっとも、たったのひとりで残り８体ものオーガを相手に孤(こ)軍(ぐん)奮(ふん)闘(とう)しているのだから、たいしたものなのだが……。

			「ルシア、アリスの援護だ」

			「はい。……ドレッド・フレア」

			　ルシアの放った恐怖を呼び起こす炎によって、戦況がいっぺんする。

			　いかにメイジが統率をとろうと、しょせん、雑(ざ)魚(こ)は雑(ざ)魚(こ)だ。魔法に対する抵抗は、心もとない限りなのである。

			　怯(おび)え、腰が引けたオーガに、アリスが次々と刺(し)突(とつ)を入れていく。倒すのではなく、相手の動きを止めるための攻撃だ。

			　うん、アリスはやるべきことをよくわきまえている。

			　本当は、ここでルシアに、アリスごとインシネレートをぶっぱなしてもらえば、１発なんだけど……。

			　アリスには、ハイレジストが入っていない。

			　たまきの様子を見るに、どれだけ被害を受けるかわからない以上、早計な手段は自重するべきだ。

			　ちなみにハイレジスト系は、下位のレジストに比べ、効果時間が著(いちじる)しく短い。ランク１につきたったの10秒である。たまきにかけたハイレジスト・ファイアも、80秒しか保たないということだ。

			　その分、効果は抜群なんだけど、あらかじめ敵がなにを仕掛けてくるかわかっていないと、なかなか使い辛い。

			　ゲームだったら、いいバランスだと褒(ほ)めるところである。

			　だがこれは、現実だ。命のやりとりをするんだから、ヌルゲーでいいのに……。

			　愚痴っていても仕方がない。アリスが敵を抑えてくれているのだから、こちらはこちらでやるべきことをやらねば。

			　早急にドワグ・アグナムを倒すのだ。

			「ルシア、炎の壁で援護。シャ・ラウ、いっきに攻め込め。たまきが注意を惹(ひ)いてくれている！」

			『了解した、主よ』

			　ルシアの炎壁が、恐竜型モンスターの周囲を取り囲み、その赤外線探知能力を大幅に削(そ)ぐ。ドワグ・アグナムは戸惑ったように首をきょろきょろさせた。

			　チャンスだ。

			　巨狼が、たまきとは反対方向から突撃する。触手群が迎撃に蠢(うごめ)くも、ミアが援護としてエレクトリック・スタンを入れ、恐竜型モンスターを一瞬だけ固める。

			　幻狼王は、その一瞬で距離を詰めていた。

			　爪が、牙が、たまきの切り裂いた外皮の内側にある肉を鋭くえぐる。ドワグ・アグナムが絶叫する。

			　身を振って、シャ・ラウを引き剥(は)がそうとするも……幻狼王もしつこく前脚の爪でくらいつき、離れない。

			　触手が豊かな毛並みを叩く。人間なら一撃で骨折ものの攻撃だが、しかしシャ・ラウの巨体にとっては、さしたる打撃ではないようだ。

			　巨大な狼は、歯を食いしばりつつ、狙った獲物を逃さない。

			　そのおかげで、敵のたまきへの注意が大幅にそれた。

			　彼女は、そのチャンスを逃さない。

			「いっきに潰すわ！」

			　少女は、白い剣をちからいっぱい振るう。

			　その刃が伸長する。一撃は、見事、無防備な目を貫(つらぬ)き、その奥にある脳髄をえぐった。

			　致(ち)命(めい)傷(しよう)だった。

			　ドワグ・アグナムの怪物が、ゆっくりとその身を横たえる。派手な地響き。

			　炎の壁の向こう側から、土煙があがる。

			　その巨体が半透明になり、そして消えて……黄色い宝石に変化する。

			　なんとか、終わった。

			　ぼくがほっと気を抜いた、まさにそのとき。

			『待て、なにかいるぞ、主！』

			　シャ・ラウが叫ぶ。

			　その直後、たまきの身体が地面に叩きつけられた。

			　少女の肉体が、ぐちゃりと潰れる。

			　へ？

			　いったい、なにが？

			　その答えは、すぐに出た。

			　ドワグ・アグナムを包む紅(ぐ)蓮(れん)の炎のなかから、漆黒の巨躯がその姿を現す。

			「ザガーラズィナー！」

			　黒い肌のオーガが、宙に浮いていた。

			　素手だ。やつはその拳(こぶし)でもって、たまきを一瞬で叩き潰した。

			　漆黒の鬼が、嗤う。禍々しい真紅の双(そう)眸(ぼう)が、ぼくを射すくめる。

			　背筋に震えが走った。

			　そのとき、離れたところで戦うアリスがオーガを倒し、それで彼女がレベルアップした。

			　ぼくたちは白い部屋へ。

		

	
		
			第１３５話　鬼将登場

			　

			　白い部屋に来たぼくたちは、床に横たわるたまきを茫(ぼう)然(ぜん)と見下ろす。

			　手足があらぬ方向に捻じ曲がっていた。口から泡を吹いて、全身を痙(けい)攣(れん)させている。

			　あまりにもひどいありさまに、頭が上手く働かない。

			　最初に動いたのは、まだ直接、あいつを見ていないアリスだった。

			「たまきちゃん！」

			　大(おお)怪(け)我(が)をした親友に駆け寄り、必死でヒールをかけ続ける。

			　治(ち)療(りよう)を受けたたまきは、むくりと起き上がった。

			　うつろな目で、ぼくを見つめる。ぼんやりとした様子で口を開く。

			「わからなかった」

			　少女の蒼(あお)い瞳(ひとみ)が、動揺に揺れる。

			「ぜんぜん、見えなかったよ。なにか来る、って気配があって、慌てて受け身をとったんだけど、それだけだった」

			「ぼくも、なにがなんだか、さっぱりだ」

			　インヴィジビリティのような魔法を使って接近してきたのだろうか。

			　だとしても、ぼくはシー・インヴィジビリティをかけていた。乱戦で炎が渦巻くなかであったから、その接近を見逃していてもおかしくはないけど……。

			　たまきが殴られる寸前までザガーラズィナーの存在に気づかなかったのは、奇妙だ。

			「たぶん、煙」

			「どういうことだ、ミア」

			「変身能力の変形。煙に変化して、近づいてきた。で、ドワグ・アグナムの後ろに隠れて……油断しているところを、一撃」

			「見えたのか」

			「わたしがつくったものじゃない風が吹いているみたいに、霧みたいなものがちらちら動いてた。なんかへんだな、って……」

			　ミアは無表情でぼくを見上げる。その拳(こぶし)が、かたく握られていた。

			　悔しいのだ、彼女は。
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			「でも、重要なことだって気づけなかった。違和感があったのに、伝えられなかった。カズっち、ミスったよ、わたし」

			「次に生かしてくれ。なにがあっても、報告すること。なにかがおかしいって警告だけでも、充分だから」

			「ん。ごめん」

			　ぼくはミアの髪を乱暴に撫(な)でた。小柄な少女は「んーっ」と嫌がるそぶりを見せる。

			「ドワグ・アグナムは囮(おとり)だったのですね」

			　ルシアがいう。

			　最初から、ザガーラズィナーは、ぼくたちがドワグ・アグナムと戦っている間に接近し、不意を打つつもりだったのだ。

			　やつからすれば、ぼくたちは、森をうろちょろしてゲリラ戦を仕掛けてくる、うるさい蠅のようなものだったのだろう。

			　オーガたちを動員して掃(そう)討(とう)作戦を行ったとしても、ぼくたちに逃げ切られる可能性は高かった。だからやつは、まずたまきを倒して、人質に取った。

			　ぼくたちが逃げられないような布陣を取ったのだ。たまきを見捨てて逃げるなら、それでも最低限の戦力は削れる。

			　そのために神兵級モンスターを捨て駒にした。

			　それが彼にとって割に合うかはともかく、ぼくたちにとっては致命的で……。

			「いや、待てよ」

			　ぼくは口もとに手を当て、考える。

			　それは、ぼくたちの行動を、習性を知っていてこその作戦ではないか？

			　そもそも、ぼくたちがたまきを見捨てるなんて、てんで考えていないのではないか？

			　それって、つまり敵は、ぼくたちを研究してきている？

			「ドッペルゲンガーから、ぼくたちの素性が伝わっているんじゃないか」

			「ん。そうかも。じゃないと、神兵級を囮(おとり)にするなんて作戦、なかなかできるものじゃない」

			　たまきがうなずき、首を振る。

			「ドッペルゲンガーがどの時点で高等部に浸食してたかは、わからないけど……。昨日の状況から考えて、２日目の夜までには、一部の生徒と接触してたはず」

			「どうしてわかるんですか、ミアちゃん」

			「噂が確かなら、ドッペルゲンガーはシバってひとに化けていた。なら、いちどは生きているシバに接触してるはず。……シバが死んだのは、２日目の深夜」

			　ぼくたちは昨日、一部のドッペルゲンガーを倒したけど、あれがすべてだって確証はない。あるいは光の民のもとへいった生徒のなかに、まだドッペルゲンガーが混じっている可能性もある。

			　向こうにはグレーター・ニンジャが行った。彼女なら、結城先輩、志木さんと協力して、すべてのドッペルゲンガーを暴き出してくれているだろう。

			　というか、あのとき啓子さんを向こう側に送れていなかったらと思うと……ぞっとする。

			　おかげでぼくたちは、こちら側に閉じ込められてしまったわけだけど。

			　そのせいで、こうしてわりと絶望的な状況になっているわけだけど。

			「ドッペルゲンガーに生き残りがいたら……そりゃ、オーガと接触して、ぼくたちの情報を伝えるよなあ」

			「わたしたちのことは全部、バレていると考えているべき。わりと仲間に対して甘いとことか、たまきっちがへっぽこなこととか、カズっちが結構へたれなこととか」

			「へ、へっぽこじゃないわ！」

			　たまきが涙目でミアに抗議する。

			　ぼくは黙ってそっぽを向いた。ここでぼくまで抗議すると、わりと藪蛇になる気がしたのである。

			「カズさんは、へたれてなんかいません！　ちゃんと、その！」

			　アリスが余計なことをいいかけ、顔を真っ赤にして黙る。うつむく。

			「ええと……ちゃんと、してくれます……よ？」

			「ん。おう、せやな」

			　ミアが、なぜか横柄な口調になる。やさぐれてぼくを睨(にら)む。

			「話が進まないから、ミア、そういう話はあとで」

			「わかった。あとで覚えてろ」

			　絶対に忘れてやる。

			　それは、さておき。

			「どういう戦術をとるか、だけど……。なりふり構わず、とにかくザガーラズィナーを足止めして、たまきを拾って逃げる。基本方針は、これでいいかな」

			「逃げきれるでしょうか」

			　ルシアが首をかしげる。

			　うん、そうなんだけどさ。でも、いま戦って勝てる相手かといわれると……。

			「あ、あのさ、カズさん！　わたしを……」

			「見捨てて逃げて、とかいいだしたら、ミアの変態道具全部使ってお仕置きするから」

			「でも！」

			　悲壮な決意を固めてぼくを見つめてくる、蒼(あお)い目の少女。ぼくはたまきの、秋の稲穂のような髪をそっと撫(な)でた。

			「きみを見捨てたりはしない。これは最低限だ。いいね」

			「で、でもっ、あいつが相手じゃ……っ」

			「作戦は、これから考える。……ミア、なにか案はあるか」

			　ぼくは小柄な少女に振りかえった。ミアは「うーん」と腕組みする。

			「やはり、縛(しば)って浣腸……」

			「それはいいから」

			「まず最低限のラインとして、たまきちんが万全の状態じゃないと勝ち目はない。雑(ざ)魚(こ)といっしょに戦うのも、無理。ザガっちをひとりだけつり出して、みんなでフルボッコして、ようやく土俵に上がれるかも……ってところ？」

			　ザガっちいうな。

			「本当に、それが最低限の条件だな」

			　正直、そこまでしても勝てるかどうか、わからない。

			　いまのぼくたちは、神兵級を相手にしてすら、ここまで粘られている程度の戦力だ。神兵級をも従える、本当にヤバそうな存在を相手に、いまのぼくたちでどこまで通じるのだろう。

			　ぼくたちは、何度も何度も打ち合わせを重ねた。

			　疲れたら、サモン・フィーストで宴会をする。ルシアは相変わらず、デザートばかり、おいしそうに頬張っていた。

			　ひたすらに行動を煮詰める。

			　とにかく、初動がすべてだ。さまざまなパターンを想定し、それぞれに対策を講じる。

			　レベルアップしたアリスのスキルポイントは、温存する。

			　覚悟を決め、白い部屋を出る。

			　

			　アリス：レベル28　槍(そう)術(じゆつ)８／治(ち)療(りよう)魔法５　スキルポイント５

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦闘、再開。

			　紅(ぐ)蓮(れん)の炎に包まれて、ザガーラズィナーが高らかに笑う。

			　ゆっくりと、地面に着地。彼の足もとには、手足をへし折られてしまったたまきの姿がある。

			　あえて攻めてこない、か。

			　やはりこいつは、たまきがこちらでいちばん腕の立つ戦士であるとわかっているのだ。

			　ぼくたちが仲間を見捨てないということも。

			　つまり、舐められている。

			　オーガの部隊を背にしてたまきのもとへ駆け寄るアリスを横目に見ながら、まずぼくのそばにいたインヴィジブル・スカウトにディポテーションを使用する。

			　使い魔が送(そう)還(かん)され、ＭＰとなった。

			　これで、準備はできた。いまこそ、切り札を切る。

			「シャ・ラウ！」

			　特殊能力を行使する。

			　使い魔覚醒。消費するＭＰは、ぼくの残り、ほぼすべてである１６２。

			　幻狼王の全身が、赤黒く輝いた。

			　巨狼が咆(ほう)哮(こう)する。

			「ザガーラズィナーを食い止めろ！」

			『任された、主よ』

			「ん。別に倒してしまっても構わんのだぞ」

			　ミア、それは死亡フラグだ。

			　シャ・ラウがザガーラズィナーに飛びかかる。

			　対して漆黒のオーガは、一歩、前に出た。象ほどもある巨大な銀狼に、正面から相対する。

			「楽しませろ」

			　そういって、凶暴に笑う。

			　しゃべった。

			　いや、一部のモンスターがしゃべるのは、わかっていたことだけど。

			　両者が激突する。シャ・ラウの爪の一撃を、ザガーラズィナーが左手だけで受け止めてみせる。

			　体(たい)躯(く)だけでいえば銀狼の方がひとまわりは上なのだが……どうやら、パワーは互角。

			　いや、そうではなかった。ザガーラズィナーは、幻狼王の爪を受け止めたまま、左手を無造作に横へ。軽く薙(な)ぐような動作。

			　シャ・ラウの巨体が真横に吹き飛ばされる。

			　マジか。いまのぼくにできる最大の使い魔覚醒をもってしても、こんな程度なのか。

			　だがシャ・ラウは、空中で魔法を用いて制動し、身をひねって着地、すぐまた黒い肌のオーガに突進する。

			　その身体から、紫電がほとばしる。突進の勢いに雷撃の魔法を重ね、さらなる加速をしてのける。

			「面白い」

			　ザガーラズィナーは、またもその一撃を正面から受け止めた。

			　今度は、両手だ。完全には勢いを殺せず、後ずさりしてしまう。

			　だが、それだけだった。まるで赤子の手をひねるがごとく、幻狼王の巨体を軽々と吹き飛ばす。

			「もっと、もっとだ！　もっとちからを見せてみろ！」

			　ザガーラズィナーが、叫ぶ。嬉(き)々(き)として、両手を高々と振り上げる。

			　３度、シャ・ラウが突進し、ザガーラズィナーが正面から弾き返す。

			「なんだよ、こいつ。遊んでいるのか？」

			　ぼくはその戦いを、呆然と見守ることしかできない。

		

	
		
			第１３６話　幻狼王の意地

			　

			「ストーム・バインド」

			　ミアが漆黒のオーガ王に対して、さきほど恐竜型モンスターを縛(しば)ってみせた風の拘(こう)束(そく)魔法を行使する。ぬめる大気が黒いオーガの周囲をとりまき、その四肢にからみつくが……。

			　ザガーラズィナーは、嘲笑するように口の端をつり上げる。なにごとか、聞きとれないほどちいさな声で言葉を紡(つむ)ぐ。

			　その全身に、赤黒いオーラのようなものが立ち上がった。ミアの生み出した魔法の拘(こう)束(そく)は、そのオーラに触れた瞬間、溶けて消える。

			　アンチ・マジックの類(たぐい)か。

			　神兵級を超える存在なんだ、対抗手段くらいあるよな。

			　でも、それでいい。一瞬でも気が散れば、それで充分なんだ。

			「レンジド・ヒール」

			　漆黒のオーガとの距離を詰めたアリスが、少し離れたところから治(ち)療(りよう)魔法を使う。

			　たまきの身体が光輝に包まれる。

			　直後、大(おお)怪(け)我(が)を負った少女は全身をバネにして跳ねあがり、ザガーラズィナーの間合いから離脱する。

			　たまきは苦痛に顔を歪(ゆが)め、必死で漆黒のオーガから距離を取った。

			　アリスが、たまきに何度もレンジド・ヒールをかけ続ける。

			「たまき、骨は」

			「なんとかくっついたっぽいわっ」

			　口もとの吐瀉物を手でぬぐい、たまきは剣を握る。まだ苦痛はあるだろうが、少なくとも四肢は動くようだ。

			　いまの状態で追撃が来ることだけは避けることができた。最悪の状況は脱した。

			　その間、またシャ・ラウが突撃し、ザガーラズィナーと組み合う。

			「いい心意気だ」

			　オーガの王が、にやりとする。ぼくたちが必死で抵抗するそのさまが、よほど楽しいのか。

			　こんちくしょう、笑ってやがれ。

			「インシネレート」

			　アリスを追ってきたオーガの群れに、ルシアがランク８の火炎魔法を叩き込む。

			　地(じ)獄(ごく)の業火に身を焼かれ、鬼将配下のオーガたちが悶(もだ)え苦しんだ。

			　おそらくメイジのレジストはかかっているのだろうが、ランク８の暴威は、魔法的な防護を貫(つらぬ)き、オーガの身を溶かす。

			　２体、オーガが倒れる。

			　よし、残りは手負いのオーガ５体とメイジだ。たまらず、メイジが立ち止まり、杖(つえ)を天に突き上げる。

			　メイジ・オーガが空に舞いあがった。

			　自分だけでも生き延びるか。なら、こいつは放っておいていい。

			「ルシア、雑(ざ)魚(こ)を」

			「はい。インシネレート」

			　よろめきながらもアリスに殴りかかろうとした満身創痍のオーガたちを、追い打ちの業火が焼き払う。残る５体が、すべて倒れ伏す。

			　これであとはメイジ・オーガとザガーラズィナーだけだ。

			　いや、その「だけ」が問題なんだけど。

			「いくわっ」

			　治(ち)療(りよう)の終わったたまきが、鬼将に対して突進した。

			　ザガーラズィナーは、しつこく飛びかかるシャ・ラウを左手で払い、右手１本でたまきの斬(ざん)撃(げき)を受け止める。

			　たまきの銀剣とザガーラズィナーの掌の間に、赤いオーラのようなものが浮かんでいた。

			　マナの盾とか、そんなものだろう。あれも魔法の一種か。イメージとしては、気功っぽい感じだけど。

			　つーか、まだ素手で戦うのかよ、こいつ……。

			　これで本気なのか、それとも舐められているのか。

			　もし舐められているなら、チャンスだと思うことにしたい。

			「カズっち、来るよ」

			　ミアの声でメイジ・オーガに目を転じれば、ぼくたちよりさらに上空から氷の刃を打ち下ろして来るところだった。昨日もさんざん喰らった冷気魔法だ。

			「リフレクション」

			　ぼくは反射魔法で跳ね返そうとするが、タイミングが合わずに失敗。

			　まともに氷弾の雨を浴びる。顔を手でかばうものの、頬が、腕が、そして腹や脚、あちこちが切り裂かれる。

			　くそっ、でも、こんな程度！

			「ミア、あいつを叩き落とせ！」

			「ん。グラビティ」

			　ミアの重力魔法によって、メイジ・オーガは無理矢理、地面に引きずり倒される。紫のローブを着た巨人が、地面に這いつくばる。そこに……。

			「インシネレート」

			「ライトニング・アロー」

			　雷の矢と、業火による連続攻撃。

			　メイジ・オーガがのたうちまわり……やがて、抵抗が止む。鬼の魔術師はようやく息絶え、青い宝石３個に変化する。

			　よし、これで準備が整った。

			「撤退するぞ、こっちだ！」

			　ぼくの合図で、たまきとアリスを含めた全員がきびすを返す。

			　ちらりと、腕時計を確認する。

			　使い魔覚醒を使用してから、５分が経過していた。

			「シャ・ラウ、あと少しだ！」

			『心得た』

			　幻狼王が、ザガーラズィナーにしつこく食い下がる。彼の全身はぼろぼろの傷だらけだが、それでもかろうじて急所を狙った攻撃をかわし、巨躯の黒オーガと渡り合っている。

			　いまは、これでいい。

			　シャ・ラウをしんがりに置き、ぼくたちはフライの全速力で逃げる。

			　これは賭けだ。ぼくは風をきって飛びながら、腕時計を見る。

			「使い魔を囮(おとり)として逃げるか。なんと臆(おく)病(びよう)な」

			　ザガーラズィナーが、皮肉交じりにそう叫ぶ。

			　振り返れば、シャ・ラウが咆(ほう)哮(こう)し、全身に赤いオーラをまとう。黒いオーガと同じ、マナのシールドだろう。

			「ならば、よい。こいつを潰し、追いかけるまで」

			　ザガーラズィナーが、構えをとる。シャ・ラウの突撃に備える。

			　５秒、４秒、３、２、１。

			　シャ・ラウが地面を蹴り、残像を生んで突進する。ザガーラズィナーは腰を落として左手を前に出し、これを迎撃する構え。

			　懸命に鬼将から距離を取りながら、ぼくは笑う。

			「タイムリミットだ」

			　直後、幻狼王の姿が、ふっ、とかき消える。

			　ザガーラズィナーは、しばし呆(あつ)気(け)にとられた。

			　だが、そう、これでいい。使い魔覚醒から３２０秒が経過したのだ。この特殊能力の効果時間を超えたため、使い魔は送(そう)還(かん)された。

			　最初から、こうすることが狙いだった。ただ最後の数秒、ザガーラズィナーを足止めできれば、それでよかった。

			　それだけで、ぼくたちは１００メートル以上の距離を稼げる。

			「おのれ！」

			　漆黒のオーガが怒り、吠えたけ、走り出す。ぼくたちをものすごいスピードで追ってくる。ザガーラズィナーが地面を蹴るたび、派手な土煙があがった。

			　彼我の距離が、みるみる距離が縮まる。森に逃げ込む前に追いつかれるだろう。

			　ここまでしても、わずかな時間しか稼げなかった。

			　これでいい。計算のうちだ。

			「たまき！」

			「うん、任せて！」

			　身をひるがえしたたまきが、地面に降り立ち、ザガーラズィナーを迎え撃つ。裂(れつ)帛(ぱく)の気合のもと、銀の剣の刃が長く伸びる。

			　黒いオーガは、右手を無造作に振って、その一撃を打ち払う。

			「無駄だ、小娘」

			「そうでも、ないわ」

			　たまきが後ろに飛びすさる。

			　ザガーラズィナーがすかさず距離を詰める。

			　ふたりが、開けた場所に出た。校庭だ。いまは瓦(が)礫(れき)と化した高等部校舎の前にあるグラウンドに、ふたりは足を踏み入れる。

			　そして、この地下には。

			　さきほどアリスとミアが調査したばかりの空間がある。謎(なぞ)の壁画がある。

			　彼女たちは、そこで、あるものを見たという。

			　本来、学校などにあってはいけないもの。いやそもそも、日本にこんなものがこんなたくさんあるところなど……。

			　なにせ、それは大量の爆弾だったのである。

			「グラビティ」

			　ミアの重力魔法が、ザガーラズィナーを押さえつける。

			　すぐに破られてしまうだろうが、必要なのはその一瞬だった。

			　たまきが宙に舞い上がる。

			「いけるわ、やっちゃって！」

			「んでは。ぽちっとな」

			　ミアは、右手に握る掌サイズのスイッチを、ぐっと押しこむ。

			　地下で、腹に響く低い音が響いた。

			　一拍置いて、グラウンド全体が砂煙に包まれる。四方から爆発があがる。

			「ぬ……おっ、これは、罠(わな)か！」

			　ザガーラズィナーの叫び声。

			　この程度で、彼は死なないだろう。ただ、意表は突けた。彼の強い警戒心をかいくぐることができた。時間を稼ぐくらいはできた。

			　彼の視界を塞いだ。

			　ぼくたちがこの地を離脱するための転移門を展開するための、わずかな隙が生じた。

			　空を仰(あお)げば、１羽の鷹(たか)がすかさず急降下してくる。

			「リーンさんの使い魔だ！」

			　ぼくは叫ぶ。

			　前の使い魔が撃墜されてからすぐ、ほかの使い魔を急行させたのだろう。そして、チャンスを待っていた。

			　ぼくたちがザガーラズィナーを押え抑え込むその一瞬を、いまかいまかと待ちわびていた。

			　白い部屋でこの提案をしてきたのは、ルシアだ。

			　彼女は、「リーンならば、こうする」と自信を持って宣言した。だからザガーラズィナーの警戒心をぼくたちに向け、リーンさんの使い魔にチャンスを与えて欲しいと。

			　正直、半信半疑だった。

			　でも、ぼくとアリスたちが強い絆で結ばれているように、ルシアとリーンさんもなんらかの絆で結ばれているのだろうと、そう思ってみた。

			　すると、これは悪くない作戦に思えてきたのである。

			　はたしてルシアの宣言通り、鷹(たか)はやってきた。ルシアとリーンさんを信じたぼくたちの苦労は、報われた。

			　ぼくたちの前に着地した使い魔の鷹(たか)は、即座に転移門を展開する。青白いサークルが、地面に生まれる。

			「みんな、飛びこめ！」

			　ミアが、ルシアが、青白いサークルに飛び乗る。その姿が、次々と消えていく。

			　アリスが、それから急いでこちらに合流したたまきが。

			　ちらりとグラウンドの方を見れば、爆風のなかで黒い影が咆(ほう)哮(こう)をあげていた。聞くだけで身が震える、恐ろしい叫び声。

			　やばい。

			　威(い)圧(あつ)感(かん)が半端ない。

			　本気になったのか。というか、これまで本気じゃなかったってことか。

			　やっぱり、ぼくたちは手加減されていたのか。ザガーラズィナーのやつ、遊んでいたのか。

			　だけどそれが、やつのミスだ。ぼくたちは、賭けに勝った。

			　黒い疾風となった巨漢のオーガが、土煙から飛び出してくる。

			　その右手の指先が光る。光線が、ぼくの肩をかすめる。血しぶきが舞う。ぼくは苦痛に眉(まゆ)をひそめる。

			　慌てて、青白いサークルに飛びこむ。

			　最後に見た、ザガーラズィナーは……。

			　嗤っていた。

			　とてもとても嬉しそうに、自分を出し抜いたぼくを見て、哄笑していた。

			「楽しみにしている！　次に会うときを！」

			　ああ、こいつは。

			　唐突に、ぼくは理解する。

			　戦闘馬鹿なんだ、と。

			　転移に伴う意識のブラックアウトが起こる。

		

	
		
			第１３７話　転移

			　

			　逃げるが勝ち。命あってのナントヤラ。

			　ぼくたちは全員、生き残った。

			　目を開けると、そこは何度かきた木のうろの広間だった。足もとの魔法陣が輝きを失う。

			　ぼくは左右を見る。

			　皆、無事だ。アリスも、たまきも、ミアも、ルシアも。

			　ただ、たまきはまだ傷が完全に回復していないのか、いまさらになって片膝をついている。そんなたまきにアリスがヒールをかけていた。

			　たまきとぼくの目が合う。

			「やったね、カズさん！　わたしたち、戻ってきたよ！」

			「ああ、うん、そうだな」

			　たまきが、快活に笑う。さきほどまでめちゃくちゃな強敵を相手に絶望的な戦いを強いられていたとは思えないほど、さわやかな笑み。

			　いや、彼女のことだから、すっかり忘れたのかもしれないけど。

			　と、ぼくも肩を押さえて呻(うめ)く。急に痛みが走ったのだ。興奮状態が切れたからか、ザガーラズィナーのビームにやられたところがひどく痛んできた。

			「カズさん、いま治(ち)療(りよう)します！」

			「いや、ぼくはあとでいい。まずたまきを……」

			　そのとき、周囲が騒がしくなった。見張りの兵士たちを押しのけ、息を切らせて広間に駆け入ってくる者がいる。

			　リーンさんだった。

			「ルシアっ！」

			　リーンさんは、ルシアの無事な姿を見るなり、ぱっと笑顔になる。

			　駆け寄り、その身を抱きしめる。その黄色い尻尾(しつぽ)が、嬉しそうにぶんぶんと揺れた。頭の上についた猫耳も、ぷるぷるしていた。感情表現が豊かだなあ。

			　ミアが飛びかかりたそうな顔をしていたので、首根っこを捕まえておく。

			「うー、カズっち、いけず」

			　睨(にら)んでくるが、無視。

			　というか、肩の怪(け)我(が)がズキズキ痛むってのに、なんでこいつの抑え役にまわらにゃならんのだ。

			「リーン、ただいま戻りました。心配をかけましたね」

			「よかったっ！　ルシア、無事に戻ってくれて、本当にっ」

			　ルシアの胸に顔をうずめ、涙声でそう叫ぶ猫耳の少女は、年相応に思える。

			　本当は、リーンさんの方がずいぶんと年上らしいけど……。

			　少し嬉しくなった。

			　微(ほほ)笑(え)ましいふたりだからか。いや、たしかにそれもあるけど、それだけじゃない。

			　いまやルシアもぼくたちの仲間で、その仲間を大事にしてくれるリーンさんに対して親近感が湧いたのだ。

			　それにしても……と抱き合うふたりを見つめる。

			　彼女たちには、種族や出自におおきな隔たりがある。ふたりの関係は、その差を埋めてなお余りあるほど親密に思えた。

			　ルシアとの初対面のときも、そうだったかもしれない。リーンはぼくたちを試すような真似までして、ルシアのことを心配していた。ぼくたちに悪感情を抱かれることより、ルシアをぼくたちに預けることを不安がっていた。

			　ルシアは肩書き的には亡国のお姫様だが、実際は捨て駒のような存在だ。

			　そんな彼女と、光の民を率いる少女。ふたりの間に、ぼくたちの知らないどんな交流があったのか。

			「百合百合しい」

			「黙れ」

			　ミアの頭を、軽くはたく。

			　まあ、いい。それはいまのぼくたちにとって、あまり関係のないことだろう。

			　そのうち、ルシアに聞いてみてもいいけれど。

			　プライベートなことだから……教えてくれるかなあ。

			「カズさん、お待たせしました。治(ち)療(りよう)します」

			　アリスがこっちに駆けよってきて、肩にヒールをかけてくれた。だんだんと痛みが退いていく。

			　ふう、やっとひと心地ついた。

			「お疲れさま、カズくん」

			　リーンさんの激しい登場に驚いていて気づかなかったが、いつの間にか、志木さんも広間に来ていた。

			　軽く手を上げる我らの委員長は、しかしどこかやつれて見える。目の下に、濃い隈ができていた。

			「ひょっとして……志木さん、寝てないの？」

			「そりゃあ、もうね。さっきみんなが出陣するまで、いろいろと調整を。徹夜よ」

			「みんなは出発……したんだ」

			「ええ。幸いにして、これまでのところ順調……みたいね。わたしはひと眠り、させてもらうつもり」

			　志木さんは、あくびをする。無防備なその姿に、ぼくは思わず、くすりとする。
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			「なによ、笑っちゃって。こっちは、さんざん心配したんだから」

			「すまない。でも見ての通り、全員無事だ」

			「なによりなことね。そうそう、ドッペルゲンガーの顛末は、聞きたい？」

			「あとでいい」

			　志木さんの様子からして、ドッペルゲンガーに関しては完(かん)璧(ぺき)な対策ができたのだろう。彼女のそういうところは、信頼できるように思う。

			「そう。……で、ＭＰは？」

			　ぼくは肩をすくめた。

			「すっからかんだ。あ、でもぼく以外は、まだ少し余裕があるかな」

			「そう。じゃあ満タンになるまで、あなたも休みなさい」

			「いいのか。みんな、戦っているんだろう」

			「あなたたちは、切り札よ。準備が整うまで、温存。いいわね」

			　なるほど、まあ、そうなるか。どのみち、ＭＰの切れたぼくにできることは、なにもない。

			　おとなしく休憩……かなあ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　さて、せっかくぼくの部屋から救出したノートＰＣだが、バッテリーはすっかりあがってしまっている。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)組は、昨日、転移門で脱出する際、発電機を持ち出していたはずだから、それを使わせてもらうとするか。

			　聞けば結城先輩は現場指揮官として出撃してしまっているらしいから、ＵＳＢメモリの情報を見るためにはどうしてもパソコンが必要なのだ。

			　そんなもの、あとにすればいいっちゃあ、いいんだけど……。

			　気になるのだ、なぜか。ことに、グラウンドの下にあったあの謎(なぞ)の空間、そして大量に仕掛けられていたダイナマイト。

			　結城先輩は、いったいなにを知ったのだろう。なにを考えていたのだろう。ぼくたちになにを伝えたかったのだろう。

			　志木さんは、あとのことを杉之宮すみれに任せて、ひと眠りしにいってしまった。アリスとたまきの親友、すみれは、ぼくの要(よう)請(せい)を聞き届けてくれた。

			「わかりました、わたしたちが事務所としているところに案内しますね」

			　そういって、すみれは樹上の街をあぶなっかしい足取りで歩き出す。

			　ルシアは、いちどリーンに状況を報告するとのことで、別行動となった。

			　残るぼくたち４人は、すみれについていく。すみれは橋の上を歩く途中、わたわたして２度ほど、橋から落ちそうになっていた。

			　この子……うう、不安だなあ。

			　道すがら、樹上の街を観察する。

			　行き交う光の民の人々は、慌ただしく、一様に厳しい表情をしていた。すでに彼らの命運をかけた最終決戦が始まっているのだから、当然かもしれない。

			　この世界樹は、絶対に防衛しなければいけない拠点だ。ほかの２か所は、敵に明け渡し、自爆する。敵に占(せん)拠(きよ)されている２か所を奪(だつ)還(かん)し、これを我がものとする。

			　１か所を守り、２か所を奪い返す。今日、そのすべてができなければ、この世界の人類は滅ぶのだという。

			　そりゃあ、厳しい顔つきにもなるだろう。

			　いや、彼ら、彼女らがどれだけのことを知らされているかはわからないけれど……。

			　ひょっとしたら、最低限の命令だけを聞いているのかも？　そんな状態でも、今日が正念場だということくらいはわかっているだろうし。

			　まあ、いい。いまはぼくたちのことだ。

			　辿り着いたのは、ほかよりいくぶん小柄な樹。

			　ひとめで「ここだ」とわかった。そりゃあ、樹のうろの外、中継の足場ギリギリまで機材がはみ出しているのだから、わからない方がおかしい。

			　光の民は、その樹には近寄らない。まわりの橋を歩く者たちは奇異な目で、がこんがこんとおおきな音を立てる発電機を見ている。

			　うん、無事に発電機が動いているようでなによりだ。予備の灯油がどれくらいあるかわからないけど、これだけガンガン使っているようなら今日、明日はだいじょうぶなんだろう。

			　樹のうろのなかでは、非戦闘員の育(いく)芸(げい)館(かん)組が３名、蛍光灯のような魔法の明かりのもとで書類と格闘していた。ぼくたちを見て顔をあげ、ぱっと明るい表情になる。

			「ご無事だったんですね、カズ先輩！　よかったです！」

			「あ、うん、仕事してていいよ。……なんでここまで来て、書類仕事？」

			「偵(てい)察(さつ)隊の情報とか、これまでのことをまとめているんです。志木先輩が、カズ先輩たちが戻ってきたとき、すぐメモを見られるようにって」

			　なるほど、それは助かる。

			　彼女たちによれば、ぼくたちがこんなにすぐ戻ってくるとは思っていなかったとのことで、まとめの完成にはもう少し時間がかかるとのことだった。

			　それで問題ない、と彼女たちに伝える。

			　なにせぼくのＭＰが回復するまで、１時間半はかかるわけだし。

			　ああ、それはそれとして……とぼくが頼む前に、すみれが発電機に繋いだ電源コードを引っ張ってくる。

			「ノート、これでやってみてください。起動すればいいんですけど……」

			「たぶんだいじょうぶだと思う。……そういや、メイジ・オーガの魔法を喰らったとき、少し衝撃を受けたかなあ」

			　幸いにして、ぼくのノートＰＣは無事、立ち上がった。木製のテーブルに置き、起動画面を眺める。

			　ミアが「どれどれ」と覗き込んできた。

			「エロ画像はどこだい。お姉さんに見せてみな」

			「入ってません」

			　誰がお姉さんだ、誰が。

			　あとでＰＣに鍵(かぎ)をかけておこう。

			　いや……どうせ電源が保って数日のこの状況で、そんな意味もないかもしれないけど。

			　ぼくはＵＳＢスロットに地下室で見つけたメモリを差しこむ。フォルダが開き、なかのファイル一覧が出てくる。

			　普通のテキストと、エクセルファイルと、ワードファイルか……。

			「バージョンの関係で閲覧できなかったら、笑える？」

			「ええい、余計なことをいうな！」

			　幸いにして、ファイルを開くことに問題はないようだった。ワード文書の方は、なんか工事に関するお堅いもので、予算がどうとかエクセルデータが埋め込まれている。ざっと見たところ、ぼくたちにとって重要なことは書かれていないっぽい。

			　エクセルデータは、もっと詳(しよう)細(さい)な金額に関するもので……うん、これもいらない？

			　問題は、テキストファイルか。日付を確認してみると、テキストファイルがいちばん新しい。

			　愛用しているフリーソフトのエディタで開く。

			　おそらくは結城先輩の手によるものなのだろう、簡潔な文体の文書が出てきた。

			　最初に、ワードデータとエクセルデータの説明。やはり、あの地下の工事に関するものらしい。貯水池として発注され、のちに使用目的が倉庫に変更されているとか。

			　それだけなら、あまり問題ないだろう。入り口が明らかに隠蔽されているのも、生徒には秘密の倉庫ということなら納得は……いくのかなあ。

			　重要なのは、壁いちめんに描かれた魔法文字とおぼしきアレだ。石柱に描かれていたものと同じ、あの蛇がのたくったような文字は……。

			　ああ、しまったな。リーンさんにミアが撮影した写真を見せてみればよかったか。

			「ん。いまからでも見てもらった方がいい？」

			「ああ、そうだなあ。案内のひとを見つけて、リーンさんのところへ……」

			「道は覚えてる。行ってくる」

			　ミアが飛びだしていく。ああ、拙速な。いや、彼女に任せておけばだいじょうぶだとは思うけど。

			「ミア、通行人の耳に飛びついたりしないかな……」

			　たまきが心配そうに呟(つぶや)く。

			「い、いや、だいじょうぶだと思うぞ」

			　……そう思いたい。

			「ほんとかなあ」

			「ミアを信じよう」

			「信じていいんでしょうか」

			　アリスが首をかしげる。うん、ぼくも不安しかない。

			　考えるのをやめよう。

			　ため息をつき、ＰＣの画面に目線を戻す。

			　そこから先は、結城先輩の考察だった。なぜ、あんなものがあったのか。あれはいったい、なんなのか。

			　そうとうぶっ飛んだ考察が、何パターンか並んでいた。

			　でも、ぼくは彼の荒唐無稽な考えを、ちっとも笑えなかった。

			「うーん、なにいってるのか、よくわからないよ。……眠い、かも」

			　横から覗き込んでいたたまきが、真っ先に音を上げた。

			　まあ、仕方がないか。最低限の情報には目を通したし。

			「少し仮眠を取ろうか。30分くらい、横になっていいかな」

			「はい、どうぞ。うるさいですけど……これ、アイマスクと耳栓です」

			　すみれが、部屋の隅にあるシーツの山を指差した。あそこで寝ろ、ということらしい。

			　召喚シーツによる簡易布団か……まあ、充分だろう。

			「わーい、わたし、カズさんの右！　アリスは左ね！」

			「もう、たまきちゃんったら」

			　ぼくたち３人は、真っ白いシーツでできた布団の上に横になった。川の字になって目をつぶった。

			　またたく間に、意識が闇(やみ)に落ちる。

		

	
		
			第１３８話　攻勢作戦の戦況

			　

			　タイマーが鳴って、目を醒ます。

			　両脇で寝ていたアリスとたまきが、むくりと顔をあげる。

			　寝ぼけ眼をこするふたり。

			「おお、かわいい、かわいい」

			「ふああ、おはようございまふ」

			「ふえあ？　……あっ、カズさん」

			　アリスもたまきも、まだ頭が働いていない様子。彼女たちの、少し寝(ね)癖(ぐせ)がついた髪を撫(な)でる。そのあと、ぼくは首を振って、残る眠気を追い出す。

			　壁面にかかったデジタル時計を見ると、１時間弱ほど経過していた。ぼくのＭＰが全回復するまでには、あと30分くらいかかるかな。

			　背中で、くすくす笑う声。振り返れば、アリスたちの親友である少しふとっちょの少女、杉之宮すみれがすぐ後ろに立っていた。

			「あ……ごめん」

			「いちゃいちゃしていることですか？　節度を保ってくださるなら、構いませんよ。カズさん、あなたが元気でいてくれる限り、わたしたちは高い士気で戦えるんです。昨夜は、だからほんと、志木さんもたいへんだったんですから」

			　あー、ぼくたちが生死不明のまま、生き別れになってしまったからか。

			　そんな状態で、彼女たちは今日のための作戦を練った。ぼくたちが戻ってくると確信して、ミッションを進めてくれていた。

			「ざっと、今日の午前中までのまとめです」

			　プリントアウトされた５枚ほどの紙束を渡してくれる。

			　箇条書きで、昨日の夕方からこっちの、この地での出来事が記されていた。たしかにこの方が、説明されるより手っ取り早いなあ。

			「助かるよ」

			「どういたしまして、です」

			　すみれが微(ほほ)笑(え)む。いま気づいたけど、彼女の目の下には濃いクマがある。頬も少しこけているようだ。

			　疲れてる……だろうなあ、そりゃ。

			　身を削ってこれだけの仕事をしてくれたのだ、感謝しつつ読むとしよう。いや、彼女は少し肉を削(そ)いだくらいの方がいいとか、そういうネタは思いついても口に出さないとして……。

			「わたし、これだけ仕事したら、少しは痩せないかなあ」

			　自分でいっていた。体操着の上から、お腹の肉をぷくりとつまんでいる。

			　自(じ)虐(ぎゃく)ネタとは、やるなこいつ。

			「すみれちゃん、ストレスで食べすぎるから……」

			「そうだよ、運動するべきだよ！　わたしといっしょに剣を振りまわそう！」

			　それはやめておいた方がいい気がする。

			　すみれ、アリス、たまきの親友３人が騒がしくしているなか、ぼくは書類に目を通した。

			　なるほど、ふむ。

			　まずドッペルゲンガーだが、転移門をくぐってこの世界樹に来た啓子さんは、ドッペルゲンガーたちをためらいなく銀剣で殺し、彼らの血が青いことを証明した。

			　その後、生徒全員に対して身の証を求める。ナイフかなにかで軽く指先を切って、血の色を確認してもらったのだ。

			　拒否する、という選択肢はなかった。その後の調査で、高等部の生徒に化けていたドッペルゲンガーを２体、退治している。

			　なお育(いく)芸(げい)館(かん)組には、ドッペルゲンガーはいなかった。

			　幸いなことだ。単純に、入れ替わる隙がなかっただけなんだろうけど。

			　少人数でずっと行動していたのって、ぼくたちくらいだからなあ。

			　アリスやたまきやミアの場合、そもそも強すぎて、化けることが不可能だろうし。

			　で、その後のことだ。リーンさんと結城先輩、志木さんが協議して、光の民全体でドッペルゲンガー検査が行われた。

			　青い血が検出されて正体を現した者は、じつに11名。

			　全員、即座に殺された。というか、バレた直後かバレる前に自殺したという。ドッペルゲンガーというモンスターは、筋金入りの暗殺者ということか。

			　幸いにして、入れ替わっていた者は、ほとんどが下級兵士だった。政府中枢に潜り込まれてはいなかったらしい。

			　今回の大反抗作戦については、最後まで秘密にしておけたということだ。

			　ほかの国でもただちに同様の検査が行われ、作戦の秘密は守られたことを確認したとか。とはいえ、やっぱり各国とも、少数ながらドッペルゲンガーに入りこまれていたみたいだ。

			　そんなおそろしいスパイが、これまでまったく気づかれていなかったっていうのもすごいなあ。

			　なんで誰も、ドッペルゲンガーに気づかなかったんだろう。それだけモンスターたちが上手くことを運んだ……ってことかなあ。

			　ひょっとして、ドッペルゲンガーが現れたのは最近？

			　そうかもしれない。だったらこれまで、秘密が露見しなかった原因も説明がつく。ついでに、ぼくたちにバレた理由も。

			　ぼくたちがあまりにも強すぎて、ドッペルゲンガーたちは焦ったのだろう。なんとしてもぼくたちを始末しなければならない、と判断した。

			　考えてみれば、これまで魔王軍は、連戦連勝だったみたいだし。

			　負けて、動揺した。そこにつけこまれた。

			　それは誰にでも、どんな組織にとってもありえることだ。

			　自戒、しないといけない。ぼくたちだって、いつまでも連勝できるわけじゃない。今回みたいに、命からがら逃げるだけで精いっぱいなことだってあるだろう。

			　そんなとき、士気を保つためには。動揺せず、傷口を広げないためには。

			　常日頃から、そういった状況を想定しておかなきゃいけないだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ドッペルゲンガーの１件もあって、異世界召喚組は、なし崩し的に光の民と協力体制を取ることになった。

			　なにせドッペルゲンガーが暴れ出したら、異世界召喚組じゃないと対抗するのが難しい。ことに結城先輩や啓子先輩、つまりニンジャコンビが大活躍だったという。

			　そりゃあ、いつだってあのふたりは大活躍だろうさ。

			　その間、高等部組はほかの人が代理で指揮を執ったみたいだ。志木さんは中等部組を使って、さっさとこの木のうろを占(せん)拠(きよ)、発電機とかも起動させて、情報をとりまとめる作業を行った。

			　リーンさんから地図を受け取ってスキャナで取り込み、ＰＣ上で画像ソフトを用いて適(てき)宜(ぎ)修正、プリントアウトしたものを作戦会議で用いたとか、そういう話もある。おかげで、今日の作戦に関しては、各国首脳部が驚くほどきちんとしたものが完成したとか。

			　志木さん、ほんと、ハンパないな……。

			　とはいえ、臨時参加のぼくたち異世界組が上手く各国の部隊に混ざって戦うことができるなら、それは幸いなことだ。連係が取れなきゃ、どれだけ強力な部隊でも、遊兵になりかねない。

			　ぼくたちは、アラクネ戦でそれを避けるため、たったの５人でもって敵大将の首を獲りにいくという無茶をやったけど……。

			　あれは本当に、精鋭のぼくたちだからできたって話である。それも、光の民が臨機応変に対応して、時間稼ぎを頑張ってくれたというのもあるし。

			　無論、志木さんたちは、そのあたりをよく理解している。ニンジャコンビに頼らず戦うため、今日の作戦について、細部まで検討した。

			　それでも結局のところ、急造の連合軍で息のあった戦いをすることは難しいと判断されて……。

			　異世界召喚組は、高等部組と育(いく)芸(げい)館(かん)組に分かれ、それぞれの地で予備部隊として扱われることになった。

			　ロウンの地底神殿には高等部組が。

			　ガル・ヤースの嵐の寺院には育(いく)芸(げい)館(かん)組が派遣されたという。

			　人数的には高等部組の方が多いけれど、全体の練度では育(いく)芸(げい)館(かん)組の方が上だ。

			　もっとも、高等部組には結城先輩と啓子さんがいるわけだから、総合的な殲(せん)滅(めつ)力では彼らに軍配が上がるか。

			　どちらかが不利になったら、もう片方に全戦力をつぎ込むつもりだったみたいだ。

			　それも、ぼくたちがいない場合の話。ぼくたちが世界樹に帰還したなら、後詰めの駒はぼくたちで決まりだ。

			　ゆえにぼくたち５人は世界樹で待機し、増援の必要な状況を待つということになる。

			　そのあたりのテレポート・ネットワークは、リーンさんをはじめとした面々がきっちりとやってくれているらしい。

			　通信網も、いまのところ、おおむね問題がないとか。リアルタイムで戦況を把握しているようだ。

			　なお戦況の把握については、各指揮官に無線機が渡されているとのことで、これがおおいにちからを発揮しているとのこと。

			　無線機、森のなかではイマイチだったけど、そりゃ使い方次第じゃ便利だよなあ。

			　少なくとも、使い魔で情報を受け渡すよりは、ずっと。

			「ねーねー、カズさん。どんな感じなの？」

			「いまのところ順調、ってことみたいだ」

			「そっか、よかったわ！」

			　たまきは呑(のん)気(き)に笑う。

			　順調とはいっても、被害は相応に出ているだろうし、まだ敵に神兵級が出てきていないからってだけかもしれないんだけど……。

			　そこまで彼女に説明して、不安がらせることもないか。

			　昨日も感じたけど、神兵級が出てきた場合、攻撃系のスキルがない啓子さんは厳しい。彼女は雑(ざ)魚(こ)散らし専門だろう。

			　いや、グレーター・ニンジャにとっての雑(ざ)魚(こ)っていうのがエリート・オークとかオーガである時点で、いろいろおかしいんだけどさ。

			　それでも、ジェネラル・オーク以上は厳しいと思う。

			　その上、ランク９相当の能力を持って40レベル前後の神兵級ともなると……かすり傷すらつけられないんじゃないだろうか。

			　そうなると、頼りになる戦力は、高等部だと結城先輩くらいか。

			　中等部は……長(なが)月(つき)桜(さくら)がギリギリか？　いや、いま彼女がどれくらい強くなっているかはわからないけど、彼女でも厳しいか……。

			　あいつら相手には、レベルの低い面子を何人集めたところで、一瞬で薙(な)ぎ払われるのがオチである。やはり、ぼくたちが出張るほかないだろう。

			「そろそろですね」

			　すみれがいう。なんだ、とそちらを見れば、彼女は壁にかかった時計を見ていた。

			「志木先輩が、時間になったら起こしてくれって。隣の木で寝ているので、いま呼んできます」

			「あ、待って」

			　走りかけたすみれを呼びとめた。彼女は「え」とこちらを振り向こうとして体勢を崩し、すっ転びかけたところをアリスに支えられた。

			「ぼくがいくよ。ええと……アリス、ついてきて。たまきはここで、ミアやルシアを待っていてくれ」

			「わかったわ、任せて！」

			　アリスと目配せを交わす。実のところ、志木さんとふたりで、少し腹を割った話がしたかったのだ。アリスはそのあたりの心情を汲(く)み取ってくれたようだ、ちいさくうなずいている。

			　ふたりで育(いく)芸(げい)館(かん)組の臨時司令室となっている木のうろを出る。

			　アリスは「あの」とすがるような目でぼくを見る。

			「志木先輩にえっちなイタズラしたりするのは……その、やめた方が……」

			「そんなことしない」

			　アイコンタクトは、ぜんぜん伝わっていなかったようだ。ぼくは肩を落とす。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　隣の木は、やや小ぶりだった。木のうろの入り口に灰色の布が垂れ下がり、内部を覆(おお)い隠している。

			　アリスが「カズさんはそこで待っていてください」といって布をめくり、木のうろのなかに入っていった。

			　志木さんを伴い、すぐに出てくる。

			「あら、なに、カズくん。わたしの乱れた寝姿を見たかったの？」

			　皮肉に笑っていた。あのねえ……。

			　皮肉がいえるくらい元気なら、それでいいけどさ。

		

	
		
			第１３９話　リーンの使い魔による偵察

			　

			　すみれのレポートを読んだ旨(むね)を、志木さんに伝える。

			「わたしの方から補足することは、特にないわ」

			　彼女は腰に手を当てて、満足そうにうなずいた。

			「あなたたちのこと、話してくれる？」

			「ちょっと断片的な情報が多くて、ぼくたちもまだよくわかっていないんだけど……」

			　ぼくは樹上の橋を渡りながら、昨夜から今日にかけての出来事を手短に説明した。特に重要なのは、結城先輩のメモにあった高等部グラウンド地下の空洞に関することだ。

			「あのひと、わたしにはそんなこと、ひとことも伝えてなかったわ」

			「当座、重要なことってわけじゃないからね。まずは今日を乗り切ってから、とか考えていたのかもしれない。あるいは単に、忘れてたとか……」

			「あの忍者に限って、そんなことあるはずないじゃない」

			「うん、ぼくもそう思う」

			　その後、四天王の１体、ザガーラズィナーと交戦したことを話した。

			「よく生きていたわね」

			　失礼な。

			　いや、実際にめちゃくちゃヤバかったわけだけど。

			「たまきは、ガチで死にかけた」

			「それでも全員でここに戻ってきたんだから、たいしたものだわ」

			　ぼくもそう思う。運がよかった。あんな綱渡り、２度とごめんだ。

			　ほどなくして、リーンさんの家……というか木のうろに辿り着いた。

			　ドアのかわりなのか、カラフルな布が入り口を覆(おお)い隠している。

			　志木さんが、そこを守る兵士と話をした。向こうも彼女が誰かわかっているのだろう、とても丁寧に対応している。

			　兵士が、木のうろのなかに呼びかける。すぐに返答がきた。

			「入ってよろしい、とのことです」

			「ありがとう」

			　志木さんから垂れ布の端を持ち上げて、木のうろのなかに入る。

			　ぼくとアリスもそれに続いた。

			　昨日と同じ間取りの部屋のなかには、リーンさんとルシア、それにミアの３人がいる。

			　リーンさんとルシアが、中央で向かい合って座っていた。ふたりとも、座布団にあぐらをかいている。

			　

			　そしてミアは、リーンさんの尻尾(しつぽ)を幸せそうにもふもふしていた。

		

	
		
			[image: 149.jpg]
		

	
		
			「ん。至福、至福でおじゃる……」

			　おまえ、戻ってこないと思ったら……。だから、モフるんじゃないよと、あれほど。

			「しまった、カズっちだ！　用事を思い出した、さらば！」

			「アリス。ヘイスト」

			「はい、捕まえてきます」

			　脱(だつ)兎(と)のごとく逃げようとしたミアを、赤い光輝に包まれたアリスが追いつめる。アリスはミアの首根っこをひっつかんで、悪さをした猫のように持ち上げた。

			　ぼくと志木さんのもとに連れてくる。

			「悪気はなかったにゃあ」

			「おまえなあ、外交問題になるから、そういうのはやめろと」

			「リーンっちはいいっていったよ？」

			　ぼくはリーンさんに向き直り、謝罪の言葉と共に頭を下げた。リーンさんは笑って「いいのです。悪意がないことさえわかっていれば」と答える。

			「でも、尻尾(しつぽ)を撫(な)でられる姿を男性に見られるのは、少々恥ずかしいですね」

			「つまり、もっとモフれと」

			「ミア、あなたはたいへん賢いのに……時折、話が通じなくなりますね」

			　光の民のリーダーは、呆れている。押すな押すな、という文化について説明するかどうか迷ったすえ、黙っていることにした。

			　志木さんが、ミアの額をぺしりと叩く。

			「自重」

			「はーい、ボス」

			　おい、おまえのボスはぼくだぞ。あっさりと志木さんの軍門に下るとは、情けないやつめ。

			　……いや、怒ると志木さんの方が怖そうだもんな、わかります。

			「座ってください、情報をまとめましょう」

			　リーンさんの呼びかけに従い、ぼくたちは座布団に座って、車座になるリーンさんたちの一員となった。

			　中央に薄く水の張った桶がある。桶の高さは、床から50センチほど。

			「まず１点目。ザガーラズィナーの居場所が判明したことにより、魔王の４幹部すべての所在が確認できました」

			　４幹部。四天王とも呼ばれるやつら。ぼくらが命からがら逃げ出したザガーラズィナーは、そのうちのひとりにすぎない。

			　あんなやつらが、あと３人もいる。いや、３体……か？　おそろしい話だ。

			　どれほどの犠(ぎ)牲(せい)を払えば、あんなものを倒せるというのか。

			「幸いにして、それはガル・ヤースの嵐の寺院とロウンの地底神殿ではありません」

			「朗報だね」

			「四天王の所在地は、聖都アカシャ、ハルーランの尖(せん)塔(とう)、あなたがたの学校の山。そして最後の１体は、この世界樹を攻める部隊に確認されました」

			　わりとヤバかった。

			　いや、前者２体は、守備隊が自爆するから……上手く巻き込めれば、殺せるのか？

			　問題は、この世界樹にもザガーラズィナー級が迫っているってことだろうか。

			「現在のところ、彼らとしてもこの世界樹の結界を破ることができておりません。外縁部は占(せん)拠(きよ)されつつあるものの、こちらが引きこもっている分には世界樹本体に手を出すことができないのです」

			　なるほど、防衛戦では光の民が有利ということか。

			　昨日みたいに、中心部以外は徐々に削られているわけだから、楽観はできないけども。

			　さて、リーンさんがぼくらの中央に張られた水桶を見つめ……なにやら呪文を唱え始めた。

			　桶のなかの水が、揺らぐ。

			　水面に、雨雲のもとモンスターと戦う兵士たちの光景が浮かびあがる。

			　どこかの上空から見た、俯瞰映像と思わしきものだった。

			「わたくしの使い魔が見ている光景です」

			　ぼくの魔法でいうと、リモート・ビューイングをこの水面に映写しているのか。

			　リモート・ビューイングのちょっとした応用、みたいな感じなのかな。ぼくにはそういった応用がいっさいできないわけだけど。

			　ぼくたちはスキルを取るだけで強くなれるけど、そのちからは応用がきかない。

			　白い部屋システムの長所と短所だ。魔法に関しては、この制限が特に濃く表れているように思える。

			　戦闘に関しては、ある程度、ごまかしがきく。でもこうした戦闘以外での活用方法に関しては、リーンさんのようなきちんと修業した魔法使いに１日の長があるのだろう。

			「これはガル・ヤースの嵐の寺院に向かった陽動部隊です」

			　兵士たちは、全身鎧(よろい)を身にまとった人間だった。

			　敵はオークやホブゴブリン、それに見たこともない緑の肌のモンスターや、２足歩行のトカゲのようなモンスター。互いにすごい数だ。

			　兵士もモンスターも、次々と傷つき、倒れていく。だがそれでも、互いに一歩も退かない。

			　鷹(たか)は、そんな凄惨な光景を見下ろしながら、戦場を通過する。

			　使い魔が顔をあげたのか、映像が前方に向く。彼方(かなた)に、雷雲に包まれた建物があった。

			　あれが、嵐の寺院か。

			　堅(けん)牢(ろう)な高い壁に包まれていて、寺院のなかはよく見えない。だが、丘のすべてを占(せん)拠(きよ)しているところを見れば、そうとうに巨大な建物であることは見てとれる。

			　ちょっとした村くらいの規模があるんじゃないだろうか。

			　寺院の周囲の地面に、何度も何度も雷が降り注ぐ。

			　うわあ、あれじゃ近づけないんじゃないか。いや、付(ふ)与(よ)魔法でなんとかなる……のかな。

			「嵐の寺院周辺の落雷を防ぐには、この護符を身につけることです」

			　リーンさんが、ネックレスを見せてくれた。６つある。先端の部分には、虹色に輝く親指サイズの水晶がついていた。

			「６つってことは……ぼくたちと？」

			「わたし、かしらね」

			　志木さんがネックレスをひとつ受け取り、首からかける。ちらりと見えた白いうなじが、なまめかしい。なんてことを考えていたら、隣に座るアリスが太股をつっついてきた。

			「な、なんでしょうか、アリスさん」

			「ええと……いえ、なんでもないです」

			　ぷい、とそっぽを向くアリス。

			　この嫉(しつ)妬(と)はご褒(ほう)美(び)ですわ。なんてことを考えていたら、ミアがこれみよがしの咳払いをした。

			「ん。話を戻そう」

			「空気を読みやがって」

			「もうそろそろ、カズっちのＭＰも満タンになるし」

			　そういえば、そうだった。

			　水面に映し出された光景のなかで、使い魔は旋回しながらなにかを探していたようだが……ようやく、視界が安定する。

			　高度が下がる。

			　体操着の少女たちの一団が見えた。ああ、育(いく)芸(げい)館(かん)組を探していたのか。

			　ひとりの少女が顔をあげ、こちらを見る。

			　長月桜だ。彼女が伸ばした槍(やり)の先端に、使い魔が着地する。

			「百合子先輩。左手の戦場で、神兵級が出現との情報」

			　彼女の声が聞こえてきた。おお、音まで通じるのか。いや、周囲の雑音は聞こえないから、フィルター機能まであるのかな？

			「これ、直接会話できるんですか」

			　リーンさんに問いかけてみる。すると、水に映る桜が、少し嬉しそうに目を細めた。

			　いや、ちょっと驚いただけかな？　彼女の場合、普段からあまり表情に変化がないからなあ。

			「カズ先輩、ですか」

			　少しくぐもった桜の声が聞こえてくる。電話みたいだ。どうやら、リーンさんの返答を聞くまでもなく、双方向会話が可能であるらしい。

			「ああ、そうだ。ぼくを含め全員、無事に戻ってきた。きみたちはどうだ」

			「いまのところ、損耗はゼロ」

			　損耗とかいわないで欲しいなあ。そういう覚悟であの地に展開してるんだろうけど。

			「それで、桜さん。神兵級って」

			「まだ情報が交錯……」

			　と、桜が横を向いた。誰かと話し出す。

			「新しい情報。西に展開していた部隊が、メキシュ・グラウ２体と交戦中」

			「マジかよ……」

			　うげえ、あれが２体同時って。この国のひとたちでなんとかなる相手なのかな。

			　いや、連合軍だって精鋭を投入しているはずだ。ひょっとしたら、ぼくたちに匹敵する戦力を保持しているのかもしれない。神兵級をも打倒できるちからがあるのかもしれない。

			「まずいですね。西は全滅ですか」

			　リーンさんがあっさりといった。あ、そんな戦力ないんですね。

			「ぼくたちの出番ってことですか」

			「お願いいたします」

			　ぼくはアリス、ミア、ルシアとうなずきあったあと、立ち上がる。

			　志木さんが「わたしも行くわ」と自分も起立した。

			「別に蛮勇に目覚めてメキシュ・グラウと戦うわけじゃないわ。育(いく)芸(げい)館(かん)組の指揮をとるだけ。わたしが後ろにいた方が、カズくん、あなたも動きやすいでしょう」

			　たいした自信だ。

			　でも実際に彼女が後ろで指示してくれるってだけで、ぼくの心理的な負担はかなり軽くなる。生死にかかわる判断を常に続けるっていうのは、これがなかなかストレスのようなのだ。

			　いやはや、こんなこと気づきたくなかったけどさ……。

			　現に、さっき少し仮眠をとらなきゃいけなかったくらい、ぼくは疲れていたわけだし。レベルアップを重ねて、常人の何倍もタフになってるはずなんだけどなあ。

			「それじゃ、まあ。いってみますか、嵐の寺院」

			　頭のなかでメキシュ・グラウ２体と戦う算段をつけながら、表面上は明るくうなずく。

			　うーん、でもなあ、あんな化け物を２体か……。

			　どうやって戦うか、ちょっと考えないとな。

		

	
		
			第１４０話　雷鳴轟く荒野

			　

			　すみれたちからリュックサックを受け取った。

			　なかには双眼鏡やカメラ、ナイフといった一般的な装備に加え、非常食なども入っているとのことである。特にチョコレート系のお菓子は、残り数少ないながらも、惜しみなく他人に分け与えていい、とのことだ。

			「現地の兵隊さんや指揮官さんとの、ちょっとしたコミュニケーション用よ。上手く使ってくれると嬉しいわ」

			　志木さんがいった。聞けば、昨夜もそうして末端の兵士たちを懐柔していたらしい。

			　ぼくたちも経験したことだけど、甘味の賄賂は強いな。

			　ルシアがお菓子をじーっと見ていたことについては、気づかなかったフリをする。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　いつもの眩暈(めまい)と共にテレポートした先は、湿った不快な風が吹きすさぶ荒野だった。

			　少し、肌寒い。風に乗って、かすかな腐(ふ)臭(しゆう)が漂ってくる。

			　暗雲のもと、北の彼方(かなた)を見渡せば、小高い丘の上に、高い壁に囲まれた建物があった。

			　あれがガル・ヤースの嵐の寺院だ。

			　実際に見ると、なにか得体のしれない威(い)圧(あつ)感(かん)がある。

			　寺院の頭上には、ひときわ黒い雲が立ちこめている。絶え間なく落雷を続けるその雲は、１年を通してずっと、あの場所に留まり続けているのだという。

			　嵐の寺院が強大なマナ・スポットであるからだ。

			　それはこの大陸に穿(うが)たれた、５つの楔(くさび)のひとつである証である。

			　かつて海底にあったというこの大陸を地上に繋ぎ止める、楔(くさび)の神殿だ。

			　世界樹と同様の価値があるかの地は、５年前、モンスターたちの手に落ちた。

			　その後、モンスターたちは、この地の守りを固めたという。彼らにとっても、楔(くさび)の神殿は重要施設なのだ。

			　そのかわり、モンスターはこの地を異形に変化させなかった。

			　汚染できなかったのかもしれない、とリーンさんはいう。楔(くさび)の神殿としてのちからが、異界化を防ぎ止めているのではないかと。

			　ぼくたちは異界化した地を見ていないから、なんともいえない。そのうち、嫌でも見ることになる気がしてならないんだけど……。

			　そういったことは、あとで考えればいいか。

			「ここから北西２キロの地点に育(いく)芸(げい)館(かん)組がいるわ。まずはそこを目指しましょう」

			　志木さんがいう。

			「育(いく)芸(げい)館(かん)組と合流したら、わたしが桜ちゃんと交代するわね」

			「つまり、長月さんをこっちのパーティに入れろってこと？」

			「相手は神兵級が２体なんでしょう。桜ちゃんなら、弾よけくらい務めてくれるわ」

			　冷たい声で、そんなことをいう。

			　ぼくはそれに返答せず、ミアにディフレクション・スペルを使った。ミアがフライを使用し、全員が空に舞い上がる。

			「ちょっと、なにかいいなさいよ」

			「彼女を捨て駒に使う気はないよ」

			「捨て駒になるほど、いまの彼女は弱くないわ。槍(そう)術(じゆつ)はランク７になっているし」

			　え、マジで。どんだけモンスターを倒したんだ……？

			「昨日の深夜にね。森の外縁に入り込んだモンスターを駆除する作戦があったの。彼女は志願でそこに参加して、すごい戦果を挙げたのよ」

			「志願、か……」

			　相変わらず、無茶をする。

			　彼女らしいといえば、彼女らしいけど。

			　モンスター憎しのあまり、先走りまくっているのか。
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			　しかし、槍(そう)術(じゆつ)がランク７か……。

			　どうなんだ、ランク７で神兵級を相手にするのって。

			　昨日、メキシュ・グラウと戦ったときはアリスが槍(そう)術(じゆつ)ランク６、たまきが剣術ランク８だった。アリスではサポートすら厳しかったし、メインアタッカーとなったたまきも苦戦を強いられていたように思う。

			「それでもやっぱり、ぼくたち５人だけで行くよ。だいじょうぶ、厳しいと思ったら撤退するから」

			「わかったわ。育(いく)芸(げい)館(かん)組は、精鋭部隊が寺院に突入したあと、本隊を支援することになる」

			　志木さんは、首から提げた護符をちょっと持ち上げる。

			「あなたたちは、精鋭部隊が寺院内部で苦戦しているようなら、そっちに行ってもらいたいわね。そうじゃなきゃ、外の強敵を削る役目よ」

			「人使いの荒いことで……」

			「最大最強の戦力だもの。使い潰させてもらうわ」

			　互いに顔を見合わせ、肩をすくめる。

			「できれば、余裕を持たせてメキシュ・グラウを始末してね」

			「無茶ぶりだなあ」

			　神兵級がメキシュ・グラウだけとは限らないんだから、指揮官としては当然の判断かもしれないけど……ねえ。

			「過(か)酷(こく)なことをいってるのはわかっているわ。あくまで理想ということよ。危険だと思ったら、容(よう)赦(しや)なく全力で」

			「うん、まあ、それはわかってる。切り札はいくつかあるわけだけど……全部を切るのはヤバいってことだね」

			　どのみち、ぼくたちと異世界の人類軍は一蓮托生だ。この大陸が沈めば、皆、死ぬ。

			　ならどれほど無茶でも、やるべきことをやるしかない、か……。

			　志木さんがぼくの肩をぽん、と叩く。ちょっと前まではぼくに近づくことですら震えていたというのに、たいした回復度合いだ、と思っていると……。

			「この作戦が上手くいったら、ご褒(ほう)美(び)をあげてもいいわよ」

			　志木さんは、にんまりとしてそういった。

			「ご褒(ほう)美(び)って、なんだよ」

			「じつは、カズくんのハーレムに加えて欲しいって、各国の美姫が……」

			「そういうのはノーサンキューで。っていうか、わかっていってるよね」

			　ぼくはこんちくしょうめと彼女を睨(にら)む。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　志木さんに案内された場所には、育(いく)芸(げい)館(かん)組の少女が３人いるだけだった。残りは、北北西から流れてきたモンスターの迎撃に向かったという。

			　メキシュ・グラウが暴れているせいで、そちら側のモンスターを押さえる部隊が壊滅状態に陥(おちい)り、戦線が連鎖的にマズいことになっているとのことである。

			「むう、経験値餌がいっぱい。うらやましい」

			　ミアが呟(つぶや)く。

			「わたしたちも、経験値稼ぎしたいにゃあ」

			「いいたいことはよくわかるけど、育(いく)芸(げい)館(かん)組の子たちを底上げするのも必要なことだろ」

			「ああ、経験値ドロボーしたいんじゃあ」

			　ゲームじゃないんだから、時間もモンスターも有限なのはたしかなんだけどね。

			「みんなの底上げができれば、それだけぼくたちが楽になるんだ」

			「ん。たしかに桜ちんがランク８になってくれると、かなりおおきい」

			　ぼくたちは、ぼくたちにしかできないことをやろう。

			　それが全体の勝利につながる。結果的に、ぼくたちの生存にもつながる。

			「それじゃ、気をつけてね、みんな」

			　志木さんがパーティを外れた。

			　ぼくたちは彼女にうなずき、育(いく)芸(げい)館(かん)組に手を振って、ふたたび空に舞い上がる。

			　なるべく高度は低く取り、敵に発見されないよう注意しながら北西を目指す。

			「ねえ、カズさん。それで、メキ公とどう戦うの？」

			　メキ公いうな。

			　たまき、きみまでミア化するなよ……。

			「あのね、わたしにいい考えがあるわ。わたしが１体を相手にしている間に、残りのみんなでもう１体を相手にするの」

			　唐突に「わたしにいい考えがある」とかいうから、どんなフラグかと思ったけど……。

			「戦力的には、それが妥当、かな」

			　剣術ランク９のたまきは、このなかで唯一、神兵級とタイマンできる可能性を持つ。

			「使い魔覚醒は、なるべく温存よね」

			　彼女のいう通り、使い魔覚醒を使用すればメキシュ・グラウを使い魔１体で相手にできるかもしれない。でも志木さんのいう通り、戦力は温存させることが望ましい。

			　ぼくたちには現在、切り札がふたつある。

			　ぼくの使い魔覚醒と、ルシアの魔力解放だ。

			「使い魔覚醒と魔力解放のどちらかは、ここで切るよ」

			「え、でも」

			「切り札を切らなくてもメキシュ・グラウを倒せるかもしれないけど、危険度が上がるし、なにより時間がかかる。できれば、神兵級との戦いはさっさと終わらせたい」

			　戦場がここだけとは限らない。もしかしたら、高等部組が応援に行っているロウンの地底神殿にも援軍が必要となるかもしれないのだ。

			　いまここで迅(じん)速(そく)な対応を取ることは、全作戦を成功に導くためにも貢献する可能性が高い。

			「でも、高等部にはニンジャがいるよ？」

			「ニンジャは万能じゃないよ。それに、啓子さんはボス戦で頼れない」

			「あ、そっか……武器スキルがないから」

			　たまきがここまできちんとした作戦を立ててくれるなんて……ぼくはきみの成長が嬉しいよ。

			　思わず、たまきの頭を撫(な)でた。

			「どのみち、きみがいちばん強いやつと当たることになる。頼りにしているぞ」

			「うん、がんばるわ！」

			　たまきは、えへらと笑った。なんともしまりのない笑顔だが、しかし彼女は、これで最高に頼れる仲間なのだ。

			「じゃあ、カズっち、どっちの札を切る？」

			「確実に敵を倒すなら、やっぱり使い魔覚醒だろうな」

			　１体のメキシュ・グラウを幻狼王シャ・ラウの使い魔覚醒で押さえている間に、残る全員でもって、もう１体を潰す。

			　たまきとアリスが前衛に立ち、ミアとルシアが押し込めば、いくらあの化け物だって、そう長くは保たないだろう。

			　１体目を倒したあとは、残る１体をじっくりと潰すだけだ。

			　おそらく、これがいちばん確実性の高い作戦である。ルシアの魔力解放は、彼女の身体に強い負荷をかけるみたいだし……。

			　でも、それは後々の戦術の幅を狭める選択だ。

			　ぼくのＭＰとルシアのＭＰ、どちらを残すことが今後の選択肢の数に繋がるか。

			　そんなもの、考えずとも明らかだった。

			「ルシア。最大で魔力解放を撃ってもらえるか」

			「はい、わかりました」

			　ルシアは間髪いれず、うなずいた。なんだか少し、やる気に満ちているように思える。実際、彼女はそうとうな覚悟をもって、この戦いに臨んでいるんだとは思うけど。

			「カズさん、それでいいんですか」

			　アリスが心配そうにいう。

			「遠距離からの砲撃で、確実にダメージを与える。１発じゃ倒すことはできないかもしれないから、叶うなら２発目も頼む。それできみのＭＰは尽きるかもしれないけど……」

			「それがいちばん素早く、メキシュ・グラウを片づける方法ということですね」

			　ルシアのその言葉が、すべてだった。

			　メキシュ・グラウは遠距離攻撃型かつ範囲攻撃型のモンスターだ。そんな相手の懐にいきなり飛び込むのはリスクが高く、場合によっては長期戦にもつれこむ恐れすらある。

			　それよりは、遠距離で相手を崩し、否応なく相手が近接戦闘に持ち込ませるようしむける方がずっと楽に戦えるだろう。

			　前回のメキシュ・グラウ戦では、初めてのモンスターということもあり、相手の土俵に持ち込まれないことを注意して戦った。

			　今回は逆に、相手の得意な手を潰して、不得手な戦いを強いる。

			　それはぼくたちが大幅に強くなったから、強者となったから可能となった戦法だ。

			　自分の土俵で相撲を取ることができるなら、それがいちばんいい。

			「幸い、メキシュ・グラウはいま残兵の掃(そう)討(とう)に気を取られているそうだ。ぼくたちはこのまま低空飛行し、ルシアの攻撃魔法の間合いまで隠(おん)密(みつ)理に接近する」

			　ぼくは告げる。

			　皆がちから強くうなずく。

		

	
		
			第１４１話　２体の神兵級１

			　

			　志木さんたちと別れたあと、ぼくたち５人は寺院を２時の方向に見ながら飛び続けた。

			　暗雲立ち込める、見渡す限りの荒野だ。いまは低空飛行しているから、行く手に立ちふさがる丘に視界が遮(さえぎ)られ、先の景色が見えない。

			　その丘の向こう側の空が、一瞬、赤く染まる。

			　直後、左手奥で連続した爆発。

			　数秒後、強い風がぼくたちを襲う。

			　爆風だ。わかっていたから、体勢を崩すことはなかった。そのまま飛び続ける。

			「メキシュ・グラウの位置がわかったな」

			「ん。いまの、間違いなくあいつらのファイアビーム」

			　ファイアビームいうな。それ、弓から放つ炎の矢、邪炎撃のことだろ。

			　メキシュ・グラウが、この丘の先で暴れているのだ。

			　兵士たちは必死の抵抗を続けているのか。

			　あるいはすでに潰走状態で、あの化け物たちが掃(そう)討(とう)しているだけなのか。

			　いずれにしても、囮(おとり)に気を取られているいまがチャンスだ。

			「兵隊さんたちを、助けないと……っ」

			　ぼくはそう呟(つぶや)くアリスの肩に手を置き、首を振る。

			「アリス。きみは、ぼくたちを守ることを第一に考えて欲しい」

			「で、でもっ」

			「きみがやさしい子なのは、みんなが知っている。でもね、優先順位をつけよう。まず、ぼくの命令が絶対だ。誰の命を救うのも、見捨てるのも、ぼくが決める。いいね」

			　これは絶対の決めごとだ。

			　ひとの命の価値を決める権利も、責任も、すべてリーダーたるぼくのものである。

			　アリス、それに心配そうにこちらを振り返るたまき。きみたちには、責任の欠片たりとも渡してやらない。だから、見知らぬ友軍に対して無駄な慈(じ)悲(ひ)など見せてやらないでくれ。

			　そんな思いで、愛する少女を見つめる。

			　アリスが「でも」といいかけ、しかしすぐ押し黙った。緊張した面持ちでうなずく。

			　ぼくは笑って、彼女から離れた。

			　かわりにルシアが寄ってくる。

			「わかりあっていますね、あなたがたは」

			「お互いに熱愛中なので」

			「その論ですと、優秀な指揮官と部下は皆、恋愛関係になりませんか」

			　ぼくは思わず、屈強な男同士が抱き合う姿を思い浮かべてしまった。

			　………。

			　ごめんなさい、ぼくが間違っていました。

			「ん。ホモホモしい」

			　きみは余計なことをいうな！

			「ぼくとアリスは、初日からずっと戦ってきたから。殺したモンスターの数なら、相当なものだと思う」

			「そうですね。あなたがたの時間は、１日、１日は、とても濃密だったのですから」

			「ルシア、きみとももうこうして、丸１日近くを共に過ごしている」

			「はい。共にいる時間が増えるほど、いっそう感じます。あなたがた４人の間に存在する、その……強い繋がりを」

			　そうだろうな、とぼくは思った。特に１日目と２日目は、いろいろなことがありすぎた。

			　ルシアは、そんなぼくたちをどう思っているのだろう。

			　少し、考えてみなきゃいけないかもしれない。

			　ぼくは首を振る。でも、それはあとでいい。

			「見えた」

			　自分ひとりにグレーター・インヴィジビリティをかけ、少し高度を上げたミアが叫ぶ。

			「前方、何キロかわからないけどその先の丘を越えて少し先。兵隊が逃げまどっていて、メキたんが走っていってそれを踏みつぶす感じ」

			　メキたんいうな。

			　状況は、おおむね予想通りか。ひとつの軍隊がたったの２体を相手に壊滅しているというのは、なんともひどいものだが……。

			　メキシュ・グラウは、おそらく対軍用のモンスターだ。少数で多数を蹂(じゆう)躙(りん)するために存在するような存在である。一般兵をぶつけるのが愚策なのだ。

			　問題は、それでも一般兵をぶつけるしかなかった各国連合軍の層の薄さであろう。

			　ぼくたちがいなければ、このまま壊滅するに任せるしかなかった。

			　それでもいい、と考えたのか。

			　連合軍の本命は、寺院内部への突入部隊なのだ。

			　メキシュ・グラウほど巨大なモンスターだと、寺院のなかに入ることができない。

			　主戦場が寺院内部に移ってしまえば、メキシュ・グラウは遊兵となる。ならば時間稼ぎの生(いけ)贄(にえ)をあてがってしまえばいい。

			　ぼくたちが来る前なら、そういう判断になるのだろう。

			　兵士たちには気の毒だが、今日の作戦に失敗すれば大陸そのものが終わる。ぼくたち全員が死ぬ。

			「ルシア」

			　ぼくは横を飛ぶ少女にいくつか指示を出す。

			「危険そうだったら、作戦は中断だ。総力戦で潰す」

			「はい」

			　丘を越えれば戦闘開始だ。ここから先は、いっそうの迅(じん)速(そく)さが勝利の鍵(かぎ)となる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　前回の戦いから判断して、メキシュ・グラウの感知方式は、視覚と超視覚だろう。

			　煙のなかまで見通せる感じではなかったように思う。

			　グレーター・インヴィジビリティは試していないが、どうせ神兵級にそんなものが効くとは思っていない。

			　しかし我らが頼もしき使い魔、幻狼王シャ・ラウによれば、超視覚には距離の制限があるらしい。

			　おそらくは30メートルか、あるいは優秀なモンスターでその倍程度か。

			　火魔法は射程距離が長い。超視覚の範囲外から一撃を与えられる。

			　だから、１００メートルの地点までグレーター・インヴィジビリティで近づき、魔力解放を最大倍率で使ってもらう。

			　使う魔法は、対単体攻撃力を重視し、フレイム・カッターだ。

			　ランク８のこの魔法は、炎に包まれた刃を生み出す。マナの刃は、あらゆるものを溶解し、断ち切るのだ。……たぶん。

			　ただこの魔法、ほかと違って術者が狙いをつけ、射出する必要がある。

			　いわば弩弓のようなシステムらしい。

			　幸いなことに、ルシアは弓も扱えるとのことだった。白い部屋で弓を召喚し試させてみたところ、あの部屋の端から端までなら、爪楊枝にすらも命中させてみせた。

			　ルシアがいうには、１００メートル以内ならほぼ百発百中であるという。

			　ならば彼女にとって自信がある、その１００メートルの距離から放ってもらおう。

			　丘の頂付近で、いちどストップ。

			　まずはルシアにディフレクション・スペルをかける。

			　ルシアがレジスト・ファイアを拡大し、パーティ全体にかけた。

			　これはあくまで、保険だ。改めてミアにディフレクション・スペルをかける。ミアが、パーティ全体に拡大されたグレーター・インヴィジビリティを使った。

			　全員が透明になった、はずだ。シー・インヴィジビリティをかけているぼく以外にとっては、互いが消えて見えているはず。

			「参ります」

			　姿が消えた直後、ルシアが全力で飛び出す。

			「こっちもいこう」

			　ぼくは、たまきとアリスの手を取った。ミアが後ろから首に抱きついてくる。

			　４人、固まってルシアのあとを追いかける。

			　彼方(かなた)で大暴れする２体のケンタウロス型モンスターは、まだかなり距離があるのに、その巨体のせいでかなり近くに見える。

			　メキシュ・グラウ。昨日はひどく苦戦した、神兵級モンスター。

			　それが、２体。

			　１体が、弓を構える。ぼくたちから見て10時から８時の方向に逃げる１００人程度の兵士たちめがけ、炎の矢、邪炎撃を放つ。

			　左手で、おおきな爆発。ワンタイミング置いて、爆風が襲ってくる。ルシアは巧妙にバランスをとって、それをやり過ごす。

			　ぼくたちは少し、体勢を崩した。ミアが「ん」とぼくの首を絞める手にちからを入れ、動く方角を指先で指し示す。

			　彼女のいう通り飛ぶと、なぜか楽に飛べた。

			「気流の隙間みたいなものがある」

			「すごいな。見えるのか」

			「もちろん見えない。こういうのは、経験」

			「飛行時間なんて、ぼくたち全員、ほとんど同じだろ」

			「ゲームで！」

			　きっと、ぼくの背中でドヤ顔をしているんだろうなあ。

			　でも、正直いって助かる。

			　ぼくたちの飛行速度は、およそ時速60キロというところだろう。

			　一般道の法定速度なんだから、速いといえば速い。

			　己の身ひとつで飛んでいるぼくからすると、むちゃくちゃな速度で周囲の景色が流れている。

			　丘からメキシュ・グラウまでの距離がおよそ５キロとして、時速60キロで飛べば、かかる時間はたったの５分。

			　グレーター・インヴィジビリティの効果時間は８分だから、余裕で間に合う計算だ。

			　距離を詰めるうち、惨劇の様子が見えてくる。

			　あちこち、クレーターだらけだった。兵士たちの死骸が散乱している。

			　生きている人々にも、五体満足な者は少ない。

			　数少ない弓手たち、魔術師たちが弓や攻撃魔法を飛ばすものの、反撃の炎の矢や突進によって、またたく間に蹴(け)散(ち)らされる。

			　阿(あ)鼻(び)叫(きよう)喚(かん)の地(じ)獄(ごく)絵図だ。

			「まずいな、下手に魔法を撃てば味方を巻きこむか……」

			「ん。ルシアを止める？」

			　わずかに考え、「いや」と首を振る。

			「彼らは必要な犠(ぎ)牲(せい)だ」

			「そだね」

			　ここでメキシュ・グラウの殲(せん)滅(めつ)をためらえば、いっそうの被害を出す。

			　結果的に作戦の成否を危うくするかもしれない。ぼくたちに、そんな悠長なことをしている暇はない。

			　ルシアもそれはよく理解しているのだろう。ちょうど１００メートルの距離で立ち止まり、ちからを貯める。

			　魔力解放の準備だ。

			　幸いにして、そのタイミングでメキシュ・グラウの１体が動きを止める。よし、あいつにぶっぱなせば……。

			　と。そのケンタウロス型巨大モンスターが、こちらを振り向いた。

			　げっ、気づかれた？

			「もしかして、マナを探知する……とか？」

			　ミアが呟(つぶや)く。

			　おい、そういう可能性は先にいえよ！　っていま議論しても仕方がない。

			「ルシア、逃げろ！」

			　飛行中のぼくは、全力で彼女との距離を詰めながら叫ぶ。

			　だがルシアは、メキシュ・グラウの方を向いたまま、微動だにしない。

			　彼女の周囲でマナの風が巻きあがる。魔法の発動態勢だ。

			　あんにゃろめ、相打ちになっても仕留める気だな。

			　忘れていた。彼女は、故郷をモンスターに滅ぼされた、亡国の王女なのだ。

			　メキシュ・グラウがぼくたちに向かって弓を構え、邪炎撃を放つ。

			　ルシアへの直撃コースだ。ほぼ同時に、ルシアが膨大なマナを解放する。

			「フレイム・カッター」

			　巨大な炎の刃が放たれる。

			　炎の刃と炎の矢が、真っ向から衝(しよう)突(とつ)した。

			　耳を聾する爆発が起こる。
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			第１４２話　２体の神兵級２

			　

			　ひときわ強烈な爆風が、ぼくたちを襲う。

			　いちばん手前にいたルシアが派手に吹き飛ばされ、宙を舞った。

			　彼女は、木の葉のようにその身を翻弄されながら、空中で器用に体勢を整えてみせる。

			　わずかの時を経て、炎の矢の爆風がぼくたちのもとに届く。

			　こうなることを予期していたぼくは、あらかじめ地面に降り立っている。とはいえ衝(しよう)撃(げき)波(は)は圧倒的で、吹き飛ばされないようにするのが精いっぱいだから……。

			「ミア、ぼくたちにグラビティだ」

			「ん。グラビティ」

			　ぼくのまわりに、高重力空間が出現する。４人の体重が増す。背中から圧し掛かってくるミアが、ひどく重くなる。

			　ぼくはカエルが潰されるような声をあげ、呻(うめ)いた。

			「や、やばい、骨、マジやばい」

			　ミアが「わっ、しまった」と呟(つぶや)いているけど……。

			　彼女が能動的に解除したのか、すぐにグラビティは切れる。

			　そのころには、爆発の衝(しよう)撃(げき)波(は)は通り抜けていた。

			　顔をあげる。爆風が晴れて、２体のメキシュ・グラウが姿を見せる。

			　そのうち１体は、ひどく傷ついていた。火の矢よりルシアの10倍魔法の方が強力だったのだろう。馬部の横っ腹に喰らったのか、前脚を膝立ちにして、苦しそうに呻(うめ)いている。

			　しかし上半身は無事だ。そいつは弓に矢をつがえ……。

			　その前に、空中のルシアが２発目の魔法を発動させる。ルシアは１発目でケリがつくなんてこれっぽっちも思っちゃいなかった。

			　最初から、この２発目を狙っていた。

			「フレイム・カッター」

			　ふたたび、巨大な炎の刃が放たれる。

			　その一撃は、負傷したメキシュ・グラウの首を一撃で切断し、彼方(かなた)へと消えていく。遠く遠く、地平線の向こう側で、爆発。

			　派手にきのこ雲があがる。

			　同時に、ぼくはレベルアップの音を聞いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋。今回レベルアップしたのは、アリス以外の全員だ。

			　メキシュ・グラウはレベル40以上だから、当然だろう。

			　で、そのメキシュ・グラウをほぼひとりで倒した当人だが……。

			　ルシアは床にばたりと倒れる。滝のように汗をかいていた。苦しそうに喘ぎ、胸を上下させている。

			　魔力解放は、身体に強い負荷をかける。それを２連発など、どんな副作用があってもおかしくなかった。

			　自分が命じておいてなんだけど……いや、ぼくは相打ち覚悟でぶっぱなせ、とまではいってないぞ！

			　アリスたちは、なぜかぼうっとしている。

			　あ、そうか、まだグレーター・インヴィジビリティの効果時間が切れていないから……。

			「アリス、ちょっとこっちに」

			「は、はい、カズさん」

			　アリスに倒れているルシアに触らせて、治(ち)療(りよう)魔法のランク３、ディスペルを使わせる。

			　持続型の魔法を解除させる魔法だ。本来は対象を指定する必要があるのだが、今回は対象が見えないため、わざわざ触ってもらった。

			　この魔法によって、苦(く)悶(もん)するルシアがその姿を現す。

			「ルシアさん！」

			　アリスは慌てて、いろいろ魔法をかけてやっている。介抱の甲斐あって、ルシアは少し楽になったようだ。でも、まだしゃべれるような状態ではなさそうか。

			　ルシアは激しく咳をした。ぼくは水筒の水をコップに移し、飲ませてやろうとする。

			　でも彼女は、少し飲んで、吐き出してしまった。

			「ん。これはもう、口移ししかない」

			「おまえはほんと、ブレないよな」

			「自分が同じ目にあっても、同じこという自信アリ」

			　なぜか胸を張るミア。どうやらグレーター・インヴィジビリティは切れたようだ。

			　それはさておき……。

			「ええと、カズさん、お願いが」

			「なんだ、アリス」

			「ルシアさんの服を脱がせて楽にしますので、その、後ろを向いていてください」

			　あ、はい。

			　ぼくはおとなしく背中を向けた。衣ずれの音が妄想をかきたてる。

			「ん。ほうほう、これは、なかなかのおっぱい……っ」

			　ミアが余計なことをぶつぶついっていたので、こっちにこい、と手を引っ張り、あぐらをかいたぼくの膝に座らせた。

			「おとなしくしてろ」

			「おお、これはＶＩＰ席。カズっちに、わたしをイタズラする権利をやろう」

			　じゃあ遠慮なく、とぼくは両手でミアの頬を引っ張った。

			　びよーん。ぐにぐに、と揉(も)みしだく。

			「いひゃい、いひゃい」

			「いいかー、ミア。これが普段、きみが光の民にしてることだぞー。リーンさんの好意に甘えるなよー」

			　適当にいじめ倒したところで、ぱっと手を離す。ミアは涙目でぼくを見上げ……。

			「これはこれで、プレイとして、なかなか」

			「しまった、こいつ真性のＭだった」

			　ぼくは敗北感でいっぱいになる。

			「あのさー、カズさん。ちょっと静かにしよーよ！」

			　しかも、たまきに叱られた。彼女はアリスといっしょにルシアの介抱をしているみたいだ。

			　猛省する。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　小１時間ほどが経過した。

			　ようやく落ち着いたルシアが、着衣を正したところで、振り向く。まだ少し上気した顔が、なんだか色っぽかった。

			　と思ったら、ミアが「ふむふむ」と膝の間からぼくを見上げてきた。

			　き、きさま、いつまでそこに居座るつもりだ。

			「ルシアって、ちょっとしたしぐさがエロいよね」

			「余計なことはいわないでいい」

			　ミアの頭をポカリとする。

			　顔をあげれば、アリスとたまきがジト目になっていた。

			　ルシアがくすりとする。なんだか少し肩のちからが抜けて、心の底から笑っているようだった。いまはとりつくろう余裕もないということか。

			　普段はぼくたちの前ですら、仮面をかぶったように表情の変化が少ないというのに。

			　つまりそれは、彼女がまだ、ぼくたちに完全には心を許してくれていないということなんだろう。少しだけ寂(さび)しい。

			　まあ、それはそれとして。

			　ぼくはミアを抱えあげて横に放り出したあと、あぐらをかいたまま、ずいと前進する。

			　お嬢さま座りするルシアに近づく。

			　ルシアが、少し驚いて身をのけぞらせた。おかげで胸もとのラインが強調されて……。

			　いや、それはいいんだ。汗をかいた彼女から漂ってくる甘い匂いが……。

			　いや、それもいいんだ。

			「ルシア。きみに聞きたいことがある。どうして強引に仕留めにいった」

			「それが最善の手段と判断しました。わたくしの２発目で確実に倒さなければ、苦戦は免(まぬが)れなかったでしょう」

			　ルシアはまっすぐ行動した。たしかに的確な判断だと思う。肉を斬らせて骨を断つ、勇敢な一手だったと思う。

			　でも。

			「ぼくは、そんなことを命じていない。ぼくのオーダーは、危険そうだったら作戦変更、だったはずだ」

			「可能であると判断しました。失敗の危険は少ないと」

			　彼女は、ぼくの指示を誤解しているのか？

			　いや、違う。彼女は聡明だ。ぼくの命令をわざと曲解したのである。そうまでしてでも、意地を貫(つらぬ)きたかった。

			　ようやく気づく。普段から感情表現の少ないこの少女は、たいへんな頑固者なのだ。

			　ぼくは、膝と膝を突き合わせるくらい近くまでルシアに寄り添った。鼻と鼻がくっつくほど近くで、彼女の真紅の双(そう)眸(ぼう)を覗き込む。

			「ぼくのオーダーは、『ルシアの身が危険に晒(さら)されたら作戦変更』だ。まさか、誤解したとはいわせないよ」

			「わたくしは……」

			「ぼくの信頼が、きみにわからないはず、ないよね」

			　透き通ったルビーのような瞳(ひとみ)が、身じろぎするように揺れた。感情を押し隠すことが得意な彼女が示した、わずかな動揺。

			　ぼくはそれが、少しだけ嬉しかった。

			　いまの言葉にダメージを受けたということは、それだけ彼女が、ぼくたちに想いを寄せているということだから。

			　そう、多少なりとも、彼女はぼくたちを仲間だと思ってくれている。

			　なら、間違いは正さなきゃいけない。かつてぼくが、ちょっとした隠しごとをしたせいで、ほんの少しためらったせいで、アリスの身を危うくしたように。

			　彼女の猪突猛進は、いつかぼくたちを危機に陥(おとしい)れる。

			　それはきっと、奥底からわきあがる感情から来るものだ。ぼくにとって、それはアリスに対する見栄と、志木さんに対する怒りだった。

			　ルシアのそれは、おそらく……。

			「きみは、あまりにもモンスターを憎悪している。刺し違えてでも倒したいと思うほどに」

			「はい」

			　少女はためらいなく、うなずく。

			　いや、違った。ルシアは目線を切って、下を向く。

			「申し訳ありません。わたくしは、自分の感情を思いのほか軽んじていたようです」

			「それは……どういうこと」

			「これほど憎悪に身を焦がし、われを忘れてしまうなど……恥ずべきことです。罰は、いかようにも」

			　なるほど、理解した。彼女の高い知性が、感情に流されたことにひどい羞恥を覚えている。どうして暴走したのか、そのことについてごまかそうとしたのも、そういうことなのだろう。

			　人々を率いる者として育てられた彼女にとって、理に合わぬ行動を取ったという自覚は、その迂(う)闊(かつ)は、きっとぼくが想像する以上に恥ずべきことなのだ。

			　彼女は自分のミスに気づいている。反省している。

			　なら、ぼくがするべきことは……。

			「ん。罰として、ルシアちんはカズっちの前でストリップ」

			「たまき、アリス。ミアにお仕置き」

			「はい！」

			「任せて、カズさん！」

			　余計なことをいったミアを、アリスが素早く拘(こう)束(そく)する。はがいじめにして、「さあ、たまきちゃん」とアグレッシブにけしかける。

			　たまきが正面から近づき、腋をくすぐる。

			　ミアは、笑いながら泣いた。あっちはしばらく放置しよう。

			　さて、ミソがついたけど……。

			　ルシアに向き直る。エルフの少女は、胸もとに手を当て、おそるおそるという様子でぼくを見上げた。

			「あの、その。わたくしの身体などで罰になるのでしたら……」

			「そういうのは、いらないから。ああ、でも」

			　ぼくはルシアの首後ろに両手をまわし、軽く抱きしめた。

			　彼女が驚きで呼吸を止めたのがわかる。

			　抱擁は一瞬、ぼくの心が欲望に支配されないうちに身を離す。

			　ああ、っていうか危なかった。だってルシアってば、甘い匂いがして、それでもって彼女の胸って、予想よりずっと……。

			　いや、だからそれはいいんだ。

			「あ、あの」

			「きみは、ぼくの仲間だ。ぼくたちの仲間だ」

			　頬を染めるルシアに、そういってのける。少し気恥ずかしいけど、でも彼女には、言葉で伝えなきゃいけない。

			　何度も何度も、伝えていかなきゃいけない。

			「だから、ルシア。きみが失敗しても、ミスしても、ぼくたちに隠さないでくれ。それはぼくたちみんなで取り返す失点なんだから。ぼくたちは、いま負けてもいいし、逃げてもいい。最後に勝っていればいい」

			　ルシアは息を呑んで、ぼくをじっと見つめる。それから……泣きそうな顔になって。

			「はい」

			　ちいさく、そううなずく。

		

	
		
			第１４３話　２体の神兵級３

			　

			　さて、ルシアの薄紅色の唇を見ているとなんだかイケナイ気持ちになってくるので、彼女からそっと視線を外す。

			　まだミアをくすぐっていたたまきを止める。ぜえぜえと荒い息をつき、ぐったりするミア。

			「ん……。こ、これはこれで……」

			「おまえほんとすごいな」

			「カズさん、さすがに疲れたよう」

			　えらい、えらいとたまきとアリスの頭を撫(な)でてやる。全員が落ちついたところで、改めて車座になって座る。

			　ルシアのおなかが、かわいらしい音を立てた。

			「打ち合わせの前に、軽く食べるか」

			「はい！」

			　元気よくうなずかれる。えー、まー、たいへん感情豊かで結構なことですね。

			　ルシアは、当然の権利だといわんばかりに、クールな口調に戻ってケーキを所望する。

			　健啖な食欲を発揮されるお姫さまに負けじと、アリスたちもこれに参戦。

			　いいけどね、ここでいくら食べたって、もとの場所に戻ったら消えてるわけだし。

			　で、おなかがいっぱいになった彼女たちだけども。

			　今度は眠くなった様子で、あくびを始める。

			　仕方がない、かなあ。

			「まずはお昼寝して、会議はそのあとにしよう」

			　いちおうサモン・クロースなどを使用して、シュラフと布を大量召喚する。ふかふかのその上で横になった。

			　なぜか、ルシアも含めた全員がぼくのまわりに集まってきていた。

			「友と、仲間と、家族と円になって寝るという行為に、多少の憧れを抱いていました」

			　聞けば、光の民の大家族は、木のうろの家でそうして寝るのだという。

			　室内が丸いから、なのかなあ。ところ変われば文化も変わるものなのか。

			　そしてルシアは、これまで、家族の絆というものを持たなかったらしい。

			　兵器として彼女をつくり育てたのが両親なのであるから、当然だろう。

			　彼女には仲間も、友といえる者も、ほとんどいなかった。

			　祖国を滅ぼされ、逃げ込んだ先の世界樹で、リーンさんと出会って……彼女が唯一、親友と呼べる存在になった。それでも、リーンさんは一族の長だ。気軽に添い寝をする、というわけにもいかないとのことで……。

			「せっかくだから、それ、やってみよう」

			　ルシアの提案に従い、光の民式に、互いの頭をつきあわせて放射状に横になる。互いの呼吸音が、耳もとで聞こえてくる。甘い匂いも、漂ってくる。

			「少しドキドキして、落ち着きません」

			　反対側に寝っ転がるルシアが、少しいたずらっぽい口調で、そんなことをいってくれた。

			　はい、ぼくもドキドキします。

			　アリスとたまきとミアは、速攻で寝息を立てておりますが。

			　普段、最後まで起きているミアがぐっすりなのは、さっきさんざん、騒いだからか。

			　騒がせたのは、ぼくだけど。

			　それとも、そうとうに疲れていたのか。

			　そういえば、さっきの休憩時、ミアとルシアはお昼寝してないんだよなあ。無理にでも休ませるべきだったのかもしれない。今後の課題としよう。

			「カズ……と呼び捨てにして、いいですか」

			「えーと、ああ、うん、構わないけど。ぼくもきみのこと、呼び捨てだし」

			　ルシアは「ありがとう」と感慨深げにいった。

			「カズ。ふたつ、聞きたいことがあります」

			「なんでもいってくれ」

			「あなたは、どうして復讐にはやる気持ちを静めることができたのですか」

			　なるほど、彼女はぼくの過去を聞いて、そこが不思議だったのか。なんのことはない、実際のところぼくの心は過去のトラウマで引き裂かれそうだった。

			　何度も迷って、何度も間違いそうになった。

			　それでも、最終的にぼくを導いてくれたのは……。

			　左右を見る。アリス、たまき、ミア。

			「ぼくには信頼できる仲間が……彼女たちがいたから。言葉と態度と、それ以上の信頼を、彼女たちが見せてくれた。ぼくはなにも優れたところのない凡人だけど、彼女たちが支えてくれたから、能力以上のちからを出せた」

			「そう、ですか」

			　ルシアはため息を吐きだす。

			　頭が、もそもそと動く。横を向けば、ルシアの顔がすぐ目の前にあった。

			　横を向いたルシアは、蒼(あお)い瞳(ひとみ)でぼくを見つめている。視線が交わる。

			「カズ。あなたは、凡人ではないと考えます。あるいは平時においては凡才であっても、非常時においてはこの上もなくタフなリーダーであると」

			「そうなのかな。……うん、この３日、４日でずいぶん鍛えられたのは否定しないけど」

			　ルシアは「はい」とうなずく。

			「わたくしも、カズのようにできるでしょうか」

			　ぼくは、ルシアの額に己の額を軽くぶつけた。こつん、といい音がする。

			「ぼくがいる。ううん、ぼくたちがいるから。いまのきみは、ひとりじゃない」

			「はい」

			「苦しくなったら、いつでも吐き出してくれていい」

			「はい。そのときは、必ず」

			「別に、それがいまでもいいんだけど」

			　ルシアは目線を切り、しばし上を向いて沈黙した。

			　ゆっくりと首を振る。もういちど、ぼくの方を向く。

			「ここでの戦いが終わったあとにでも」

			　ぼくは、うなずく。ルシアが手をのばして、ぼくの顔を両手で押さえた。

			　身を乗り出してくる。額に、そっと口づけされた。

			　たぶんこれは、恋人のキスじゃない。親愛の情。でも、なんだかすごく、ドキドキした。

			　困ったことに、胸が苦しかった。
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			◆　◆　◆

			　

			　どれくらい時間が経っただろうか。

			　ぼくは目を醒ます。

			　耳もとで鳴る、少女のすきっ腹の音で。

			「申し訳ありません」

			　見上げれば、足を少し崩したルシアが、膝をぼくのそばに置いて座っていた。スカートの下が見えそうだったので、意識して視線をほかにずらし、立ち上がる。

			　少しよろめいた。ルシアがぼくの肩を押さえて、支えてくれた。

			　密着した拍子に、彼女の体臭を嗅いだ。

			「だいじょうぶですか」

			「ああ、うん、ちょっと寝すぎた……かな」

			　寝る前に食べたばっかりだったはずなのに、お腹がすくほど寝ていたなんて……。

			　と時計を見れば、なんと12時間近く経っていた。

			　うわあ、なんて贅(ぜい)沢(たく)な時間の使い方だ。こんなの白い部屋じゃないとできやしない。

			「この部屋じゃトイレを催すことがないから、時計がないと時間の経過に気づけないな……」

			「出そうと思えば出るけどねー」

			　たまきが呑(のん)気(き)にいう。うん、そうなんだよな、出そうと思えば。

			　本当、不思議な空間である。

			　それはともかく。今度は寝てしまわないよう、適度に食事をとったあと、会議に入る。

			　議題は、今後のこと。そしてレベルアップのこと。

			「ぼくはスキルポイントが６になるから、付(ふ)与(よ)魔法を６にする。たまきは肉体を４に、ミアとルシアはそれぞれ風魔法と火魔法を９に、だね」

			　すでに育成方針は定まっているけど、いちおう全員に確認をとった。

			　皆がうなずく。まあ、これはいい。

			「もとの場所に戻ったら、ルシア、きみはすみやかにアリスに治(ち)療(りよう)されること。で、後方に下がる。いいね」

			「はい。おそらくもう、わたくしは戦えません。ついていっても、邪魔になるだけでしょう」

			　魔力解放の最大を２連発。それはものすごい火力を発揮したが、代償もおおきかった。

			　ルシアという戦力は、しばらく使いものにならない。

			　しばらく、といってもさきほどの介抱の具合からして、夕方までくらいだろうか。無理をすればもうちょっと頑張れる……かな。

			　あまり無理をして欲しくないけど。でも、ひとひとりの身体が壊れたとしても、それで勝利をつかめるというのなら……。

			　リーンさんは、いまやランク９、最強の火魔法の使い手となった彼女の投入をためらわないだろう。

			　彼女は為(い)政(せい)者(しや)だ。相手がたとえ親友だとしても、いや親友だからこそ、情を捨てて実を取ろうとするに違いない。

			　そんな人物だからこそ、きっと志木さんは、リーンさんに背中を預け、前に出た。

			「次の戦いまでに、じっくりと身体を休めてくれ」

			　いまこの部屋では平然としているけれど、それは白い部屋のなかで１日近い時間が経過しているからだ。

			　もとの場所に戻れば、ルシアはぼろぼろの状態に戻る。

			「アリス、ルシアを任せる。丘の陰に彼女を隠して、すぐ戻ってくれ」

			「は、はいっ」

			「たまきとミアは、残る１体のメキシュ・グラウと交戦だ。ミア、たまきと共に距離を詰めろ。アリスが来るまで、粘ってくれ」

			「ん。別に倒してしまっても……」

			「いいよ」

			　台詞を横取りされ、ミアはぷうとむくれた。

			「最近、カズっちがいじわるばっかり」

			「きみはいい加減、自分の行いを省みろ！」

			「わかっちゃいるけど、やめられない」

			　ミアの年齢詐称疑惑が止まらない。

			「志木さんはああいったけど、次があるからって、あせらないこと。ぼくたちは、まず確実に神兵級を潰すことを考えよう」

			　ぼくたちは細かい確認を重ねる。今後の展開についても、いろいろと考察する。

			　ぼくとミアを中心にして、戦術を練る。

			　ここでメモして外でも使えるノートを買う手もあるけれど、戦闘中にメモを確認していては致(ち)命(めい)傷(しよう)になる。それよりは、自分たちの記憶を信用した方がいい。

			「それじゃ、いくぞ」

			　全員に確認をとり、エンターキーを叩く。白い部屋を出る。

			　

			　　和久：レベル33　付(ふ)与(よ)魔法５→６／召喚魔法９　スキルポイント６→０

			　たまき：レベル28　剣術９／肉体３→４　スキルポイント５→１

			　　ミア：レベル28　地魔法４／風魔法８→９　スキルポイント10→１

			　ルシア：レベル23　火魔法８→９　スキルポイント10→１

		

	
		
			第１４４話　２体の神兵級４

			　

			　ぼくたちは、砂煙が舞う戦場に戻ってきた。

			　砂嵐と業火が荒れ狂う、嵐の神殿左手の荒野だ。

			　虚脱状態のルシアが、空中10メートルほどの地点に浮かんでいる。

			　まだグレーター・インヴィジビリティがかかったままだから、このままではアリスが助けにいけない。

			　だからぼくは、皆と手を繋いだまま彼女のもとに飛んでいき、ミアをルシアの肩に触れさせる。

			「彼女のグレーター・インヴィジビリティを解除してくれ」

			「りょーかい」

			　サイレンスやインヴィジビリティのような持続型の魔法は、一部の例外を除き、使用者が対象に触れることで任意に解除することが可能である。

			　ルシアのグレーター・インヴィジビリティが解除され、彼女の姿が視認できるようになった。すぐさまアリスが空中の彼女を支え、治(ち)療(りよう)魔法をかける。

			　ミアは順番にグレーター・インヴィジビリティを解除していく。ほどなく、全員が互いの姿を視認できるようになった。

			「じゃ、カズっち。いってくる」

			「カズさん、いってきまーす」

			「おう、ふたりとも気をつけてな」

			　ミアは、たまきの手を取った。

			「ディメンジョン・ステップ」

			　ふたりの姿が、ぱっとかき消える。

			　まばたきする間に１００メートルの距離を跳躍。

			　ミアとたまきは、無傷のメキシュ・グラウのすぐ近くに出現する。たまきが両手で剣を構え、神兵級の化け物に上空から襲いかかる。

			　メキシュ・グラウは突然の攻撃にも慌てず、巨大な剣でこれを迎え撃つ。刃と刃がぶつかりあい、激しく火花が散った。

			　両者、その膂力はまったくの互角……。

			　いや、メキシュ・グラウがわずかに後ずさる。たまきのパワーが、全長６メートルのケンタウロス型モンスターを上まわったのだ。

			　前回と違うのは、剣技もさることながら、彼女の肉体スキルが１から４に上昇していることか。いまのたまきは、巨人よりも巨大なモンスターとパワーで互角以上なのだ。

			　ぼくたちはどんどん進化していく。どこまでも成長していく。

			　この先には、はたしてなにが待っているのか。

			　メキシュ・グラウが反撃する。弓を捨て、４本の手にそれぞれ剣を召喚した。

			　４刀流で、たまきに打ちかかる。

			　これはさすがに、たまきも分が悪い。いささか劣勢になるも……。

			　これをミアが適(てき)宜(ぎ)、魔法でフォロー。相手の動きを止めたりめくらましをかけたりして、戦いの天(てん)秤(びん)を優勢に傾ける。

			　これなら、本当にふたりだけでメキシュ・グラウを倒せそうだな……。

			　ならぼくは、ゆっくりと事後の策を巡らすか。

			　ルシアの身柄はアリスに預け、懐から貝殻(がら)のようなものを取り出す。

			　さきほど、別れ際に志木さんが渡してくれたものだ。これは魔法による通信機であるらしい。ただし前提条件として、マナが濃い場所でしか使えない。

			　この嵐の寺院近くや世界樹限定の装備ということだ。限定環境下では無線機より通信距離がある。

			　もっとも、世界樹ではほとんど流通していないらしい。

			　光の民はこちらの分野で後れを取っているとのことで、人間たちの国のうちごく一部が用いる技術であるとのこと。

			　それを今回の作戦のため、融通してもらったのだとか。

			　使用方法は簡単で、貝殻(がら)を手にして特定のキーワードを唱えるだけで、対となる通信貝を持つ者に声が伝わる。

			　通信が繋がり、ぼくは志木さんに助力を求めた。

			「数名、こちらによこしてくれ。動けないルシアを運んでいって欲しい」

			「彼女がいきなり、そんな無茶をねえ。あの子、もう少し冷静だと思ったんだけど」

			「冷静ではいられなかった、みたいだ」

			「わかったわ、人員を出す。あなたたちは、メキシュ・グラウを始末したあと、嵐の寺院に向かってちょうだい」

			　ありゃ、いきなりか。

			　聞けば、メキシュ・グラウが寺院の守りから外れた間に、精鋭部隊が嵐の寺院への突入を決行したのだという。

			　彼らにすれば、ぼくたちという不確定の戦力に期待などできなかったというところか。

			　神兵級２体に対する捨て石になってくれれば、程度だったのかもしれない。

			　それならそれで、いいだろう。向こうが寺院内部の露払いをしてくれるということだ。

			「がんばってね。愛しているわ」

			「はいはい」

			　まったく気持ちがこもってない彼女の言葉に相槌を打ち、通信を終える。

			　そのころには、こちらの戦場の勝敗がはっきりとしてきていた。

			　たまきの手によって、メキシュ・グラウが切り刻まれていく。

			　昨日、あれほど強大に思えた神兵級は、彼女とミアのコンビネーションを前に、一矢報いることすらできずぼろぼろになっていった。

			　１日。たった１日で、ぼくたちはこれほどのちからを得た。

			　明日のいまごろ、というものがもしあったとして……。そのときぼくたちは、どれほどの地平に辿りついているのか。

			「カズさん、ルシアさんが目を覚ましました」

			　アリスの報告に、我に返る。彼女に介抱されていたルシアは、ぼくの方を見て、弱々しく笑う。その胸もとは、呼吸を楽にするためか、おおきく開かれていて……深い谷間が見えた。

			「カズさん、どこを見てますか」

			　アリスが半眼になってぼくを睨(にら)む。

			　ごめんなさい、と謝る。戦闘中なのに、ずいぶんなことだと思うけど……まあ、そのあたりは前衛のふたりに対する信頼感だ。

			　やがて、メキシュ・グラウが倒れ伏す。

			　白い部屋へ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レベルアップしたのは、アリスだ。いまアリスのスキルポイントは７。だが彼女は、槍(そう)術(じゆつ)を上げるため温存を望んだ。

			　ぼくは許可を出す。最低限の打ち合わせを終え、部屋を出る。

			　

			　アリス：レベル29　槍(そう)術(じゆつ)８／治(ち)療(りよう)魔法５　スキルポイント７

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦場の荒野にて。ぼくたちは、メキシュ・グラウが落とした黄色い宝石を２個、回収する。

			　ひとつでトークン１００個分だ。大切に使わせてもらおう。

			　さきほどまで逃げ惑っていた数十名の兵士たちが、離れたところから、啞(あ)然(ぜん)としてぼくたちを見ている。

			　ざわつき、戸惑っているようだった。

			　命が助かったことが、まだ信じられない様子である。

			　ぼくたちの戦力については、リーンさんたちから報告されていたと思うんだけど……。

			　あまりにも馬鹿げていて、それを信じられなかったのか。

			　それとも、単にぼくたちの応援など想定されていなかったのか。

			　いずれにしても、いま彼らの相手をする暇はない。負傷者多数で、放置していたら死ぬようなひともいるだろうけど、彼らにアリスのＭＰを割く余裕なんてない。

			　向こうが遠巻きにしていてくれるなら、それは幸いなことだと考えよう。

			　いまはルシアの容態だ。アリスに介抱されている最中の彼女に近づく。

			「先に、いってください」

			　ルシアが半身を起こして、そういってくる。

			　どうするか。少しだけ迷ったすえ、問題ないという彼女に甘えることにした。

			　通信貝で志木さんに連絡をとったうえで、ルシアの身柄をまだ無事な兵士たちに預ける。

			　ぼく、アリス、たまき、ミアの４人で飛び立つ。直接、嵐の寺院へ飛行する。

			　すでに各国から選りすぐられた精鋭部隊が突入しているはずの場所へ。

			「精鋭部隊って、どれくらい強いんだろ」

			　たまきがいった。

			「ん。昨日、ちょっと腕試しがあったっぽい。練習試合。でも桜ちんが圧勝だった」

			　なるほど、精鋭でもその程度の戦力か。

			　武器ランク６とか７とかの人間が、そもそもおかしいんだろうけど。

			　そんでもって、それ以上のちからを誇(ほこ)るモンスターたちが頭おかしいんだけど。

			　高位のモンスターは数が少ないだろうけど、もし寺院のなかに、そのクラスがいたら……。

			　精鋭部隊が全滅していないことを、祈りたいところである。彼ら各国の虎の子は、きっとこの戦いのあとも貴重な戦力になるはずだ。

			　曇天のなか、寺院のある高台を仰(あお)げば、相変わらずその周囲では絶え間なく落雷が続いている。

			　すごく……怖いです。

			　護符があればだいじょうぶという、リーンさんの言葉を信じるしかない。

			　先行部隊はあの雷を潜(くぐ)り抜けて内部への突入に成功しているんだし、実際にだいじょうぶなんだろう。

			　モンスターたちは、どうしているんだろうか。

			　電撃耐性とかつけて、なんとかしたのかなあ。

			　ともあれ、現在も寺院のある丘の下では激しい戦いが続いているというのに、入り口付近は閑(かん)散(さん)としている。

			　落雷が続いて焼け焦げた地面は、そうとうに威(い)圧(あつ)感(かん)があった。

			「いちおう、レジストかける？」

			　ミアが訊ねてくる。うーん、雷は風魔法だと思うから、ハイレジスト・ウィンドがあればたしかに……。

			　ちょっとＭＰがもったいない気もするけど、ここはＭＰで安心を買おう。

			「頼むよ。ディフレクション・スペル」

			「ハイレジスト・ウィンド」

			　全員の身体が、淡い緑の輝きに包まれる。うん、これでだいじょうぶなはず。

			　その状態でおそるおそる飛び、嵐の寺院に近づいていく。

			　ついに丘の頂上、地面が焼け焦げたあたりに辿り着いた。

			　思わず身を固くしてしまう。アリスたちが、不安げにこちらを振り返る。

			　ぼくはアリスとたまきの手をとって、３人で飛ぶ。ミアが「むう」と唸って、ぼくの背に抱きついてきた。結局、４人、固まって飛行することになる。

			　で、結局のところ……。

			　雷は、ぼくたちを避けて地面に落ち続けた。たまきやアリスの武器は金属なわけだけど、まったく目標になっていなかった。

			　やっぱり、護符のおかげ……なんだろうなあ。

			　寺院を覆(おお)う高い壁の前、無残に破壊された両開きの門に辿りつく。

			　かつてはジャンプマンガの修行シーンとかで出てきそうな、立派な構えだったんだろうと思う。

			　現在、コンクリートでできたこの大門は、アーチが崩れ落ち、いまや瓦(が)礫(れき)の一部にすぎなかった。そこを守る者もいない。

			　話によると、このあたりに突入部隊の一部が待機しているらしいけど……。

			　きょろきょろしつつ、壁を越えて、そこでようやく地面に降り立つ。このあたりは、もう、地面が普通の色をしているからだ。

			　外を振り返れば、ぼくたちが通ったあとに、一条の雷が落ちた。これみよがしの一撃だ。やっぱり……護符を持つぼくたちを雷が避けてくれたんだろう。

			　そんなことを考えていると、前方で物音がする。

			　たまきとアリスが緊張したのがわかる。ぼくは前に向きなおる。

			「あの、勇者さまの部隊ですか」

			　おそるおそる、といった感じで、物陰から兵士たちが進み出てきた。

			　４名で、全員が女性だ。年齢は、皆、20代の後半かそれ以上だろう。性別以外はほかと同じ人間の兵士かと思ったけれど、その身なりが違うことはひと目でわかった。

			　異様なほど傷ついた金属の鎧(よろい)。

			　兜(かぶと)の奥からこちらを窺(うかが)う双(そう)眸(ぼう)が、とてつもなく鋭い。

			　そのものごしは泰然としていて……ああ、そうだ、金属の鎧(よろい)を着て歩いているのに、足音ひとつ立てていない。

			　なるほど、このひとたちが……。

			　ベテラン、という枠すら超えた者たち。各国の最精鋭。

			　まさに彼女たちにぴったりの言葉だ。

			「勇者、と呼ばれるのはどうなんだろうと思うけど、はい、ええと……」

			　ぼくたちは互いに挨拶を交わした。

			　彼女たちのリーダーは、その名をラスカハルィなんとかなんとか……忘れた。

			　とにかく、ラスカさんと呼べばいいらしい。名前が長いのは、貴族だからとか伝統ある家だとか、そういうことなんだろう。

			　国名も聞いたんだけど、覚えられなかった。戸惑っていたら、「しょせん、滅んだ国の名です。覚えなくても、なんの問題もありません」と豪快に笑われてしまった。

			　なんかもー、自(じ)虐(ぎゃく)ネタとしても、ひどい。なにがひどいって、まわりの女たちも笑っていることだ。彼女たちの国も、やっぱり滅んでいるらしい。

			　で、なんでここにいるのが女性ばかりかといえば……。

			　精鋭部隊のうち、前列に出る者たちが、残るなら女だ、といったらしい。この戦いが終わったあと、少しでも子を産む者が増えるようにと。

			　なるほど、男たちの気持ちもわかるし、それを歯がゆく思う彼女たちの想いもわかる。

			　ここまで来て、戦えないというのは、そりゃなあ。ルシアを見ていれば、この世界の生き残りたちが抱くモンスターに対する憎悪は……ね。

			「勇者さま……いえ、カズどのとお呼びするのでしたか。カズどの、わたしたちもついていってよろしいでしょうか」

			「無論、お願いします。あなたがたは、このなかに詳しいんですよね」

			「もちろんです。頭のなかに地図を叩き込んであります」

			　それは頼もしい。

			　いちおう地図はデジカメにとってバッグのなかのタブレットに保存もしてあるけど、戦場でいちいちタブレットを操作している暇なんてないだろう。

			　ぼくが承(しよう)諾(だく)の旨(むね)を告げると、彼女たちは歓喜に沸(わ)いた。

			　喜びのあまり、ふたりほどぼくの首に抱きついてきた。

			　うわっ、臭い。

			　屈強の女戦士に首を絞められながら、ぼくは息を止めて筋肉の拘(こう)束(そく)からの解放を待った。

		

	
		
			第１４５話　ガル・ヤースの嵐の寺院１

			　

			　ラスカさんたちは、寺院の内部にぼくたちを導いてくれた。

			　志木さんの忠告に従い、彼女たちにお菓子を渡す。まずラスカさんの仲間がひとくち食べて、目を丸くした。ぷんと甘い匂いが周囲に漂い……ラスカさんもそれを確認してから口をつける。

			「勇者さまたちは、こんなおいしいものを食べているのか」

			「ええ、まあ、たまに」

			「これは素晴らしい」

			　たいへんに喜んでくれたようで、なによりだ。

			　

			　ガル・ヤースの嵐の寺院は、モンスターの攻撃で陥(かん)落(らく)する以前、とある宗教国家の聖地であったという。

			　宗教国家、といっても特定の神さまを崇(あが)めるのではない。この世界は基本的に多神教で、しかも神さまの実在まで確定している。

			　神(しん)託(たく)、という手段でもって、限定的ながらも神さまと直接、コンタクトが取れるくらいだ。

			　ゆえに、それぞれの信仰を統率する者たちも、ゆるやかに連帯している。普通に仲が悪かった教団同士とか、ナチュラルに戦争していた教団同士とかもあるそうだが、そのへんを踏まえた上で、わかりあえるところはわかりあおう、ということらしい。

			　その輪に入ることを拒否する教団とかもあったらしいけど、それもまた自由だったのだと。

			　統一組織をつくった理由は、各国に神さまたちの意思を伝えるためだ。この嵐の寺院から神(しん)託(たく)を受け、各国に伝えるという形にすることで、権威づけをしたという。

			　政党の大連立、みたいな感じかなあ。

			　どうしても法改正しなきゃいけないことがあるから、党派を超えて、ってことなんだろうか。

			　でもそうしたやりかたは、長く続くうち制度疲労を起こしたそうだ。

			　汚職とか、闇(やみ)社会とのつながりとか、挙げ句の果てに他国への不正な介入とか……。

			　人間の組織だから、どうしてもそういうことはある。嵐の寺院は、次第に神(しん)託(たく)という権威をかさにきるようになった。

			　無論、自浄作用も働いた。そういった闇(やみ)を払おうとする者たちもいたし、そういった改革の気運も盛り上がったのだが……。

			　不幸にして、寺院全体が内輪モメで割れに割れたところに、モンスターが襲ってきたそうだ。

			　強大な守りを誇(ほこ)っていたはずのこの聖地は、あっけなく陥落した。豚のように肥え太っていた神官たちも、若い気鋭の論者たちも、ひとしく皆殺しにされたという。

			　神の声を聞くことができる者、すなわち神子の一族と、そのとりまきだけが逃げ延びた。

			　その神子をめぐって、またいろいろ人間社会のアレやらソレがあったようだが、幸いにしてこの血統が絶えることはなかった。

			　神(しん)託(たく)の使いすぎで命を落とした先代のあとを継ぎ、いまはその息子である若い男が２代目として、とある堅(けん)牢(ろう)な地で神事を取り仕切っているとのことである。

			　なるほどなー。っていうか、神(しん)託(たく)って命を削るようなことなのね。

			　どうせこの世界はこんな状態で、せっぱつまりすぎていて、あとのことなんて気にしていられないんだろうけども。

			　いまの神子ってのも、きっと酷使されているんだろう。

			　実のところ、ちょっと神さまとコンタクトを取ってもらい、ぼくたちがなぜこんなことになったのか小１時間、問い詰めたかったんだけど……。

			　そんなことをする余裕は、なさそうだ。

			　ラスカさんたちは、つい最近まで、神子の護(ご)衛(えい)をしていたらしい。

			　でも、今回の作戦に志願した。神子のもとで、いつかこの寺院の奪(だつ)還(かん)をと祈願していた先代のとりまきから、寺院の内部資料を提供されていたからだという。

			　自分たちは必ず役に立つ、とラスカさんは士気を上げていたらしい。腕も立つし、寺院の構造も、裏通路まで含めて頭に入っている。

			　にもかかわらず、突入部隊は、女であるというだけで彼女たちを入り口の見張りにした。

			　ぼくが３人の少女を連れてやってきたとき、チャンスだと思ったんだろうなあ。

			　ぼくたちは、ラスカさんたちと会話しながら、高さ５メートルくらい、横幅も７、８メートルはある石造りの通路を進む。

			　通路の壁面に、明かりが灯っている。壁の一部が、オレンジの光を放っているのだ。

			　魔法の明かりなのかもしれないが、おかげで足もとまで明るいのはありがたいことだ。

			　これなら、モンスターが隠れることは不可能である。

			　高さ３メートルから４メートルの像が立ち並んでいた。ローブを着て鬚を生やした老人、凛々しい女性剣士、弓を構えた精悍な男……。

			　これはなにをモデルにしたのかと、問いかけてみた。

			「すべて、神々の使徒のお姿です」

			　あ、使徒なんているんだ。詳しく聞きたいけど、いまはいいや。

			　ちなみにここは、贖罪の回廊と呼ばれていたらしい。外から来た者は、俗世の罪を洗い流すため、この長い道を歩いて寺院に入るとか。

			　なかにいる人たちの罪は、きっと溜まっていくいっぽうだったんだろう。

			　それにしても、ここ、なにか違和感があるんだけど……。

			「モンスターに襲われたのに、ずいぶんときれいですね」

			　アリスが、ぽつりといった。

			　ああ、それだ。この通路、埃こそ積もっているけれど、戦いによって破損した跡がない。モンスターのことだから、石像なんて見つけたら、とりあえずぶち壊している気がするし。

			　なのにここに並ぶ像も、壁面も、きれいなままだ。

			　これは……ここでは戦いが行われなかったのか。いや、そもそも……。

			「モンスターはここに足を踏み入れていない？」

			「はい。この通路は、長く封印されていたと聞きます。モンスターは寺院の反対側の壁面を破壊し、内部に侵入したそうです」

			　モンスターが攻めてきたから表門を封鎖したら、裏から突撃されたってことか。で、そのまま逃げることもできず……と。

			　ひょっとしたら、ドッペルゲンガーが手引きした、とかそういうことかもしれない。ドッペルゲンガーの存在は、昨日まで誰も知らなかったくらいだし。

			　いまとなっては真実なんてわからないけれど。

			　ラスカさんが１本のナイフを見せてくれる。銀の刃が、波打つようにぐねぐねしていた。柄のところに複雑な文様がほどこされていて……これ結構、高級品っぽいなあ。

			「封印を破るには、この鍵(かぎ)が必要でした」

			「魔法の品、なんです？」

			「はい。神子さまの一族に代々伝わるものであるとか」

			　そんなものを貸し出してくれたのか。いや、この鍵(かぎ)を貸し出すために、彼女たちは参戦したってことか。

			　で、精鋭部隊は、鍵(かぎ)開けのためだけに彼女たちを使い、そのあとは見張り……と。

			　それは、なんというか、彼女たちも不本意だろう。

			　男の側の事情というか、見栄とか義務感もわかるけどね。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　贖罪の回廊の出口付近で、ラスカさんが立ち止まり、壁を調べ始めた。

			「ん。もしかして矢印隠し扉」

			「矢印とかリアル会話で使うな」

			　ラスカさんをはじめとしたこの世界の人々が、ぼくとミアの会話にきょとんとしている。

			　いくら翻(ほん)訳(やく)魔法でも、こんな微妙な文化を伝えるのは困難だろう。

			　いや……これ、文化……なのかな。

			「はい。警備兵用の通路があるはずなのですが……。申し訳ありません。高度な幻(げん)影(えい)の魔法がかかっているらしく、なかなか見つけることが……」

			「あ、魔法で隠してあるんですか」

			　そういうことなら、とぼくは覚えたばかりの付(ふ)与(よ)魔法ランク６、マナヴィジョンを唱えた。

			　ランク１につき１分間、視界内のマナを視覚で捉(とら)えることができる魔法だ。

			　そのとたん、周囲が真っ赤に染まる。思わず悲鳴をあげた。

			「ど、どうしたの、カズさん」

			「だいじょうぶですか！」

			　たまきとアリスが、のけぞったぼくを左右から支えてくれる。

			「いや、だいじょうぶ。ちょっとびっくりしただけだから。この魔法、調節しないとダメか」

			　幸いにして、すでに白い部屋でヴィジョンの調整方法は調べてあった。１分ほどの試行錯誤ののち、満足のいく結果を得る。

			　とはいえ、やっぱり周囲いちめんがマナに染まっていることには変わりない。

			　この通路全体に魔法がかかっているのだろう。それも永続的なものが。

			　これは……やっぱりこの寺院が楔(くさび)であることと関係あるんだろうか。

			「木を隠すなら森、ってことかも」

			　ミアがぼそりといった。うん、どういうことだ？

			「まわりがマナでいっぱいなら、隠し扉を魔法で隠しても、ほかのマナにまぎれて感知できない、とか。探知魔法の強いＴＲＰＧだと基本」

			「なんだよそのチキンレース！」

			　けどまあ、そういうことなんだろうなあ。ルシアがいれば、詳しく聞けたかもしれない。

			「このあたりであることは間違いないんですね」

			「はい、神子さまと、その周囲の方々にお聞きした限りでは、ですが……」

			　ではその神子さまを信じてみるとしよう。

			　ぼくはラスカさんを下がらせ、周囲の壁面をマナヴィジョンでじっと見つめる。

			　マナがいっぱいなせいで、まわりとの違いはよくわからないけれど……。

			　ぼくは壁面に手を触れる。

			「ディスペル・マジック」

			　はたして、その選択は正しかったようだ。目の前の壁面が、ぱっとかき消える。

			「これ……幻(げん)影(えい)の魔法じゃなくて、壁そのものを魔法でつくり出していた？」

			「ん。そんな感じっぽい。わかっていれば、地魔法でもなんとかなったかも？」

			「も、申し訳ありません！」

			「あ、気にしないでください。結果的に上手くいきましたし、こうした考察は次の機会に活かすためですから」

			　ミアは恐縮するラスカさんたちに「次は上手くやるがよい、若人よ」と胸を張っていた。

			　相手は、きみの倍かそれ以上の年齢なんですがねえ。

			　女性に対して年齢の話題とか出す勇気なんてないので、沈黙しますが。

			　さて、気を取り直して隠し通路に入っていく。ここは真っ暗だったので、懐中電灯をつける。長年にわたり放置されていたはずなのにもかかわらず、床には塵ひとつ落ちていなかった。

			　これも魔法、かなあ。魔法って万能すぎる。

			「先行して突入したひとたちには、ここのことを教えていたんですか」

			「いちおう教えましたが、わからなかったらそのまま正面から突破する、と」

			　あー、無(む)謀(ぼう)な。いや、兵は神速を尊ぶ、ってことかな。いちいち調べながら行動していては、敵に態勢を立て直す隙を与えてしまうとか。

			　それは正しいように思う。彼らが全滅しなければ、の話だけれど。

			　結果的に戦いに負けてしまっては、どうしようもない。

			　他人の指揮官に作戦をどうこういえる立場じゃないけれど、ぼくだったらもう少し石橋を叩いて渡る、かな。そのへん、意識の違いって、どこから来るものなんだろう。

			　もうちょっといえば、どうして彼ら精鋭部隊は、そこまで焦っているのか。

			　うーん、いままでの情報だけじゃ、わからないな。ところで……。

			「あなたがたと突入したひとたち、通信貝で連絡を取り合えばよかったんじゃ」

			「あれは、開けた場所でなければ、上手く使えないのです。屋内では、ほとんど……」

			「あ、そのへんは電波といっしょなんですか」

			　あたりまえだけど、ラスカさんたちには電波という単語が通じなかった。

		

	
		
			第１４６話　ガル・ヤースの嵐の寺院２

			　

			　隠し通路の行き止まりには、横にスライドするタイプの扉があった。この先は兵舎の通路である。

			　向こう側からは偽装されているとのことだが、念のため慎重にいこう。

			　まず、ぼくがサモン・グレイウルフで灰色狼を召喚する。

			　扉をたまきがそっと開ける。

			　灰色狼が通路に飛び出した。

			　幸いにして、すぐに襲(しゆう)撃(げき)、ということはないようだった。

			　扉の向こう側は、明るい通路だ。ふたりが並んで歩けるくらいの幅で、天井がオレンジ色に輝いている。魔法の人工照明だろう。

			　通路に飛び出した灰色狼は周囲をきょろきょろと見渡し、こちらを向いてちいさく吠えた。安全、ということである。

			　ぼくたちは、ほっと肩のちからを抜く。

			　と同時に、かび臭い空気が漂ってきた。少し甘い臭いもする。

			「この臭い……アンデッドがいるようです」

			　ラスカさんが囁いた。

			「アンデッドって……ゾンビとかヴァンパイアとか、そういうやつかな。腐(ふ)臭(しゆう)、しませんけど」

			「死者の肉はとっくに溶けて、骨だけになっているのでしょう。一部のモンスターは、そういった白骨を触媒として、アンデッドと呼ばれる使い魔をつくり出します。アンデッドはモンスターとして扱われていますが、召喚にマナ・ストーンを必要としません」

			　あー、ぼくの召喚する使い魔みたいな感じか。でも触媒として白骨とかが必要だと。

			　そうして生まれたスケルトンは、つまり倒してもトークンを出さない。

			　アンデッド・モンスターを倒したとき、ぼくたちは経験値を得ることができるんだろうか。

			　いまのところ、経験値を得る理由ってよくわかってないんだけど……。

			　トークンの存在が経験値と関わっているとすれば……いや、ぼくがシバを殺したときも経験値を得られたし、トークンは関係ないのかなあ。

			　たとえばぼくが召喚した使い魔をアリスが殺しても、経験値は入らない。アリスがパーティを抜けても、だ。このあたりは白い部屋ですでにＱ＆Ａ済みである。

			　ま、これができたら無限レベルアップが可能だから、対策されているのも当然か。

			　このシステムがゲームかなにかだとしたら、の話だけども、これまでのところシステムの設計者は、そこそこ熱心に抜け道を塞いできているように思える。

			「ところで、アンデッドがここにいるってことは、つまりアンデッドをつくり出しているやつもここにいる、ということなのかな」

			「その可能性は高いと思います」

			　ラスカさんがいう。ミアが、はいっ、と手を挙げた。

			「ん、死霊使い系……アンデッドをつくるやつって、どんなモンスターがいる？」

			「もっとも知られているモンスターは、スケルトンのような下級のアンデッドを使(し)役(えき)するデスナイトでしょうか」

			　聞けば、分厚い鎧(よろい)を着こんだ騎士に見えるモンスターであるらしい。ただし鎧(よろい)のなかは空洞で、鎧(よろい)そのものがモンスターの本体なのだと。

			「さまようよろい？」

			「本当にそんな感じみたいだな」

			　イメージしやすくて助かるモンスターだ。

			「でも、ロマリアあたりにいる雑(ざ)魚(こ)じゃないっぽい」

			「黙れドラクエ脳」

			　ぼくとミア以外がきょとんとしている。ごめんなさい。

			「ほかにも、いくつか思い当たるモンスターはありますが……」

			「いちばん厄(やつ)介(かい)なやつを教えてください」

			「でしたら、ヴォルダ・アライという伝説がございます。いい伝えによれば、それは死者の神の尖(せん)兵(ぺい)として生ある神々を狩るもの、すなわち死神であると」

			　死神かー、あははー。会いたくねー。

			　つーかそいつ、間違いなく神兵級っすよね！　もしそんなのが待ち構えていたら、精鋭部隊、全滅必至っすよね！

			「ちなみに、そのヴォルダ・アライって、どんなアンデッドを使(し)役(えき)するんですか」

			「いくつものアンデッドを使(し)役(えき)するといいます。そのもっとも強力なしもべを、神殺しの剣士、すなわちゴッドブレイカーと呼ぶそうです」

			　ゴッドブレイカー。翻(ほん)訳(やく)の関係上、これだけ英語ってのは……翻(ほん)訳(やく)魔法が空気を読んだのかなあ。別にいいけど、中２病っぽくて。

			　いや、よくない。神を殺せるやつを使(し)役(えき)するとか、どんだけだよ死神。

			　これまでの神兵級と比べても、ひときわヤバそうだ。

			　そいつがここにいるとは限らないわけだけども。

			　いないと……いいな……。

			　ああ、でも楽観的な予測に基づいて行動するなんてのは、絶対にノーなわけだから……。

			「カズっち、逃げちゃダメだ」

			「わかってるよ。ちゃんとやるさ」

			　そうだ、ちゃんとやってやるさ。照れ隠しにミアの頭に手を置き、髪をぐしゃぐしゃ乱暴に撫(な)でる。ミアは「うーっ」と呻(うめ)いてぼくを睨(にら)む。

			「いまできることを、できる限りやろう」

			「具体的には？」

			「ぼくが偵(てい)察(さつ)を出すから、その間の護(ご)衛(えい)をお願い」

			　ぼくは隠し通路に戻り、その一角に腰を下ろした。グレイウルフにいくつか指示を出し、リモート・ビューイングをかけて出撃させる。

			　灰色狼は、足音を忍ばせて通路の奥へ。

			　背後で隠し通路が閉まったのだろう、グレイウルフの耳がぴくりと動いた。

			　狼だからね。聴覚も優秀だから、こういう狭い場所でも、きっと探知役として活躍してくれるに違いない。

			　大部屋の前で、グレイウルフの動きが制止する。

			　狼は、ゆっくりと顔をあげた。

			　きっとその聴覚はモンスターの音を感知しているのだろうけど、リモート・ビューイングは音まで拾ってくれないから、こいつがなんに反応したのかわからない。

			　でも黙って観察するうちに、だいたいのところを理解できてきた。

			　部屋の奥、ここからだとテーブルとソファに塞がれて見えないところに、なにかがいる。

			　しかも、このまま狼がなかに入っていくと感知される可能性がある。

			　グレイウルフに与えた使命は、発見されそうだったら戻れ、だ。

			　狼はぼくの命令に忠実に行動した。

			　身をひるがえし、通路を戻っていく。

			　今度は通路の反対側を捜(そう)索(さく)してくれた。そちら側は行き止まりで、倉庫のようだった。モンスターによって荒らされた跡はあるものの、無人の様子である。

			　戻ってきたグレイウルフの頭を、お役目ご苦労さん、と撫(な)でる。

			　そのあとディポテーションで送(そう)還(かん)し、ＭＰに変換した。

			「ごめん、結局、モンスターがなにかまではわからなかった」

			「ん。いる、とわかることが重要。向こうに探知されなかったこともグッド」

			「そうね。相手がなんでも、わたしがぶった斬るわ！」

			　威勢よくそう宣言するたまきに、きみはアホかわいいなあという視線を送る。なんで見つめられているかわからない様子で、たまきはにこにこしていた。

			「んじゃ、いつものインサイでいいかな。悪いけど、パーティに入れないラスカさんたちは少し後ろで待機をお願いします」

			「敵の正体がわからない以上、いたしかたありませんね」

			　ここはラスカさんたちに任せてみるのも、手ではある。

			　でもそれって、たぶん、舐めプの一種だ。敵の戦力がわからないのだから、ここは基本に忠実に、最強戦力を定番戦術で投入していくべきだろう。

			　彼女たちは、道案内として貴重な人材だ。無駄な戦いで散らせたくはない。

			　ああ、彼女たちを入り口に待機させた男たちの気持ちが、いまならとてもよくわかる気が……。

			　ひととおり付(ふ)与(よ)魔法をかけたあと、ぼくのディフレクション・スペルからミアがサイレント・フィールドとグレーター・インヴィジビリティをかける。

			　互いに手を繋ぐアリスとたまきの肩を軽く叩く。

			　ふたりが大部屋に向かって走り出す。

			　ぼくはミアと手を繋ぎ、彼女たちを追った。皆にはぼくが見えないが、ぼくには皆が見えている。これ、問題はたまきとアリスが同士討ちしかねないところなんだけど……いまは手を繋いでいるから、だいじょうぶか。

			　ここは、ふたりの友情パワーを信じたい。

			　ぼくたちの10メートルほど先で、アリスが、続いてたまきが、部屋に突入する。

			　よし、このまま……っ。

			　あ、たまきがソファの端に服の裾をひっかけた。

			　すっ転んだ。

			　手を繋いでいるアリスも、不意を突かれてよろめいた。

			　お、おまえら……なにやってんだ……。

			　ぼくは脱力したくなる気持ちをこらえて、部屋の入り口で立ち止まる。

			　いまのぼくと同じ場所に、さきほど、グレイウルフも立っていた。あの使い魔は、背が低いからこの光景が見えていなかった。

			　奥に立つ４体のモンスターを、耳と鼻でしか探知できなかった。

			　ぼくの背(せ)丈(たけ)なら、部屋全体が見渡せる。

			　白骨死体が、理科室の人体標本のように直立していた。

			　コンピュータＲＰＧでよく見るようなスケルトンだ。

			　スケルトンは、錆びた金属製の胸当てを着て、頭上だけを覆(おお)う兜(かぶと)をかぶっている。手足にも防具を装着していて、右手にはやはり錆びた剣を、左手には丸い小盾を持っていた。

			　骸骨の眼窩の奥で、赤いふたつの光が怪しく輝いている。

			　そいつらが、４体揃ってこちらを向いた。

			　あ、普通に位置がバレてるっぽい？　いや、まったく視線が合ったわけじゃないから……だいたいの位置がわかるのだろうか。

			　どちらにせよ、奇襲は失敗。

			　正攻法で殴り合うしかなさそうだ。

		

	
		
			第１４７話　ガル・ヤースの嵐の寺院３

			　

			　学校の教室くらいの部屋にいたのは、４体のスケルトン。

			　ここは兵舎の遊戯室なのか、テーブルだと思った台の上は、ゲーム盤だった。

			　将棋や囲碁のようにマス目が区切られ、中央に突起物のようなものがある。駒だとおぼしき親指サイズの金属製の人形が、ゲーム盤の上に散乱している。

			　ただの兵士が金属の駒を使えるとは、なんかファンタジー世界のわりに贅(ぜい)沢(たく)な感じがするけど……それも、この寺院の豊かさと腐敗を象徴とかしているのだろうか。

			　そんなのどうでもいいことだけど。

			　問題はこのスケルトンの実力だ。ウィザードリィだと最弱クラスのモンスターだけど、ラスカさんに聞いたところ、死霊術で生み出されるスケルトンには、いくつかランクがあるらしい。

			　その最弱のものは、オークと同じくらいの実力だとか。

			　最弱のやつらを、ニュービー・スケルトンと呼称する。

			　その上のランクは、古参の兵士に匹敵するというから、ベテラン・スケルトンだ。

			　さらにその上のランクも存在し、エリート・オークよりも強いというから、これはナイト・スケルトンと呼ぼう。

			　なお、さらにそれ以上の個体も存在するというが、さすがにその実力のほどはわからないとのことである。いちおうスケルタル・チャンピオンという名が文献に残っているらしい。

			　魔法を使う個体もいるというので、そいつはメイジ・スケルトンと呼ぶことにする。

			　さて、目の前の４体は、どのランクのスケルトンなのか。武器は錆びた剣で、防具も錆びついているから、いっけん、たいしたことがなさそうに思えるが……。

			　サイレンと・フィールドの魔法による沈黙の結界が続くなか、いちどは転んだたまきとアリスは、すぐに跳ね起き、動く骸骨に突進した。

			　スケルトンの１体が盾を構えるも、たまきが離れた位置から銀剣を振るう。

			　遠当ての一撃が、防御の上からその身を砕く。

			　金髪の少女は、相手の体勢が崩れたところに踏み込み、袈裟懸けの一(いつ)閃(せん)。

			　スケルトンの眼窩の奥で赤い光が消えた。動く骸骨はもとの骨に戻り、ちからなくばらばらになって崩れる。

			　アリスもまた、ほぼ同時に、上段への刺(し)突(とつ)を放っている。

			　槍(やり)の穂先が長く伸び、スケルトンの頭部に突き刺さった。頭蓋骨が粉々に破壊され、つかの間の硬直ののち、個々の骨片に戻って崩れ落ちていく。

			　動きを止めた骨は、床に転がったまま、その場に残った。ほかのモンスターのように姿が消えたりしない。宝石も発生しない。

			　やっぱり、こいつらを倒してもトークンは手に入らないのか。

			　現状、経験値が入っているかどうかも不明である。

			　アリスとたまきがすごすぎて、こいつが強いかどうかすらわからない。

			　あー、ぼくの狼と戦わせれば、そのあたりも判明したかなあ。

			　アリスとたまきは、残る２体のスケルトンも、またたく間に仕留めてみせた。ミアがグレーター・インヴィジビリティとサイレント・フィールドを解除する。

			　ぼくとミアは顔を見合わせて、苦笑い。

			「虐(ぎやく)殺(さつ)だな」

			「ん。でも、これでいい」

			　ミアは肩をすくめる。

			「油断して被害を受けるよりは、ずっといい」

			「ああ、そりゃそうだな。うん、ぼくはつい、舐めプしようとしてた」

			「コンピュータ・ゲームなら威力偵(てい)察(さつ)もありっぽいけど」

			　まったくもって、ミアの言葉が正しい。これはやりなおしのきかない、命がけのゲームだ。この身と仲間たちの身を賭けて戦っている以上、ヌルい手は打てない。

			「いままでなら、落とす宝石である程度、強さの判別ができたんだけどなあ」

			「お金を落とさないモンスターとか、なんてしょっぱいダンジョン」

			　ダンジョンいうな。

			　たしかにＲＰＧ的にいえば、これって完(かん)璧(ぺき)にダンジョンだけども。

			　ぼくたちは周囲にモンスターがいないことを確認したあと、ラスカさんたちを呼び、この先のルートを考える。ラスカさんがいうには、死霊術師はこの寺院の中心部、ガル・ヤースの心臓と呼ばれる巨大な宝石の近くにいると考えられているらしい。

			「ガル・ヤースの心臓……。それって、つまり例の楔(くさび)、ですか」

			「はい。大陸を固定させる５つの楔(くさび)のひとつ、それがガル・ヤースの心臓です。ひと目見れば、わかるはずです。なにせ、オーガの身体よりおおきな球形の赤い宝石なのですから」

			「うわあ、全長３メートル近いルビーってこと？」

			　たまきが目をきらきらさせた。女の子らしく、光り物に興味があるようだ。

			　いや、わんこらしく、かもしれないけど。

			　ちなみにガル・ヤースの心臓のある礼拝堂は、ここからわりと近いらしい。地下通路を通って、直接、礼拝堂に赴(おもむ)くルートが存在するとのことである。

			　いつでも兵を礼拝堂に送ることができるってことか。防犯的には、それが正しいのかな。

			　兵士たちが常に忠誠を誓っている、って前提ならいいんだろうけど……。

			　まあ、亡(ほろ)びた国の仕組みなんてどうでもいい。便利な通路があるなら、使わせてもらうだけだ。

			　この先は隠し通路ではないから、途中をモンスターが守っている可能性が高いとのこと。それは仕方がない。

			　ぼくたちは、灰色狼で随時、敵の存在を確認しながら前進した。

			　どうやらアンデッド特有の臭いがあるらしく、狼の嗅覚はそれを探知できるようなのだ。ここの空気が淀んで、関係のない腐(ふ)臭(しゆう)とかが消え去っているから可能なことなのかもしれない。

			　ぼくらのかわいいグレイウルフは、通路で待機するスケルトンを見事に探り当ててみせた。

			　試しに、ということで、アリスとたまきのつき添いのもと、孤立した通路上のスケルトンにラスカさんを突撃させる。

			　ラスカさんは、多少、苦戦しつつも、ウォーハンマーでモンスターの頭蓋骨をかち割った。

			「ベテラン・スケルトンだと思います」

			　彼女の評価を信じることにした。ここの雑(ざ)魚(こ)って、最低でもスケルトンスキルがランク３程度はあるってことか……。

			　いや、スケルトンなんてスキルでいいのかどうかはともかく。

			　次はアリスの番だ。

			　じつは治(ち)療(りよう)魔法のランク３に、ホーリー・ボルトという魔法がある。その名の通り、対アンデッド特攻、ただし通常のモンスターにはまったく効果がない攻撃魔法だ。

			　室内にいるこれも孤立したスケルトンに、このホーリー・ボルトを放ってもらう。魔法でできた輝く槍(やり)を肩口に受け、スケルトンはおおきくよろめいた。手にした剣を落としてしまう。

			「もう１発だ、アリス」

			「はい。ホーリー・ボルト」

			　２発目の輝く槍(やり)は、股関節に命中する。思わず身をすくめてしまうような一撃によって、スケルトンの腰が砕けた。

			　骨のモンスターは床に倒れ、そのまま動かなくなる。

			「２発でＫＯか。なかなかの威力、なのかな」

			「ん。でもいまのアリスちんなら、普通に殴りにいった方が強い」

			　それはそうだなあ。

			　いちおう長射程武器として使いどころがあるかもしれないけど。治(ち)療(りよう)魔法のランク７にはこれの上位版があるから、それを覚えていれば、殴るより強かったかも……。

			　とは口にしない。アリスの選択は、前線でたまきの横に立ち、彼女を支えることだったのだから。

			　ちょっと浮かない顔をしてるってことは、彼女自身もそれをわかっているんだろう。

			　とりあえず、彼女の髪をやさしく撫(な)でておく。アリスはぼくを見上げ、照れくさそうに笑った。

			「カズっち、ダンジョンでラブコメオーラは厳禁」

			「あ、はい、すんません」

			　ミアに怒られたので、真剣にいこう。あとで白い部屋にいったとき、もっとアリスを甘やかせばいい。

			　まー、さっきメキシュ・グラウで全員がレベルアップしちゃったから、次のレベルアップは当分先かもしれないけど。

			　いまのところ、このスケルトンたちが経験値を持っているかどうかもわからないんだし。

			　進攻ルート上及びその周辺のスケルトンを、さくさくと潰していく。ぼくは放っておこうといったのだけれど、ミアが放置に反対したのだ。

			「あとで警報とか出て、トレインになったら危険」

			「なんですか、トレインって」

			「ネトゲ用語で、モンスターが雪崩をうって迫ってくる様子」

			　アリスの疑問に、ミアが答えてやっている。

			　ネトゲ用語はともかく、ミアのいいぶんはもっともだった。いまは強力な範囲火力攻撃を持つルシアがいないのだ、いっそう慎重にいくべきだろう。

			　スケルトンが３体いる部屋、４体いる部屋と潰したところで、たまきがレベルアップする。

			　お、よかった、こいつら、きちんと経験値を持っているんだな。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋にて。ぼくたちはまず、経験値の計算をする。

			「たまきがレベルアップして、たまきより経験値合計が50だけ少ないミアがレベルアップしてないってことは……」

			「ベテラン・スケルトンさん、レベルは５くらいでしょうか」

			　アリスが首をかしげる。

			　同じレベル５でも、エリート・オークよりは弱い気がする。モンスターもスキル制だと仮定すると、なにか余計なところにポイントを振っているのかな。

			　アリスがいうには、やけにパワーがあるとのことだから、肉体スキルとかを持っているのかもしれない。

			「それと、透明になって音も消したこっちを感知してた」

			　ミアが指摘する。なるほど、あれもスキルなんだろう。

			　その分、素の戦闘力が減っている？

			　床にあぐらをかいて座り、そんな仮定を議論する。なおぼくの股の間には、アリスがちょこんと座っていた。

			　アリスのお尻(しり)……あったかいナリ……。

			　あ、そんなモジモジしないでください。いけない子が起きてしまいます。

			　腰にまわした手に、少しちからを込める。

			　アリスがぼくに振り向き「もうっ」と少し怒ったふりをする。そんな仕草が、余計にかわいらしい。

			　思わずにへらとしてしまう。

			　いつの間にか、たまきとミアがぼくの左右にまわっていた。

			「アリスばっかり、ずるいわ」

			「うむ、ずるい」

			　ふたりが手を伸ばし、ぼくの頬を抓ってくる。

			　はい、すみません、いちゃつきすぎました。

			　深く反省の意を込めて、土下座する。

			「ん。おらおらー」

			　ミアが調子に乗ってぼくの頭を踏んできたので、足を掴(つか)んで転ばした。そのまま４の字固めに入ろうとして……あ、こいつ喜んでやがる。

			「なぜ技をキメかけてやめる、カズっち」

			「きみの変態さんな部分が喜ぶのはともかく、なんか骨を折っちゃいそうで……」

			「どうせアリスちんが治してくれるよ？」

			　まあ、うん、そうなんですけどね。女の子を痛めつけて喜ぶ趣味は……あんまりないので。ねえ？　とアリスの方を向く。

			「ええと……そうです……ね」

			　なぜかアリスが視線をそらした。待ってください、誤解があります、深刻な認識の齟齬があります。

			「ん。ギルティ」

			　寝っ転がったままのミアがジト目で告げる。

			「ゆえにカズっちは、わたしとたまきちんももっと構うべき」

			「まあ、作戦会議が終わったらな」

			　とりあえずいまは、会議が優先だ。

			　いろいろ情報が入ったからなあ。

		

	
		
			第１４８話　ガル・ヤースの嵐の寺院４

			　

			　次に検討するべきは、敵の戦力について。

			　というか、アンデッド・モンスターについてだ。いちおう以前のＱ＆Ａでこの世界にもゾンビの類(たぐい)が存在することは確認していた。

			　きっかけは、さきほどアリスに使用してもらった、アンデッド特効魔法の存在である。

			　こんなものがあるのなら、アンデッド・モンスターもいるのか。

			　以前、その問いに対して、白い部屋の主はイエスと答えた。

			「いまさらだけど、しつこくＰＣに質問してみるか。ミア、手伝ってくれ」

			　ノートＰＣに向き合い、改めていろいろとＱ＆Ａしてみる。そうして判明したアンデッド・モンスターの特徴は、以下の通り。

			　

			・アンデッド・モンスターはアンデッド特攻の攻撃に弱い。

			　これはまあ、当然だ。確認するまでもないことかもしれないけど、念のためである。

			　

			・アンデッド・モンスターは、特殊な例外を除いて呼吸をしない。

			　重要なことだ。たとえば、アンデッド・モンスターのいるフロアに毒ガスを散布しても意味はない。逆に敵がそういうことをやってくる可能性も考慮しなきゃいけない。

			　

			・アンデッド・モンスターには、毒のように生物全般に効果のある攻撃が通用しない。

			　また魅了、及び思考や感情を操作する魔法も効果がない。たとえば、ルシアが多用する火魔法ランク６、ドレッド・フレアなどだ。

			　

			　おおむね、ゾンビ映画とかの総合って感じだろうか。ただし、ゾンビに噛まれても感染はしないとのこと。幸いなことである。

			「痛覚もないっぽい。ヒート・メタルもきかない」

			「直接攻撃以外の手段が、かなり封じられるな」

			「足止めが困難。直接火力でぶっ飛ばすしかないとなると、ルシアは温存するべきだった？」

			　それは、なんともいいがたい。

			　あそこは速攻をかける場面だったし、ルシアのＭＰには戦闘以外の使用方法がほとんどないけど、ぼくのＭＰにはいろいろな使い道がある。

			「それに、ここは通路も狭い。場所を選んで戦えば、ゾンビの大群に圧死するってことはないだろう」

			「敵がワラワラ来たら、スタックさせて処理落ちを狙う？」

			「処理落ちとかあるゲームだったらよかったな！」

			　残念ながらこれは現実で、どれだけ１か所に駒が集まっても、グラフィックボードの限界は訪れない。ＣＰＵも大軍の操作で手いっぱいになったりしない。

			　ひとつの場所に軍隊レベルでひとが集まれば、範囲攻撃魔法の恰(かつ)好(こう)の餌(え)食(じき)なわけだけど。

			「ん。アンデッドの大半は暗視持ちだって。スケルトンとか眼球がないから、マナとかで視野を確保してるっぽい」

			　さらにＱ＆Ａを繰り返したミアが、そんなことまで調べてきた。あー、マナ感知みたいな感じで、だからインヴィジがきかなかったのか。

			　もっとも、不可視だったアリスやたまきの攻撃への対応が少し遅れていたから、完全にマナの動きで判断、とかじゃないみたいだけど。

			　具体的にどのアンデッドがどんな感覚器官を持つのかまでは、Ｑ＆Ａでは判明しなかった。そのあたりは実戦で確かめろということか。

			　白い部屋の主の、どこか一線を引いた対応はいつも通りではあるので、仕方がない。

			「グレイウルフが部屋の入り口まで忍び足で近寄ったときは、反応しなかったよな」

			「ゲーム脳的に、部屋に入ることがトリガーの可能性」

			　それはあまりにもゲーム的すぎるんじゃないかなと思うけど、いちおう検討事項か。

			「次、室内にスケルトンがいたら、確かめてみよう」

			　ひとつひとつ、試していくしかないだろう。ぼくたちは、さらに意見を出し合った。

			　その後、休憩をとってリラックスする。

			　ついでに少し落ち込んでいるアリスを慰(なぐさ)め、彼女が満足するまで頭を撫(な)でる。

			　それを見て寄ってくるたまきとミアの髪は、乱暴にぐしゃぐしゃする。

			「うーっ、カズさん、差別だわ！」

			「断固として抗議する」

			　アリスが苦笑いして「みんなに公平に、やさしくしてあげてください」といった。

			　仕方がない、とふたりの髪を優しく撫(な)でてやる。

			　揃って目を細める、たまきとミア。

			「ときに、さっきのことだけど」

			　ミアがぼくを見上げ、呟(つぶや)く。

			「カズっち、あの女騎士さんに抱きしめられたとき、臭いなって思った？」

			「うん、実は、少し……」

			　アリスとたまきが、慌てて自分の体操着の臭いを嗅いだ。

			　安心してください、ふたりともだいじょうぶです。あとおへそ見えてます。

			「あのひとたち、たぶん入浴の習慣とかないんじゃないかな」

			「え、それって不潔じゃない？」

			「日本と違って湿度が低いヨーロッパでは、普通のことっぽい？」

			　さすがミア、余計なことはいっぱいご存じだなあ。

			「ただ、彼女たちの場合、鎧(よろい)がなあ」

			「剣道着が蒸すのと同じ」

			　いろいろ理解である。

			　実際のところ、彼女たちもぼくたちも命の危険と隣り合わせだから、そんな些(さ)細(さい)なことでいちいち顔をしかめている方がおかしいんだけど。

			　そもそも、戦場にたちこめる血の匂いや腐(ふ)臭(しゆう)に比べれば、なにほどのこともない。

			「あの、カズさん！」

			　たまきが、ずいと顔を突き出してくる。

			「この戦いが終わったら、召喚魔法でコテージを、ね！　お願いっ」

			「うーん、ＭＰの無駄遣いじゃ……」

			「だ、ダメ？」

			　すがるような目で見つめられてしまった。

			　うう、そんな風に見られると、ダメとはいい辛い……。

			「わかりました、善処いたします、レディ」

			「わーいやったーっ」

			　ぴょんぴょん飛び跳ねる、たまき。アリスも嬉しそうだ。

			　ぼくは、苦笑いしてミアと顔を見合わせた。

			「カズっち、実は匂いフェチだったって告白しよう？」

			「それは予想の斜め上な展開だな」

			「フランス人とかにはよくあるとネットに書いてあった」

			　本当かなあ、それ。

			　ぼくたちは雑談に興じたあと、もとの場所に戻る。

			　たまきのスキルポイントは、もちろん温存だ。

			　

			　たまき：レベル29　剣術９／肉体４　スキルポイント３

			　

			◆　◆　◆

			　

			　あちこちの部屋を覗き、スケルトンを探す。

			　白い部屋を出てから３つ目のドアを開けてすぐ。

			　ベテラン・スケルトンが２体、ドアを開けたたまきに、まとめて襲いかかってきた。

			「わっ、まだなかに入ってないのに！」

			「ミアの仮説が外れただけだ、きみは細かいことを考えるな！」

			　たまきは「わかった、考えない！」と叫んでスケルトンに挑む。

			　またたく間に１体を斬り捨てる。ここでミアがレベルアップする。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋にて。

			「すまんかった。エリア死守ＡＩ仮説は違ってたっぽい」

			「気にするな。いろいろな意見があった方がいい。あとＡＩとかいうな」

			「バツゲームとか、なし？　えっちなおしおき、期待してたのに」

			　ダメだこいつ。

			　まだもう１体、敵はいるので、すぐもとの場所に戻る。

			　ミアのスキルポイントも温存だ。

			　

			　　ミア：レベル29　地魔法４／風魔法９　スキルポイント３

			　

			◆　◆　◆

			　

			　もう１体のスケルトンも始末し、戦闘終了。

			　ラスカさんたちが近づいてくる。彼女たちの話によれば、この近くにガル・ヤースの心臓が安置されている部屋への通路があるとのことであった。

			　このままモンスターの始末を続けて、レベルアップを図るか。

			　さっさとガル・ヤースの心臓を目指すか。

			　迷うところだけど……。

			「外ではまだ、兵が戦っています。ここでの戦いを一刻も早く終わらせなくては」

			　ラスカさんが、迷うぼくたちを説得してきた。そりゃそうか。彼女たちにしてみれば、同胞が血を吐きながら稼いでくれている時間だもんな。

			　それなのに入り口での待機を命じられていたから、不満だったってわけだし。最大戦力のぼくたちが、ちまちまとした行動をとっていたら、そりゃ不満に思っても仕方がない。

			　というか、ついついデジタルゲーム感覚になってしまったこっちが悪い。

			「わかりました、ガル・ヤースの心臓を目指しましょう」

			　経験値が入ってレベルアップするっていう、ぼくたちだけの仕様が問題だよなあ。

			　そんなことを考えつつ、灰色狼の偵(てい)察(さつ)によって寺院中央へのルート上のモンスターを探査し、前進する。

			　さらに３体、ベテラン・スケルトンを始末した。

			　ここで、ぼくがレベルアップ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋で車座になって腰を下ろし、反省会を開く。

			「ん。現地住民の生の声は、説得力がありますな」

			「きみはここに至ってもひとごとにするなあ」

			「実際、わたしらは、わたしらのことだけで手いっぱいですゆえ」

			　ミアはこのへん、クレバーで乾いている。

			　ぼくたちの利益が最大になるよう意見してくれるのはとても嬉しい。

			　うん、わかってる。決断するのはぼくで、ともすれば甘い意見に流されがちなアリスやたまきがいるからこそ、ミアはこういう立場を堅持するのだ。

			　まったく、相変わらず彼女がパーティで最年少とは思えない。あのニンジャの妹だと考えれば納得だけど。

			「実際のところ、どうなんだろう」

			「どう、ってなんですか、カズさん」

			「うーん、今回は彼女たちの提言を受け入れたわけだけど、あの意見を無視した場合、ぼくたちに不利益はあったかな」

			　みんなで検討した。現地の人々との友好が、はたしてぼくたちにどれほどの意味をもたらすか。ミアの「強さがすべて。彼女たちは弱い。わたしたちに逆らえない……という考え方もある」というシビアな言葉に、論理的な反駁は難しかった。

			「でも……」

			　とアリスが困惑したようにぼくを見る。

			「なんだか、それって寂(さび)しいです。辛いです」

			　その言葉は、なまじアリスの本音であるとわかるがゆえ、ストレートにぼくの心に響いた。苦笑いしてしまう。

			　アリスはぼくの表情をどう勘違いしたか、慌てて首を振った。

			「ご、ごめんなさい。わたし、そんなつもりは……」

			「いや、いいんだ。ぼくが間違っていたかもしれない。……そうだよな。理屈じゃそうかもしれないけど、それだけじゃないよな」

			　アリスの頭をくしゃりと撫(な)でた。少女が、笑う。

			　

			　　和久：レベル34　付(ふ)与(よ)魔法６／召喚魔法９　スキルポイント２

			　

			　スキルポイントは付(ふ)与(よ)魔法のために貯め、もとの場所に戻る。

		

	
		
			第１４９話　ガル・ヤースの嵐の寺院５

			　

			　寺院のなかを、さらに進攻する。

			　先行した部隊と出会わないどころか、ぼくたちの発するもの以外、物音ひとつしない。

			　寺院の壁が厚いせいなんだろうか。

			　魔法とかで静穏を保ってる可能性もある。

			　けっして、各国の精鋭部隊が全滅したなんてことじゃないと……思いたい。ラスカさんによれば、ぼくたちのいる兵舎方面は先行部隊のルートとだいぶ離れているらしいけど。

			　お互いに協力できず、個々に別方向から進攻するって、手際が悪いよなあ。

			　事前の打ち合わせがまったくできなかったわけだし、そもそも先行部隊はぼくたちの存在を念頭に置いていないだろうから、仕方がないことだけど。

			「この先が、嵐の寺院の中枢部、第１修練場です」

			　とある部屋の入り口で、ラスカさんが告げた。

			　いや、出口……なのか？　破壊された扉の先は、屋内だというのに、鬱(うつ)蒼(そう)と植物が茂る密林だった。

			　密林なのに、天井がある。太陽のような白い輝きを放つ天井の高さは、少なくとも15メートル以上。20メートルあるかもしれない。

			　小鳥が木々の上を飛んでいる。いっけんとても平和な光景だ。

			「これは……なんともファンタジーというべきか、むしろＳＦのドーム都市っぽいというべきか」

			「ガル・ヤースの心臓が発するマナのおかげで、植物の氾濫が起こっているとのことです」

			「ん。もはや謎(なぞ)エネルギー」

			　ミアの言葉に、同意せざるを得ない。ほんと、マナさえあればなんだってできるのか。

			　できるんだろうな……。

			「ここ、修練場ってことは仕掛けとか罠(わな)とかあるんですか」

			「かつては真面目な修行の場であったと伝えられていますが、モンスターに襲(しゆう)撃(げき)された当時はもう、このような状態だったようです。心臓までの道もまっすぐに敷かれていたそうですが、そちらは植物の生育によって埋まってしまった様子ですね」

			　ラスカさんの言葉通り、扉から１歩先はもう蔓状植物が繁茂する緑の世界で、床……ではなく地面も下生えに覆(おお)われてしまっている。

			　この様子じゃ、かつての道を探すより、最初から目的地にまっすぐ向かった方が楽だろう。

			「ミア、これだけ自然があるなら、ウィンド・サーチはいけるか」

			「無理っぽい。あれはあくまで、屋外限定。ここは天井もある、屋内」

			　風魔法のランク６、ウィンド・サーチは、そこそこ広い範囲を自然の風のゆらぎでもって感知する魔法だ。

			　ただし自然の風、というのが厄(やつ)介(かい)で、人工的な空間では精度が著(いちじる)しく低下する。屋内では、木々に囲まれたこのような空間でも使用できないということか。

			「方角はわかっています。森を突っ切り、まっすぐに向かいましょう」

			「空を飛んでいく手もあるけど……」

			「ガル・ヤースの心臓は、この空間の奥です。そこを守るモンスターがいれば、狙い撃ちにされる恐れが」

			　なるほど、狙撃か。ここはラスカさんのいう通りだなあ。

			　仕方がない、地道に森のなかを歩くか……。

			　と諦(あきら)めかけたときだった。

			　森の奥の方で、派手な爆発音が響く。衝(しよう)撃(げき)波(は)で木々がざわめいた。

			　ミアが素早くフライを使用し、樹上に舞い上がる。

			「ん。土砂が巻きあがって、雲になってる」

			「どれくらい離れている」

			「ここからまっすぐ、向こうの壁際」

			　ラスカさんが「ガル・ヤースの心臓が安置されているあたりです」といった。

			「精鋭部隊と心臓を守っているモンスターの戦いが始まっているんでしょうか……」

			「みたい、だな」

			　アリスの言葉にうなずき、ミアを呼び戻す。

			　その間にぼくは、使い魔を召喚する。呼ぶのは、もちろんぼくの切り札、幻狼王シャ・ラウである。

			　馬よりも巨大な狼が、ぼくの前にひざまずいた。

			「シャ・ラウ。また頼むぞ」

			『主よ、おおせのままに』

			　どうやら、数時間前の無茶の影響は残っていないようだ。白い部屋のＱ＆Ａでわかっていたことではあるけれど、ほっとする。

			『無事でなによりだ』

			　幻狼王のおおきな蒼(あお)い瞳(ひとみ)が、ぼくを見つめ、くりくりと動いた。

			　彼もまた、ぼくと会ってほっとしているのか。彼からしたら、ザガーラズィナーに追われて逃げているところで消えたわけだからなあ。

			　いや、思い出話はあとでいい。後ろでラスカさんたちが驚いているけど、それも無視する。

			　シャ・ラウに定番の付(ふ)与(よ)魔法を手早くかけた。

			「この森の向こう側で戦闘が始まっている。木の上スレスレを飛んでいく。インヴィジも、サイレント・フィールドもなしだ」

			『了解した、主よ』

			「ラスカさんたちは、申し訳ないですが、走ってついてきてください」

			　パーティ外扱いの彼女たちにまでフライをかけている手間とＭＰが惜しい。

			　ディフレクション・スペルからのフライで、ぼくたち４人とシャ・ラウが樹上まで飛び出す。奥を見れば、ちょうどまた連続した爆発が起こるところだった。

			　やはり、あそこで戦闘が発生している。

			「先行したひとたちが、上手く敵の戦力を削ったところで全滅してくれれば、漁夫の利で経験値もおいしい」

			「ミア。そういう無駄に露悪的なところ、別に恰(かつ)好(こう)よくもないし、萌えもしないぞ」

			「ぬう」

			　木々のすぐ上を飛びながら、そんな会話を交わす。たまに伸びすぎた木が天井にまで達している部分もあって、そういうところは迂回せねばならない。

			　蔓が野放図に伸びて、網のようになっている部分もあったが、これは……。

			「任せてっ」

			　先頭を飛ぶたまきが、10メートルほど手前で銀の剣を一(いつ)閃(せん)する。剣から飛び出たマナの刃が天井まで這い上がっている蔓状植物を両断し、道を切り開く。

			　ぼくたちは、まっすぐにその一帯を抜ける。

			　爆発の煙が晴れると同時に、森が切れて、その向こう側の広場が見えた。広場の中央から放たれる赤い光が、目に飛び込んでくる。

			　台座の上に、ひとの背(せ)丈(たけ)の倍ちかいおおきさの、ルビーの色に輝く８面体が直立していた。

			　あれが、ガル・ヤースの心臓。この大陸に穿(うが)たれた５つの楔(くさび)のひとつ。それ自体が、巨大なマナを供給していて……。

			　ガル・ヤースの心臓のすぐ近くに、他を圧して威(い)圧(あつ)感(かん)のあるモンスターがいる。

			　ぱっと見た感じでは、ただぼろぼろの黒いフードつきローブを羽織った猫背の男だ。

			　だがその身の丈は、真紅の結晶体と並ぶとひとまわりちいさく見える程度。

			　つまり、そのモンスターは身長が２メートル半くらいあるのだ。しかもその手にあるのは、本人よりもおおきな両手持ちの鎌である。

			　なおかつその大半がフードの奥に隠れた顔が、ちらりと見える。ガリガリに痩せ、頬骨が浮き出た、幽鬼のような顔つきの男性だった。眼窩の奥の双(そう)眸(ぼう)が、ぞっとするほど赤い輝きを放っている。

			「うわっ、ほんとに死神っぽいっ」

			　思わず漏れた、たまきの呟(つぶや)き。それがまさに、正鵠を射ているように思える。

			　そう、あれは死神なのだ。

			　神兵級の死霊術師モンスター、ヴォルダ・アライ。

			　その周囲を、10体ほどのスケルトンが囲んでいる。そして左手奥、この広間にあるもうひとつの入り口近くでは、50人ほどの人間が、無数のスケルトンを相手に奮戦していた。

			　あれが、ぼくたちより前にこの神殿に突入した精鋭部隊か。

			　彼らが相手にしているのは、その大半がベテラン・スケルトンと思われるが……。

			　なにせ、数が多い。１００体は超えるだろう。なおかつ、ベテラン・スケルトン部隊のすぐ後ろで、長い杖(つえ)を手にしたローブ姿のスケルトン８体が火の矢を放っている。

			「メイジ・スケルトンか」

			「そうっぽい」

			「カズさん、あれはフレイム・アローと……精鋭部隊さんの魔法をディスペルしてます」

			　アリスが、額に手をかざして戦闘の様子を観察している。ちょうど、精鋭部隊の後衛に立つ魔術師が、蜘(く)蛛(も)の糸をまき散らすような魔法を放ったところだった。

			　ベテラン・スケルトンが無数の白い糸にからめとられるも……そこでメイジ・スケルトンが魔法を行使する。

			　蜘(く)蛛(も)の糸が、虹色の輝きを放って宙に溶ける。解呪(デイスペル)されたのだ。メイジ・スケルトンはそうした的確なサポートで、前線を安定させている。

			　あれ、厄(やつ)介(かい)だなあ。

			　１００体に及ぶスケルトン部隊を突破したとしても、ヴォルダ・アライはまだ手もとに少数のスケルトンを残している。

			　ボス直衛のそいつらは、白い鎧(よろい)を身にまとった、やけに身なりのいい骸骨どもだった。

			　手にした剣も盾も、錆ひとつない。いやそれどころか、たまきが持つ剣に似た淡い輝きを放っている。その光の色は背筋が寒くなるような青で、どこか禍々しいのだが……。

			　特にそのうちの１体は、黄金の鎧(よろい)をまとって、一本角のついた兜(かぶと)を目深にかぶり、剣もひときわ巨大であった。かわりにそいつだけは、盾を持っていない。

			　なんだろう、あいつもまた、特別な個体に見える。

			「ゴッドブレイカーって、あいつかなー」

			　たまきが、ぼそりと呟(つぶや)いた。ああ、そういえば、そんな名前のやつもいるんだったか……。たしか、神兵級に迫る戦力を持っているんだっけ。

			「じゃあ、それ以外はスケルタル・チャンピオンか」

			　ヴォルダ・アライの親衛隊は、ゴッドブレイカーが１体、それにスケルタル・チャンピオンが４体。数は少ないけど、いずれも一騎当千の猛者であろう。

			「漁夫の利になるけど、いっきにヴォルダ・アライを叩く」

			　ぼくは迷わず、そう宣言する。

			　ここに至って、雑(ざ)魚(こ)を相手にする必要性は感じない。いや、ボスが後衛という時点で、悠長なことなどしていられないといった方が正しいか。

			「たまき、アリス。シャ・ラウの背中に。シャ・ラウ、いっきに距離を詰めてくれ」

			『承った』

			「ヘイスト」

			　それが、合図だった。幻狼王は、ザガーラズィナーに対してやったように、魔法を行使する。紫電となって、加速。

			　ふたりの少女を乗せた幻狼王の巨体が、矢のように飛び出した。

		

	
		
			第１５０話　死霊使い

			　

			　現在、モンスターたちの注意は精鋭部隊に向いている。さらに幸いなことに、ついさっきまで、巨大なルビー色の正８面体とぼくたちの間には土煙が立ちふさがっていた。

			　そう、ぼくたちが森林地帯を抜ける直前まで、だ。

			　土煙が晴れるのがあと数秒早ければ、天井すれすれを飛ぶぼくたちは見つかっていたかもしれない。

			　こちらに面制圧の得意なルシアがいないため、敵の戦力の底がわからない状態、しかも遠距離での会敵はリスクがおおきい。

			　爆発が起こってすぐにぼくたちが飛翔したことも、シャ・ラウに乗せてアリスとたまきを突撃させたことも、ギリギリの決断だったが……。

			　どうやら、正解だったようだ。

			　幻狼王シャ・ラウは、ふたりの少女を背に乗せて、大鎌を持つ巨人ヴォルダ・アライに突進する。全身に紫電をなびかせ、矢のように飛ぶ。

			　敵はまだ、誰もぼくたちに気づかない。

			　これは、やったか。

			　ヴォルダ・アライは神兵級とはいえ、どうやら後衛タイプのようだ。多少、大柄ではあるが、ほかの神兵級ほどのタフネスはないだろう。

			　アリスとたまきとシャ・ラウ。ふたりと１体の総攻撃を受ければ、反撃する間もなく蹴(け)散(ち)らされるに違いない。

			　はたして衝(しよう)突(とつ)の直前、ヴォルダ・アライが振り仰(あお)ぎ、シャ・ラウを見る。

			　とっさに地面を蹴って距離を取ろうとするが、それも叶わず、まともに体当たりを喰らってしまう。

			　２メートル半の巨体が、じつに10メートル以上も弾き飛ばされる。

			「いくよ、アリス！」

			「はい、たまきちゃん！」

			　アリスとたまきが、素早くその背から飛び出す。地面に叩きつけられ、激しくバウンドする死霊使いを追いかける。

			　裂(れつ)帛(ぱく)の気合いのもと、アリスの刺(し)突(とつ)とたまきの斬(ざん)撃(げき)が、黒いローブに吸い込まれた。ヴォルダ・アライの身体は、さらに吹き飛ばされる。

			「んしょっ、トドメぇっ」

			　たまきが、宙を舞うヴォルダ・アライの胴体を白い剣で真っぷたつに切り裂く。ローブが引き裂かれ、そのなかが見えた。

			　痩せて青白くなった胴体が……。

			　瞬時に、骨に変化する。ヴォルダ・アライのフードがとれる。

			　なかから現れたのは、骸骨。

			　え？　ぼくの頭のなかが、真っ白になる。さっきまでは、たしかに肉体のある魔術師に見えたのに……スケルトンになった？

			『幻(げん)影(えい)だ！』

			　シャ・ラウのテレパシーが響く。

			『やつめ、己の身代わりを用意していた！』

			　彼の言葉で、ようやく理解する。

			　ぼくたちは、謀られたのだ。

			　ぼくたちの作戦は、精鋭部隊という餌(えさ)を利用して敵の注意を惹(ひ)きつけ、ヴォルダ・アライをいっきに叩くというものだ。

			　だが敵は、ぼくたちのさらに上をいった。ヴォルダ・アライは配下のスケルトンに幻(げん)影(えい)魔法を用いて己に化けさせ、目立つところに立たせていたのである。

			　それは必ずしも、ぼくたちの襲(しゆう)撃(げき)を察してのものとは限らない。敵の狙撃手や別働隊を常時、警戒するのは、指揮官として当然のことといえるからだ。

			　ぼくやミアだって、これまで常に、戦場のあちこちに目を配りながら戦ってきた。

			　モンスターだから馬鹿だと、そう考えていては足もとをすくわれる。

			　そんなこと、よくわかっているはずだったのに。

			　ヴォルダ・アライに化けていたスケルトンは、ちからなくその場に倒れ、動かなくなる。

			　だがその間に、ほかのスケルトンが動く。アリスとたまきに、スケルタル・チャンピオンのうち３体と、スケルトン・ゴッドブレイカーが迫る。

			　って待てよ、じゃあ残るスケルタル・チャンピオンの１体は？

			　ふと見れば、そいつが両手をおおきく掲げていた。その手にあった剣が、いつの間にか大鎌に変化している。

			「ミア！」

			「ん。ディメンジョン・ステップ」

			　ぼくはとっさに、ミアの手を掴(つか)む。直後、ミアは風魔法のランク９、ディメンジョン・ステップを行使した。

			　これは簡単にいえば、ワープの魔法だ。９００メートル以内の任意の目標地点にテレポートすることができる。

			　ただし連れていけるのはミアの手につきひとりずつ、つまり彼女自身を含めても最大で３人。また目標地点までの視界が通っているという条件も存在する。

			　よって、煙が晴れるまでは使えなかった。

			　アリスとたまきとシャ・ラウをいっぺんにテレポートさせることもできなかった。

			　だが、いまなら。

			　ぼくの視界が切り替わる。目の前に、大鎌を手にしたスケルタル・チャンピオンがいる。

			　骸骨のモンスターは、不意に眼前に出現したぼくたちふたりを見ても委細構わず、その大鎌を地面に振り下ろす。

			　地面から、スケルトンが４体、飛び出してくる。いずれもこれまで戦った雑(ざ)魚(こ)と同じ装備、つまりベテラン・スケルトンだ。

			　本来は、こいつらもアリスたちのもとへ送り込みたかったのだろう。

			　ところが、目の前にぼくたちが来た。ならば、と敵も狙いをぼくたちに切り替えようとして……。

			　だが同時に、ぼくたちも動いている。ぼくの手が大鎌の柄に触れた。

			「ディスペル・マジック」

			　ぼくの付(ふ)与(よ)魔法ランク６、ディスペル・マジックが大鎌を持ったスケルタル・チャンピオンにかかった魔法をまとめて剥(は)ぎ取る。

			　そいつが、真の姿を現す。

			　黒いローブをまとった、２メートル半の巨人。それが、こいつの正体だ。

			　すなわち……。

			「ヴォルダ・アライ」

			　ぼくが呟(つぶや)く。巨人の魔術師は、嗤うようにフードに包まれた頭部を揺らす。

			　やっぱりか。とりまきのひとりに扮しているとか、やってくれる。まんまと騙されたよ。

			　ヴォルダ・アライのフードの奥で、真紅の双(そう)眸(ぼう)が、ぼくを睨(にら)む。

			　ぼくは慌てて地面を蹴り、距離を取って……。

			「ストーム・バインド」

			　次の瞬間、ミアの魔法が発動した。ヴォルダ・アライを中心とした半径数メートルの空間に竜巻が発生する。地面から現れたばかりのベテラン・スケルトンもこの竜巻に巻き込まれ、吹き飛ばされないようにするだけで手いっぱいとなった。

			　もっとも、神兵級が相手では、この程度の足止めなど数秒保てばいい方だろう。

			　それでいい。

			　その数秒が、アリスたちに必要だった。

			「たまきちゃん！」

			「うん、任せて！」

			　ヴォルダ・アライの監視はミアに任せて背後に振り向けば、アリスとシャ・ラウが３体のスケルタル・チャンピオンを引きつけ、その隙にたまきが黄金の鎧(よろい)を着たスケルトン・ゴッドブレイカーに打ちかかっていくところだった。

			　ゴッドブレイカーは大剣を構え、たまきを迎撃する。

			　両者、数歩の距離で一(いつ)閃(せん)。ゴッドブレイカーから放たれた黄金の光と、たまきの白い剣から放たれた白い光が衝(しよう)突(とつ)する。

			　轟(ごう)音(おん)と共に発生した衝(しよう)撃(げき)波(は)で、たまきの身体が宙に舞う。

			「わっきゃーっ」

			　妙な叫び声をあげ、たまきは空中でくるくる回転し……。

			「っしょっ」

			　どうやら、一方的に吹き飛ばされたわけではなく、自分から飛んだようだ。空中で方向を転換し、さらに白い剣を一(いつ)閃(せん)、斜め上から白い光のビームを放つ。

			　ゴッドブレイカーは大地をちから強く踏みしめ、これを黄金の光線で迎撃。またも轟(ごう)音(おん)。

			　たまき自身は、しかしそのときすでにゴッドブレイカーの上空まで移動していた。

			「とったぁっ」

			　ゴッドブレイカーの頭上に落下する。位置エネルギーを運動エネルギーに変換し、白い剣を振り下ろす。ゴッドブレイカーは大剣でこれを受けようとするも、わずかに及ばず、刃先が流れて鎧(よろい)の肩部に白い剣が叩きつけられる。

			　モンスターの頑(がん)丈(じよう)な鎧(よろい)が、ひび割れた。

			　よほどの衝撃だったのだろう、ゴッドブレイカーはよろめいてあとずさる。

			「まだっ！　いくよーっ」

			　たまきは地面に着地するや、すかさず距離を詰め、追い打ち。ゴッドブレイカーが防戦だけで手いっぱいとなる。

			　いっぽうアリスとシャ・ラウは、３体のスケルタル・チャンピオンを相手に、いささか苦戦を強いられていた。

			　スケルタル・チャンピオン１体で、ほぼシャ・ラウと互角か。しかしこいつらの持つ青い輝きの剣を警戒し、シャ・ラウは果敢な攻撃ができないでいる。

			　幻狼王が、本能的な危機感を覚えているのか。

			　ならば、慎重な行動は正解なのだろう。

			　アリスは幻狼王をフォローするように、スケルタル・チャンピオンの攻撃を受け流していくも……。

			　骨人間を相手に、刺(し)突(とつ)しかできない槍(やり)というのはいささか不利のようだった。しかも、上手く肩や脚に一撃を与えても、骨に入ったヒビがまたたく間に修復されている。

			　こいつは……よもやの自己回復(リジエネレーシヨン)持ち、なのか。

			　もしかして、とたまきと戦うゴッドブレイカーに注意を戻せば、さきほどの一撃によりできた黄金鎧(よろい)の傷が、みるみる消えていく様子が見えた。

			　参ったな、これは。膠(こう)着(ちやく)状態か。

			　となれば、鍵(かぎ)を握るのは、ぼくたちとヴォルダ・アライの戦いとなるが……。

			「カズっち、来る」

			　ミアの言葉に振り向く。激しい竜巻が、ヴォルダ・アライの魔法によってかき消えるところだった。これは……敵のディスペルか。

			　なら、どうしてもっとはやくディスペルしなかった。

			　その理由は、すぐにわかった。

			　竜巻が土砂を巻きあげていたせいで見えていなかったが、ヴォルダ・アライ周囲のスケルトンの数が大幅に増えていたのである。

			　その数、およそ20体か……いや、30体はいるだろうか。

			　そのすべてが、ベテラン・スケルトンである。

			「おいおい。こいつまさか、レベル５の兵士をいくらでも量産できるのか」

			「っぽい？　神兵級にしても、強すぎ？」

			　いや、おそらくこれは、目の前にガル・ヤースの心臓があるこの場でのみ可能な業であろう。それが証拠に、外で暴れているモンスターにアンデッドはいなかったはず。

			　ひょっとしたら、アンデッドたちは外に出られないのかもしれないけれど。

			　だからといって、たいした慰(なぐさ)めにはならないか。この広いフィールドで、無数のスケルトンに数で押されるというのは……。

			　しかも、敵は無限にこいつらをつくり続けることができるのだ。

			「ちょうどいい経験値稼ぎ要員、かなあ」

			「ん。相性がいい」

			　ぼくはにやりとする。ミアもまた、余裕をもってうなずく。

			　どうやら今回は、アリスもたまきも、そしてシャ・ラウすらも、皆、ぼくの引き立て役になってもらう番のようである。

			　ぼくとミアは、低空を飛び、攻めよせるスケルトンからいったん距離を取る。

			　スケルトンたちはいちど、立ち止まってアリスたちの方を見るが……。

			　ぼくは地面に着地した。距離を取ったのは、それだけのスペースが必要だったからだ。この魔法を使うなら、それが必要だった。

			「サモン・レギオン」

			　満を持して、ぼくは魔法を行使する。これまではいろいろな制約の結果、使用できなかった召喚魔法のランク９。

			　自己評価では、シャ・ラウよりも強大なそのちからは、このひらけた場所で多数のモンスターを相手にするという限定的な条件でなら……。

			　ぼくの周囲に、無数の使い魔が出現する。

			　青白い馬に乗った、幽鬼のような騎士たちだ。

			　Ｑ＆Ａを信用するなら、全部で騎士と馬は１００体ずつ。騎士は、その１体１体が、ランク４のサモン・ソルジャーと同等だ。つまりランク２の前衛と同等のちからを持つ。

			　それらが騎乗しているから、純粋な戦闘力では一段上になると考えていい。

			「ディフレクション・スペル。ヘイスト」

			　ぼくはそんな使い魔軍団に、付(ふ)与(よ)魔法をかけた。１００体の騎士と青白い馬が、すべて黄金の光に包まれる。

			　そしてぼくは、全身を輝かせた騎士部隊に命じた。

			「突撃」

			　歓声をあげて、騎士たちは馬の腹を軽く蹴り……。

			　進撃が始まる。１００体の騎兵が、30体のベテラン・スケルトンに向かっていく。

			　両軍が激突した。

		

	
		
			第１５１話　召喚者たちの軍団戦

			　

			　現在、戦場は３つにわかれていた。

			　広い部屋の入り口近くで、精鋭部隊とベテラン・スケルトン部隊が切り結んでいる。

			　ベテラン・スケルトンの後ろからメイジ・スケルトンが援護を飛ばし、これを精鋭部隊の後衛がしきりに邪魔する。

			　ぼくたちから30メートル以上離れた壁際にて、たまき対黄金の鎧(よろい)をまとったゴッドブレイカー、そしてアリスとシャ・ラウ対スケルタル・チャンピオン３体。

			　両陣営とも、激しく斬り結んでいる。

			　戦力的にはわずかにたまきたちの方が優勢なのだが、彼女たちの相手にする上級スケルトンたちには再生能力があるようで、一進一退となっている。

			　そしてガル・ヤースの心臓近くでは、ぼくの召喚した１００組の騎兵が、いままさにヴォルダ・アライの呼び出した30体以上のベテラン・スケルトンを相手に突撃を開始していた。

			　槍(やり)を構えての騎兵の突撃は、技量で勝るであろうベテラン・スケルトンたちを次々と粉(ふん)砕(さい)していく。

			　蹂(じゆう)躙(りん)といってもいい、圧倒的な攻勢圧力であった。

			　数体のスケルトンが破砕されたところで、ぼくたちは白い部屋に赴(おもむ)く。

			　アリスのレベルアップだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　たいした打ち合わせは必要なかった。皆、やるべきことは理解している。

			　そして、このたったひとりのレベルアップが戦局をおおきく変化させることも。

			「アリス、よくやった」

			「はい、カズさん」

			　ぼくはアリスの頭を撫(な)でて、これまでの彼女の献身と我慢をねぎらう。

			「これでやっと、槍(そう)術(じゆつ)をランク９にできます」

			　アリスは、少し涙ぐんでいた。

			　そんなに、武器スキルのランクでたまきに劣っていることが辛かったのか……。

			　いや、彼女のことだ、きっとぼくの役に立てることが嬉しいのだろう。

			「ん。でもこれで、アリスちんたちの方は勝ちが決まったようなもの」

			　ミアの言葉の通りだった。アリスとシャ・ラウは、これまで２対３であるがゆえ、いささか苦戦を強いられてきていた。

			　アリスの槍(そう)術(じゆつ)のランクを９に上昇させることは、この閉塞した状況を打開する一手となるだろう。

			「あとは、こっちでも勝つだけ。あるいは……粘って、アリスちんたちが援護に来るのを待つ？」

			「いや、時間をかけて、精鋭部隊の方からメイジが来ると厄(やつ)介(かい)だ。このままいっきに押し切ろうと思う」

			「わかった。わたしはメイジを牽(けん)制(せい)する」

			　互いにうなずきあう。ここまできたら、あとはもう、皆が為すべきことを為すだけだ。

			　アリスがノートパソコンでスキルのランクを上げて……。

			　

			　アリス：レベル30　槍(そう)術(じゆつ)８→９／治(ち)療(りよう)魔法５　スキルポイント９→０

			　

			　もとの場所に戻る。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　土煙がたちこめるなか、激戦が再開される。ヴォルダ・アライの様子がわからないため、ミアが少し、高度をあげた。

			「ん。ボスは少し後退して、骨をつくってる」

			　なるほど、盾を増やして時間を稼ごうというのか。このごに及んで、そんなことでぼくたちに勝てると思っているのか。

			　なら、そのヌルい選択、後悔させてやるさ。

			「サモン・パラディン」

			　ぼくはもう１回、単体召喚魔法を行使する。

			　ランク９の使い魔は、これまでのところ、固有契約したシャ・ラウの独壇場だった。

			　ザガーラズィナー戦では、使い魔覚醒での瞬間的な戦力上昇を優先していた。

			　だが、いまぼくのＭＰには、１００点ほど余裕がある。そして、このランク９にも、これまでと同様、使い魔の召喚魔法が存在する。

			　この魔法、サモン・パラディンだ。

			　ぼくの呼びかけに応じて、白銀の全身鎧(よろい)に身を包んだ戦士が出現する。フルフェイスのかぶとをかぶっているから顔すらわからないが、たぶん人型の使い魔だ。

			　パラディン。その名の通り、聖騎士にふさわしい神々しさでもって降臨したこの存在は、野太い声で雄々しく叫び、両手剣を頭上に掲げた。

			　とたん、純白の光が天井から降り注ぐ。

			　広範囲に展開されたその光を浴びて、騎兵と戦うスケルトンたちが身もだえした。

			　この攻撃は……そうか、アリスがさっき使ったホーリー・ボルト同様、アンデッド特攻か！

			「知らなかったよ、こんな特殊能力」

			「ん。さすがパラディン。悪をうち滅ぼす聖なる中２病戦士」

			　中２病とかいうな。

			「ま、まあいい、結果オーライだ！」

			　ぼくは召喚したパラディンに、素早く定番の付(ふ)与(よ)魔法をかけていく。キーン・ウェポン、フィジカル・アップ、マイティ・アーム、そしてヘイスト。

			「雑(ざ)魚(こ)には構うな。ヴォルダ・アライを仕留めろ」

			「仰(おお)せのままに、わが主！」

			　野太い声でそう答えたパラディンは、おおきな剣を構え、敵軍に駆け寄る。

			　そのタイミングで、ミアが突風を放った。

			　軍勢がぶつかったことによる土煙が、強い風によって吹き飛ばされる。

			　パラディンは、騎兵たちがスケルトン軍団の隊列に開けた穴をいっきに突っ切った。その向こう側で新たな召喚を行おうとしていたヴォルダ・アライに、雄たけびと共に斬りかかる。

			　ヴォルダ・アライは、その巨躯でもってパラディンに向き直り、大鎌でその一撃を受け切った。返す刀で、大鎌を一(いつ)閃(せん)。

			　パラディンはしかし、地面に足をめり込ませながら、これを受け切ってみせる。

			　互いに、何度も何度も剣と鎌をぶつけ合う。

			　ぼくなどにはその剣戟の半分も視認できないけれど、刃が交わるたびに火花が散って、ものすごいかん高い音が響く。

			　しかもそれは、彼らとぼくたちとの間で敵味方合わせて１００体以上がぶつかっているなかでも聞こえてくるのだ。一進一退の攻防に見えた。

			　ミアに援護させたかったが……。

			「ちょっと、忙しい」

			「ああ、きみはメイジたちの対処に専念でいい」

			　いま彼女は、離れたところからこちらにちょっかいをかけてこようとするメイジ・スケルトン部隊の迎撃に忙しかった。
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			　こいつら相手に気を抜くと、いっきに形勢をひっくり返される恐れがある。魔法使いが複数体というのは、それだけ恐ろしいことだ。

			　召喚騎兵軍団は、たとえヴォルダ・アライのもとにたどり着いても、なすすべもなく、ついで程度で切り伏せられていた。

			　やはり、雑(ざ)魚(こ)じゃダメか。頼みの綱は、パラディンだけということか。

			　たぶん、パラディンの技量は剣術ランク７程度のはずだ。

			　それと互角なヴォルダ・アライは、その本職が後衛であるはずなのに、これほどの技の冴えを見せている。

			　もっともそれは、本来の持ち味を殺して、後衛が前に出なければならない敵軍の窮状を意味していた。

			　つまり、このかたちまで持ち込んだ時点で、ぼくたちの作戦勝ちである。

			　あとは、いかに被害を少なくして勝つか。

			　完全に囮(おとり)として利用してしまったかたちの精鋭部隊を、どれだけ生き延びさせることができるか。

			　そのためには、なるべく早期の決着が望ましいのだ、が……。

			　周囲を見渡す。壁際では、レベルアップしたばかりのアリスが、スケルタル・チャンピオンの１体を切り伏せたところだった。

			　ぼくとアリスの視線が交わる。

			　アリスがうなずく。彼女がなにをしろといっているのか、たちまち理解した。

			「シャ・ラウ、ヴォルダ・アライに突撃しろ！」

			『心得た！』

			　シャ・ラウは、牽(けん)制(せい)していたスケルタル・チャンピオンを放り出し、ふたたび紫電をまとって、地面を蹴る。

			　残像を生むほどの猛突進によって、直線状のベテラン・スケルトンが吹き飛ばされていく。

			　それを追おうとしたスケルタル・チャンピオンは、アリスがカバーに入って押しとどめる。

			　アリスは一時的にひとりで２体のスケルタル・チャンピオンを相手にすることになった。

			　しかし槍(そう)術(じゆつ)がランク９になった彼女なら、刺(し)突(とつ)が不利という点を差し引いてもだいじょうぶだろう。

			　最悪、ほんの少し時間を稼いでくれれば、それでいい。

			　あと少しでいいのだ。それで、この戦いは終わる。

			　幻狼王が、パラディンと打ちあっていたヴォルダ・アライに飛びかかる。ヴォルダ・アライは、瞬時に左手にも大鎌召喚し、シャ・ラウの牙をその刃で受けた。

			　だが勢いまでは殺せず、おおきく身をのけぞらせる。

			　そこに、パラディンが打ちかかる。

			　袈裟懸けの一撃。黒いローブが引き裂かれ、青い血が舞う。

			　疑ってはいなかったけど、今度こそ、こいつが本物のヴォルダ・アライだ。その証明の直後、パラディンは刃を返して、横殴りの一撃。

			　神兵級の死霊使いは、よろめいて後ずさりする。

			　お？　と思ったが……。

			　ヴォルダ・アライは、わずかな隙を見つけ、地面に手をつく。召喚の前動作だ。

			　ええい、悪あがきを！

			　パラディンの周囲の土がもこもこと持ち上がり、２体のスケルトンが同時に出現する。だがそれらは、ベテラン・スケルトンよりも明らかに弱々しく、鎧(よろい)すらまとっていなかった。

			　パラディンが白い光を放つと、またたく間に崩れ去る。

			　その間にも、シャ・ラウがヴォルダ・アライに飛びかかっている。無理な体勢でアンデッドを召喚したからか、死霊使いはこの攻撃を避けられなかった。

			　幻狼王の鋭い爪が、左腕の肉をごっそりと持っていく。青い血をまき散らしながら、ヴォルダ・アライが地面に転がる。

			　いっぽう、ほかの戦いも決着がつこうとしていた。

			　たまきは、その膂力で圧倒する戦い方に切り替えた結果、息つく間もない連続攻撃でゴッドブレイカーを再生すらさせぬまま叩き伏せていく。

			　なんかもう、完全にパワーファイターに覚醒してるなあ。

			　そしてアリスも、２体のスケルタル・チャンピオンを相手に、肩のつけ根や膝部などの急所を狙った刺(し)突(とつ)でもって、的確に無力化していく。

			　その攻撃のスピードも、組み立ても、なにもかもがさきほどまでとはレベルが違う。

			　これがランク９なのか。

			　それともランク９のちからとアリスの才覚が噛みあったがゆえの結果なのか。

			　アリスの放った矢のような一撃が、スケルタル・チャンピオンの頭部を粉(ふん)砕(さい)する。続く刺(し)突(とつ)が、もう１体の臀部を破砕する。

			　ほぼ同時に、たまきがゴッドブレイカーを鎧(よろい)ごと真っぷたつに叩き切り……。

			　そして視線を戻せば、パラディンの鋭い一(いつ)閃(せん)が、ヴォルダ・アライの胴体を薙(な)ぎ払っている。倒れたところにシャ・ラウが飛びかかり、そのおおきな歯でもって頭部を食いちぎった。

			　シャ・ラウの顎が、噛み合わされる。

			　死霊使いの頭部は、ぐしゃりと潰された。

			　レベルアップの音が脳裏に響く。

		

	
		
			第１５２話　全員レベルアップ

			　

			　今回、レベルアップしたのは、全員だった。

			　しかもたまきとミアは、いっきに２レベルも上昇している。

			　神兵級が１体に、たまきと互角に打ち合うモンスターが１体、それに迫るモンスターを２体、ほぼ同時にそれらを倒したのだから、当然といえば当然かもしれないが……。

			「なんかさー、この部屋でお休みできる機会が減っちゃって、損した気分になるね！」

			　たまきがそんなお気楽なことをいうものだから、皆が笑った。

			「たしかに、そうですね。これだけ一斉にレベルアップすると、次はだいぶ先かもしれませんし……」

			「ん。その分、いまここでいっぱい、いちゃいちゃする」

			「心配しなくても、次はぼくがそこそこ近いよ。ソロでなら、オーク10体以下じゃないかな。アリスも、そう遠くないはず」

			　ぼくが冷静にそう告げたところ、女性一同から白い目で見られた。

			　え、なにか間違えただろうか。

			「あの、カズさん。ここで重要なのは、いちゃいちゃしよう、ってことなんですよ」

			「あ、はい、女心がわからない朴念仁でホントにスンマセン」

			　冷静に指摘してくるアリスに頭を下げる。ここで彼女たちに逆らっても、いいことはなにもない。

			「かしこまりました、レディ。精いっぱい、いちゃいちゃさせていただきます。わたくしにできることでありましたら、なんでも……」

			「ん。いま、なんでもっていったよね？」

			「いやちょっと待て、いまのは」

			　ミアはぼくの制止を振り切り、ミアベンダーに走った。

			　え？　と思う間もなく、彼女が回収していたトークンがベンダーに投入される。

			　次の瞬間、白い部屋の様子が、ぱっと切り替わった。

			　壁の一辺が消え、その向こう側に新たなフロアが出現する。

			　鏡張りの床面。その下、階段を10メートルほど下った先に、たっぷりと水が張られたプールがあった。

			「おい、なんだこれ」

			「レクリエーション施設セット。たったのトークン１００個で、たいへんお得であった」

			「前にベンダーを見たときは、こんなものなかったぞ」

			「みんなでアンデッドについて調べていたとき、こっそりリクエストしました」

			　ミアは無表情にブイピースする。はは、こやつめ。

			「リクエストとかそんなことできたなら、先にぼくに伝えろよ！　っていうか、なんでいきなり部屋の拡張とか！」

			「Ｑ＆Ａで、レクリエーション施設とかあると嬉しいな、とダメモトで。正直、ＯＫって返答が来るとは思ってなかった。しかもこんな格安で」

			　うん、そりゃ、ＯＫが出るとは思わないよなあ。白い部屋の主、ますます謎(なぞ)が深まる。

			　ちなみに、スイッチを切り替えることで、プール以外にも数パターン、隣の部屋が入れ替わるとか。

			「実際、これでますます、疑惑が深まったっぽい」

			「疑惑って……ああ、トークンを集めてるんじゃないかって話か」

			「迂遠すぎる気はするけど」

			　うん、そうだよなあ。トークンを集めたいなら、もっとほかに方法がいくらでもありそうな気がする。

			　ぼくたちをこの世界に呼んだのがこの部屋の主かどうかはともかくとして……いや、この部屋のなりたちそのものが不明な以上、あらゆる可能性を排除しない方がいいのか。

			「どっちにせよ、すでにトークン２０００とか使ってるし、後戻りはできないなと」

			「きみのいう通りだな。でも次からは、ぼくに話を通せよ」

			「いえす、さー」

			　ぜんぜん反省してなさそうだ……。

			　ミアはビシッと手を挙げた。お仕置きしても喜ぶし、わりと制御不能だ、こいつ。

			　適度に空気は読むから、いいけどさ。

			「仕方がない。トークン１００個分のモトは取るか……」

			「そうそう、モトを取ろう。ちなみに、草原セットとかもあるから、グリフォンの騎乗訓練とかするのもアリかと」

			　なるほどたしかに。使い魔を試しに召喚してみるとき、この白い部屋の容積に問題があることがままあった。

			　これからは、場所を気にすることなく思う存分、テストができるか。

			「さっきカズっちがやったみたいに、１軍をまるまる召喚するとかなら、軍団戦闘の練習とかもした方がいいっぽい？」

			「そうだね。アドリブじゃ、突撃させる以外の用途には使えそうにないけど……そもそも軍団戦闘とか、ぼくたちがやる必要、あるかなあ」

			「あのヴォルダ・アライが最後のひとりとは限らない」

			　あ、うん、ソウダネ……。

			　メキシュ・グラウだって何体もいた。

			　神兵級って、１体１体がクソ強いけど、あれでも量産型のモンスターなんだよなあ……。

			　その量産型モンスターが、たった１体であれだけの数と質のスケルトンを量産するなんて、むちゃくちゃだ。

			　いや、さすがにあれは、ガル・ヤースの心臓の補助あってのことなんだろうけど。

			「ねえねえカズさん、とりあえず泳いできていいかな！」

			「いいけど……水着とか、ないだろ」

			「別に裸でもいいんじゃない？」

			　それは、うーん、どうなんだろう。

			　たまきは気にしなくても、ぼくとしては少し慎みを持って欲しいかもしれないなあ。

			「ええと……水着、ありますよ。ミアちゃんとたまきちゃんの分も。あ、カズさんの分もあります」

			「え、アリス、どうして？」

			「その、みんなでいっしょにお風呂入るときとか、あるかもしれないと思って……リュックサックに詰めておけって、すみれちゃんが」

			　杉之宮すみれ、アリスとたまきの親友のぽっちゃりさんか。

			　グッジョブというべきだろう。

			「え、でもカズさん、すっぽんぽんの方が嬉しくない？」

			「それは違うのじゃ、たまきちんよ」

			　ミアが、ふぉふぉふぉ、と妙な笑い声をあげた。

			　なぜに老人口調。

			「見えないからこそエロい。風にひらめくスカートにときめく心、それがチラリズムというもの」

			「え、そうなの？」

			　たまきがぼくを見る。そこでこっちに話題を振るの、やめてくださいませんかねえ。

			「純粋にプールを楽しみたい、という解釈はダメでしょうか、たまきさん」

			「あの、カズさん。やましいことがあると口調が変わるのって……」

			「はい、アリスさん、すんません」

			　呆れた様子のアリスに頭を下げる。

			　ダメだ、とうていイニシアチブを取れそうにない。

			　いっぽうアリスから水着を受け取ったたまきは、その場で服を脱ぎ始めた。

			　あのさあ……いちおう恥じらいを持とうよ……。

			　恥ずかしがるからいいんだよ……。

			　というぼくの視線に気づいた様子のミアが、うむとうなずき、腕組みする。

			「でもカズっち、たまきちんの着替え、ガン見してるよね」

			「そりゃまあ、ええ」

			　なおアリスが持参したものは、なぜか旧式のスクール水着だった。

			　聞けば、育(いく)芸(げい)館(かん)の地下から出土したものなのだという。不用品を後生大事に仕舞っておいたのだろう、とすみれが考察していたとのこと。

			「これを不用品だなんて、とんでもない」

			「あのなあ、ミア。そう思うのは一部の嗜好のひとだけだからな」

			「カズっちは、その一部じゃない？」

			　ぼくは、たまきの様子をちらりと見た。水着のお尻(しり)の隙間に手を入れて、「うーん、ちょっと下の方がキツいかなー」とかいっている。

			「わりと、アリじゃないかと思います」

			「正直でよろしい」

			　ミアは、無表情でぐっと親指を立てた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しばし泳ぎを堪能したあと、サモン・フィーストで豪勢なバーベキュー・パーティを楽しんだ。息抜きは大切だ。

			　プールサイドのデッキチェアで目をつぶると、あっという間に寝てしまった。

			　起きると、ぼくのそばに寄り添って、３人娘が眠っていた。

			　皆、ぴくりともしない。激戦に次ぐ激戦で、心が疲弊しているのだろう。

			　ところでミアさん、ぼくのお腹に乗っかって眠るの、マジやめてくれませんかね。

			　今朝は、そのせいで悪夢を見たんですが……。

			「ミアちゃん、うなされてたんですよ」

			　アリスの声がした。横を向くと、目を醒ました彼女が、ぼくを見上げて微(ほほ)笑(え)む。

			　少女はミアの髪をそっと撫(な)でた。

			「ミアちゃんにやさしくしてあげてください。彼女は、内にため込む子だと思います」

			「そう……かな」

			「わたしよりずっと、賢いですから。きっと、誰にも相談できないことが、いっぱいあると思います。カズさんには、相談、してますか」

			　どうだろうか、とぼくのお腹の上で寝ている少女を見下ろす。

			　こいつ、賢しいくせに、弱みを見せるのが苦手だからなあ。

			　じゃれついてくるくせに、甘えてくるくせに、本心は隠したがる。

			　ツンデレとかとはまったく別の意味で、素直になれない性格なのだろう。なまじ能力があるゆえ、皆のフォローを一手に引き受けようとする。

			　自分がいちばん年下なのに。

			　そんな彼女も、昨日、ふたりきりのとき、少しだけ胸襟をひらいてくれた気がする。

			　あのときの告白は、はたしてどれほど、本心だったのか。

			　彼女のことだから、全部、でたらめであったとしても驚かない。

			「ミア、きみはさ。ふざけているときと、本気のときと、どっちが本当なのか、わからないんだよ」

			　ミアは心地よい寝息を立てたままだった。

			　願わくば、と思う。いまだけは、彼女が安心して眠れるように、と。

			　しばらくして、全員が起きる。ぼくたちは改めて今後の方針を確認したあと、たまきとミアのスキルを上昇させた。

			　たまきは肉体スキルを、ミアは地魔法スキルを、それぞれ５に上昇させる。

			　

			　　和久：レベル35　付(ふ)与(よ)魔法６／召喚魔法９　スキルポイント４

			　アリス：レベル31　槍(そう)術(じゆつ)９／治(ち)療(りよう)魔法５　スキルポイント２

			　たまき：レベル31　剣術９／肉体４→５　スキルポイント７→２

			　　ミア：レベル31　地魔法４→５／風魔法９　スキルポイント７→２

			　

			　白い部屋を出る。

		

	
		
			第１５３話　各国の精鋭戦士

			　

			　もとの場所に戻ったぼくたちは、精鋭部隊の援軍に向かった。

			　アリスとたまきが、シャ・ラウの背に乗って加速し、メイジ・スケルトンを強襲する。

			　鎧(がい)袖(しゆう)一(いつ)触(しよく)、次々と蹴(け)散(ち)らしていく。

			　ベテラン・スケルトンやその上位種とて、シャ・ラウやアリスたちの敵ではない。

			　相手が魔法を行使するよりはやく懐に潜(もぐ)り込み、殺(さつ)戮(りく)してまわる。

			　精鋭部隊とアリスたちとのはさみ討ちになったこともあり、アンデッドたちは、あちこちで人間たちに陣を食い破られていく。

			　精鋭部隊はさしたる被害を出さず、次々とスケルトンたちを討ちとっていった。

			　アンデッドどもは最後の１体まで抵抗したが、その勇猛さにはなんの意味はなかった。

			　この戦いの間に、ぼく、アリス、続いてたまき、ミアと順番にレベルアップした。

			　とはいえ、いまさら特にすることもない。最低限の確認だけで、白い部屋を出た。

			　その際に思いついたことをいくつかＱ＆Ａする。そのあと、ミアが勝手に増やした隣の部屋で魔法や連携の確認を行っておく。

			　

			　　和久：レベル36　付(ふ)与(よ)魔法６／召喚魔法９　スキルポイント６

			　アリス：レベル32　槍(そう)術(じゆつ)９／治(ち)療(りよう)魔法５　スキルポイント４

			　たまき：レベル32　剣術９／肉体５　スキルポイント４

			　　ミア：レベル32　地魔法５／風魔法９　スキルポイント４

			　

			　戦闘終了後、精鋭部隊のリーダーとおぼしき紫のローブを羽織った白髪の中年男性が近づいてくる。男は、ぼくたちに右手を差し出してきた。

			「助力を感謝する。きみたちの習慣で、握手、という友好の合図だと聞いた。相違ないかね」

			「ん。相違ない」

			　勝手にミアが進み出て、男性と握手をかわした。

			　相手は、いちばん年下の少女がリーダーとおぼしき行動をとったことにいささか驚いたようだが、すぐにそういうこともあるのだろうと納得顔になる。

			　まあ、なにせぼくたち、みんな若いし、そういえばリーンさんみたいな例もあるし……。

			　ってミア、なにやってるんだよ！

			　振り返ったミアが、目をぱちくりさせて「任せろ」という合図を送ってくる。

			　あー、そうか。昨日の夕方、ぼくは世界樹の兵士たちとのコンタクトに失敗したから、そのあたりを心配しての行動か。

			　過保護に守ってくれるのは嬉しいけど、同じ失敗はしないよ……。

			　とはいえ、ミアの交(こう)渉(しよう)は堂に入ったものだった。ふたまわり以上年上の男性を相手に、自分たちがどういう役割を受け持ってこの場に来たか、手短に解説する。

			　のみならず、ラスカさんたちの協力がいかに重要だったかも説明して、彼女たちの株をあげることまでやってのけていた。

			　ちょうどそのタイミングで、森を抜けたラスカさんたちが登場する。

			　ミアは改めて、彼女たちに「ありがとう。あなたがたがいなければ、迅(じん)速(そく)に到達できなかった」と感謝の意を示した。

			　ラスカさんたちは、いささか拍子抜けの顔をしていた。

			　いやはや、こういう如才のなさは、ほんと忍者の血だなあと思わせる。

			　忍者関係ないけど。

			「残りの掃(そう)討(とう)戦、任せていい？　わたしたち、ほかの援軍にまわるかもしれない。すぐ世界樹に戻りたい」

			「無論だ。きみたちの戦力を間近で見せてもらって、確信したよ。きみたちほど頭抜けた存在を、残党処理などに使わせるわけにはいかないだろう」

			　あ、ミアのやつ、さらっと帰る算段までつけてきた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　世界樹に戻る。

			　リーンさんは、ぼくたちの報告を聞いて、よくやってくれたと相好を崩した。

			　最後、ミアが話をまとめたくだりでは、さすがに苦笑いだったが。

			「気を落とさないことです。カズは彼女たちの指揮者であって、交(こう)渉(しよう)係ではないのですから。ルシアから聞きました。あなたは智謀の者ですが、その資質はあくまで、数人を使(し)役(えき)することに特化するものであると」

			「まあ、それは……まったくその通りなんですけどね」

			「ひとには、得意なこと、不得意なことがございます。長い時間をかけて短所を消し、長所を育てるということも可能ではありましょう。しかし、いまはそのときではありません」

			　この戦いにひとつでも負ければ大陸が滅ぶ。ぼくたちみんなが死ぬ。

			　こんな究極まで追いつめられた状況で、ひとを育てるとか考えても仕方がない。

			　そうなると重要なのは、手持ちの駒をいかに効率よく使うか、ということになるだろう。

			　なかでもルシアを含めたぼくたち五人という駒は、控え目にみても、切り札にして決戦兵器。

			　その決戦兵器が、慣れぬことに手間取っているのは損も損、無駄以外のなにものでもない。

			　というか、ぼくたちのチーム、最大の弱点ってもはやぼくのメンタルなんじゃ……。

			　なんてヘコんでもいられない。

			「ルシアは、だいじょうぶですか」

			「いまはぐっすりと眠っております。事情は聞きました。必要な無茶であったと考えます」

			　その通り、彼女は為すべきことを為した。その過程がちょっと強引だったんだけども。

			　無事なら、いまはそれでいいか。

			「ほかの戦線は、どうなっていますか」

			「この世界樹に攻めてきているモンスター軍は、未だ結界の突破方法を発見できていないようです。聖都アカシャとハルーランの尖(せん)塔(とう)を観測するものたちからは、モンスター軍を内部に誘引したのち、拠点そのものの爆発を確認したとの報告が」

			　聖都アカシャとハルーランの尖(せん)塔(とう)では、内部にたてこもる部隊が、なるべく多くのモンスターを巻き添えに自爆する手はずだった。

			　作戦が成功した、というのは朗報だ。結果的にぼくたちはふたつの楔(くさび)を失ったわけだし、多くの人命が散っていったわけだけども……。

			「巻き添えになったモンスターには、四天王も？」

			「おそらくは」

			「それは……いろいろ助かるなあ」

			　両方とも、攻撃部隊の指揮はザガーラズィナーと同格の立場のモンスターが執っていたはず。

			　そいつらを倒すことができたなら、大金星といっていい。

			　残る四天王は、ザガーラズィナーと、この世界樹を攻撃している部隊にいるやつか……。

			　いや、どうなんだろう。もしザガーラズィナーだったら、あの無茶に強烈な化け物だったら……そんな爆発だけで倒せるかなあ。

			　倒せた、と思いたいけど……。

			「残るひとつ、ええと、ロウンの地底神殿は？」

			「膠(こう)着(ちやく)状態のようです。未だ、地底神殿の入り口に辿りつけておりません」

			「そんなに敵が強いんですか」

			　リーンさんは、「それもあるのですが」と苦笑いする。

			「かの地は、かつて豊かな森で覆(おお)われていました。いまはその森もなく、かわりに深い霧に覆(おお)われ、しかもその霧には迷いの魔法がかけられているのです」

			　迷いの魔法か。さすがの忍者夫妻でも、苦戦は免(まぬが)れないのかな。

			「ひとまず、お休みください。またみなさんのおちからが必要だとしても、いまはＭＰの回復をしてもらわなくては」

			　ここに戻る途中で多少は回復したとはいえ、あと一時間は休息が必要である。

			　アリスやたまきはともかく、ぼくとミアは特に、ＭＰがないとなにもできないのだから。

			　リーンさんのもとを辞して、木のうろの外に出る。

			　さてそれじゃ、育(いく)芸(げい)館(かん)組の待機するところに向かおうかと思ったが……。

			「カズさん、カズさん」

			　たまきが、ぼくのジャージの裾を引っ張った。

			「約束、覚えてる？」

			　上目遣いに、そう訊ねてくる。

			　約束って……ああ、そうか！

			「コテージでお風呂？」

			「そう、それ！」

			「わかった、じゃあ一度、地上に降りて、召喚コテージを建てよう」

			　勝手にそんなものをつくっていいのかどうか、というのはあるけれど……。

			　もし怒られたら、あとでなんとか撤去すればいいか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　樹上の村から降り、少し離れたところまで移動して、大樹の陰にコテージを召喚する。

			　お風呂に水を召喚し、お湯を沸(わ)かす。ついでに、サモン・フィーストで軽くティータイム。

			　なんかぼくのＭＰばっかり使っているけど……。

			　いまのぼくなら、これだけやっても10分経たずに回復するから、いいか。

			　ティータイムにするなら、ルシアも呼べばよかったかな。

			「それじゃ、お風呂に入ろう、カズさん！」

			「浴槽、そこまで大きくないだろ」

			「えー、狭いけどなんとかなるよ！」

			　狭さばかりはなんともならないと思うなあ。ぼくは苦笑いして、諦(あきら)めるよう諭した。

			　残念がりながらも、三人の少女は交互にお風呂へ。

			「ＭＰをもっと多く使うけど、銭湯くらいの浴槽がある砦(とりで)とか召喚するべきだったのか」

			　大人のお風呂遊びも、ちょっと魅力的ではあった。

			　とはいえ、いまはまだ作戦が進行している最中だ。自重しよう、自重。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくはひとりで二階の寝室に赴(おもむ)き、ふかふかのシーツの上に横になる。

			　両手を枕にして、天井の木目を眺めながら考える。

			　さっきの、ミアが手早くまとめた交(こう)渉(しよう)のことだ。

			「やっぱり、交(こう)渉(しよう)事はぼくには向いていないな」

			　餅(もち)は餅(もち)屋。よくいわれることで、すぐそばに上手なひとがいるなら、そのひとに任せればいい。今回は、ミアが率先して動いてくれた。

			　ただ、気になるのは、彼女は気が利きすぎるということ。

			　アリスも、ミアの身体と心はひどく消耗しているのではないかと心配していた。

			　実際のところ、彼女は半年前に小学校を卒業したばかりの少女だ。ぼくたちのなかでも最年少で、身体もひときわちいさい。

			　ただでさえ体力の消耗も激しいだろうに、その上、頭脳労働でも大活躍となると……。

			　ぼくたちは、ミアに頼りすぎてはいないだろうか。

			　彼女がいなくなれば、きっとぼくらは立ち行かなくなる。

			　もうちょっと彼女には休んでもらって……。

			「そんな暇、ないよなあ」

			　ぼくは苦笑いして、目をつぶる。

			　まあ、問題はない。

			　ミアは、ずっとぼくたちといっしょだ。

			　ぼく自身もそうとうに疲れていたのか、すぐに睡魔が襲ってきた。

			　

			〈『ぼくは異世界で付与魔法と召喚魔法を天秤にかける』⑦へ続く〉

		

	
		
			番外編　志木縁子に天秤はいらない３

			　

			　３日目の夕方。

			　わたしたち育(いく)芸(げい)館(かん)組26名は、学校の山を襲った浮遊島から逃げ出して、カズくんたちが光の民と呼んでいた人々の樹上都市にテレポートアウトした。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)では夕方だったのに、この樹上都市はもう深い闇(やみ)に包まれていた。このへんも、カズくんのいっていた通りだ。

			　木のうろのなかに存在する転送ゲートでは、リーンさんという小柄な女性が、供の者たちと共に出迎えてくれた。

			　頭の上についた犬耳が、ぴこぴこ動いている。これもカズくんから聞いた通りだけど、光の民はみんな、獣の耳とか尻尾(しつぽ)とかを生やした半獣人だった。

			　あ……槍(やり)を手にした屈強の男たちに、うちの子たちはすっかり腰が引けてしまっている。

			　わたしもちょっと、大人の男のひとは怖いかな。

			　と思ったら、リーンさんが手を振って、男のひとたちを外に追い出した。

			「あなたがシキ、ですね。ミアがいっていました。優秀な指導者であると」

			「ミアちゃんの評価だと、ちょっと怖いわね」

			　思わず苦笑いすると、リーンさんも微(ほほ)笑(え)んだ。ああ、これもジョークなのか。

			　

			　ひとまず最低限の情報交換をするうちに、高等部のひとたちがテレポートアウトしてくる。育(いく)芸(げい)館(かん)組の子たちはフロアの端の方に引っ込んで、警戒していた。

			　特に桜ちゃんが、槍(やり)を握りしめている。あーもー、男の子たちをこの子はー。

			「だいじょうぶだよ、長月さん。このひとたちは、ミアちゃんのお兄さんが認めたひとたち」

			　すみれちゃんが、そういって桜ちゃんを抑えてくれた。彼女、ぽっちゃり系で普段は動きが鈍いんだけど、こういうとき、なぜか頼りになるのよねえ。

			　たぶん、ひとの心の動きを読み取るのが上手いんだと思う。さすがはアリスちゃんとたまきちゃんの親友、ってところかな。

			　ひとりの女性が進み出てきた。キリッとした感じのひとで、ジャージの色からして三年生だ。

			　話に聞く、サブリーダーのひとだろう。

			「すみません、うちのバカ……失礼、田上宮(たがみや)はまだ向こう側です。わたし、サブリーダーの成宮朱里です。遠慮なく朱里、って呼んでください」

			「はい、朱里さん。わたしは志木縁子……あの、名前、あんまり好きじゃないので、志木と呼んでいただけますか」

			「田上宮から聞いてます。これからよろしく、志木」

			　わたしと朱里さんは、握手をかわした。

			　どうでもいいけど、本当に彼女、結城先輩のことをバカって呼ぶのね。

			　以前に彼から聞いた話だと、だからこそ朱里さんは、結城先輩のお気に入りなのだという。

			　自分のことを崇拝せず、批判的な視点でものを見てくれるから。

			　それは結城先輩にとって、なによりも貴重なことであるらしい。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)に、わたしとカズくんを崇拝する組織をつくりあげたわたしにとっては、とてもとても耳が痛い話である。

			　それを後悔するつもりも、反省するつもりもないけれど。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そうこうするうち、床の魔法陣がまた輝き、結城先輩が出てきた。

			　結城先輩を初めてみる育(いく)芸(げい)館(かん)組の子たちが、驚きの顔で彼を見つめていた。

			「忍者……」「ほんとに忍者……」「さすがミアちゃんのお兄さん……」

			　そんな声が聞こえてくる。この場にミアちゃんがいたら、恥ずかしくて死にそうな気分になっただろう。

			　でも結城先輩は平気な顔で、リーンさんに礼儀正しく挨拶する。

			「あなたが、ミアの兄上ですか」

			　なぜかリーンさんが、結城先輩をひどく警戒していた。

			　結城先輩は面頬の奥で苦笑いして、首を振る。

			「拙(せつ)者(しや)、妹のように即物的ではござらぬよ。イエス・ケモミミ、ノータッチでござる」

			「黙れクソオタク」

			　朱里さんが、結城先輩にケリを入れた。

			　なにやってるんだろう、このひとたち……。

			　いや、高等部のひとたちも、それから育(いく)芸(げい)館(かん)組の子たちも笑っているから、これはこれでいいのかもしれないけど。

			　結城先輩、自分を道化にするのが本当に上手だ。

			　それって、ぜんぜんリーダーっぽくないんだけど……。

			　と、また魔法陣が輝く。

			　高等部の男の子たちが現れた。いちどに３人。

			　あれ……でも、なんだろう。

			　なんか、こう……ざわつく感覚がある。気持ち悪い。

			　はっと気づく。これ、わたしの偵(てい)察(さつ)スキルがなにかに反応して……。

			　と、次の瞬間だった。

			　また魔法陣が輝き、たまきちゃんのものと同じ銀剣を手にした女性がテレポートアウトする。

			「おお、啓子……」

			　結城先輩がそういいかけて、しかし啓子と呼ばれた女性は彼を無視していることに身をかたくする。

			　女性が、１歩踏み込む。

			　先に出てきた高等部の男子たちとの距離を詰める。

			「え……っ」

			　思わず、何人かから困惑の声が漏れた。

			　でもそれは、次の瞬間、悲鳴に変わる。

			　啓子と呼ばれた女性が、銀剣を横に一(いつ)閃(せん)したのだ。

		

	
		
			[image: 303.jpg]
		

	
		
			　男子生徒が、胴のところで真っぷたつにされる。青い血が噴水のようにほとばしる。

			　そう、青い血、だ。

			「モンスターよっ！」

			　わたしは叫び、とっさにリーンさんをかばう位置に立つ。

			　さっき斬り殺された生徒とほぼ同時に出てきていたふたりの男子生徒が、そんなわたしたちのもとへ、槍(やり)を構えて突進してきて……。

			「させぬでござるよ」

			　結城先輩の判断は素早く、そして的確だった。素早く投(とう)擲(てき)された２本のナイフが、その男子たちのブーツを縫いとめる。転倒する男子たち。

			　そこに啓子と呼ばれた女性が肉薄し、斬(ざん)撃(げき)を見舞う。

			　ふたりの男子は、いずれも一撃で絶命した。

			　そして驚いたことに、死体が消えていく。

			　あとには、青い宝石がふたつずつ、合計で６個残る。

			「これは……どういうことか、説明してもらえますでしょうか」

			　緊張した面持ちで、リーンさんがいう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ドッペルゲンガー。

			　ミアちゃんが口走ったというその名前が、この人間に擬態するモンスターの正式名称となった。

			　わたしたちにとっては、ゲームなどで多少、なじみのある名前だ。

			　啓子さんの提案で、ドッペルゲンガー狩りが始まった。高等部組と育(いく)芸(げい)館(かん)組、全員の腕にナイフで筋を入れる。赤い血が出れば合格だ。

			　結果、高等部組に入り込んでいたドッペルゲンガー２体を退治した。

			　より正確には、拘(こう)束(そく)される前に逃げ出そうとした彼らが、それも叶わぬとわかると自殺した。

			　密偵としては完(かん)璧(ぺき)な対応といえる。おかげで追加の情報はなにひとつ得られなかった。

			　幸いにして、育(いく)芸(げい)館(かん)組は全員がシロだったけれど……。

			「カズさんたち、戻ってこない」

			　桜ちゃんが、ぼそりという。

			　そう、あれからいくら待っても、魔法陣は輝かなかった。

			　リーンさんがいうには、使い魔の鷹(たか)が殺されたことは確実らしいから……。

			　カズくんたち５人は、学校の山に取り残されてしまった。

			　敵の浮遊要塞と四天王ザガーラズィナーが侵攻する地に、孤立無援で。

			「ほかの鷹(たか)を、学校の山に送ります」

			　リーンさんがそう告げてくれたおかげで、パニックになりそうだった育(いく)芸(げい)館(かん)組の子たちも、ひとまず静まってくれた。

			「だいじょうぶよ。カズくんたちのことだから、きっと山の裏手の方に逃げていると思うわ。山は広いから、そうそう見つかることはないと思う。その間に、きっとリーンさんが助け出してくれるわ」

			　わたしも積極的に援護射撃をする。

			　実際のところ、オーガたちがそれを許してくれるかどうかはわからない。生存の可能性は五分五分、と見ているけれど……そんなことを素直に口にするわけにはいかない。

			　いまこそ、気張っていかないと。

			　わたしは頬を叩いて気合いを入れ、リーンさんに振り向く。

			「このドッペルゲンガーってモンスターが、光の民の間にも浸透している可能性は」

			「充分に考えられます。早急に対応いたします。申し訳ありませんが、数名、わたくしの護(ご)衛(えい)として来ていただけますでしょうか」

			「はいはーい、わたしに任せてー」

			　啓子さんが手を挙げた。グレーター・ニンジャ。彼女がいれば、安心だろう。こちらからは、桜ちゃんを出しておく。

			　リーンさんたちが出ていったあと、わたしたちは猫耳の女官に案内されて、樹上都市の隅にある木のうろの家に案内された。

			　いちおう、育(いく)芸(げい)館(かん)組と高等部組で別々の木のうろを用意してもらった。

			　手早く発電機を起動させる。

			　モーターの音に、女官たちがびくっとしていた。

			「さて……これで電気が使えるようになったわね。結城先輩、今後のことだけど」

			　結城先輩は、引率をサブリーダーの朱里さんに任せて、わたしのそばでぼうっとしていた。

			　彼らしくもない。わたしはため息をついて、彼の頭をぽこんと叩く。

			「ミアちゃんが心配なのはわかるけど、シャンとしてください」

			「む……済まぬでござる。拙(せつ)者(しや)、まだまだ未熟でござるな……」

			「あとで啓子さんとふたりきりになって、思う存分、不安を吐露するといいです。でもそれまでは、ダンディズム全開で。男の子でしょう」

			　軽く、彼の胸を叩いた。

			　そう、わたしたちには、くよくよしている暇なんてないのだ。

			「まったく、志木殿は聞きしに勝る男前でござるな」

			「ちょっと、それ誰がいったの。カズくん？　詳しく聞かせてもらえるかしら」

			　すごんでみたところ、結城先輩は慌てた様子で口もとを押さえ、すたこらさっさと逃げ出した。

			　まったく、もう……。

			　わたしは彼が吊り橋の向こうに消える様子を眺めながら、腰に手を当て、ため息をつく。

			「あんな風にひとをからかっていないと、ダメなのね」

			「不器用なんですね」

			　パソコンを立ち上げながら、すみれちゃんが呟(つぶや)いた。

			　よくわかってるじゃない、彼のこと。
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